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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　Prologue　彼の記憶






　遠い、遠い、過去。

　書物に残されることもなく、人が口く伝でんにて残すには永すぎる星せい霜そうを遡さかのぼり──

　彼の足そく跡せきを覚えているのは人ではなく。

　彼とともに戦った竜と、天使と、悪魔たちだった。




　オルペリアの浜。

　その地の漁師からそう呼ばれる浜辺を構成する地面は砂でも泥でもなく、一粒一粒が、海底で砕けた白しろ珊さん瑚ごの欠片かけらであることが知られている。

　打ち寄せる波はきめ細かい気泡を含み、魅入られるほどに透きとおった海面は、陽よう光こうを浴びて鮮やかな緑玉色エメラルドグリーンに染まっていた。

「エルライン」

　そんな色鮮やかな浜辺に座りこむ剣士へ。

　竜りゆう姫ひめキリシェは声をかけた。

「考えごとか？」

「いいや」

　一言だけそう答えた剣士が首をふる。

「そんな大したもんじゃない。考えることなんて……もう無い。考えなきゃいけないことは考え尽くしたから」

　立ち上がり、服についた砂をはらう剣士。

　明るい茶の髪を無造作に切った髪型に、赤みを帯びた茶の瞳ひとみ。引き締まった精せい悍かんな表情には気力が充実し、強い決意の心情がにじみ出ている。

「あの島に何があるのかって、ぼんやり見てた」

　水平線の彼方かなたを見やる青年。

　彼の言う「島」はこの美しい海の彼方だ。竜姫キリシェの視力でもっても見通せないものが、人間である彼の視力で見えるはずもない。

　だが、まるで見えているかのように彼は口にする。

「つまり、目に見えなくても思い浮かぶくらい頭の中が島のことで一杯というわけか？　なんだ、やっぱり考えごとじゃないか」

　青めいた銀髪をさっと指先で払いのけ、竜姫キリシェは小さく苦笑した。

「何があるのかなんて行けばわかる。つまり明日にはな」

「キリシェ」

「ん？」

「……いや、何でもない」

　横目を向けた彼が何事もなかったかのようにそっぽを向いてしまう。

「なんだエルライン、そんな気になる言い方」

「明日言うよ」

「む？　なぜ明日だ。いま言え、気になるだろ」

「そういうことだよ」

　悪戯いたずらっぽい微び笑しようとともに青年剣士が振り返った。

「明日にはわかることだとしても、今、知りたい。俺も同じ気持ちだ」

「……む」

「奴らの拠きよ点てんがあの島にあるのは間違いない。女神レスフレーゼと竜帝カルラ、それに冥めい界かいでも氷の将魔ルルフオニカが見張ってるのは察知してるはずなのに、奴やつらは動かない。なぜだろうな。俺たちを誘ってるのか？　それとも島に留とどまらなくちゃいけない理由でもあるのか？　何にしろ──」

「どうせロクな理由ではあるまい」

　彼の言葉を継ついだのは、褐かつ色しよくの肌をした妖よう艶えんな少女だった。

「これで終わりにする。魔王たる妾わらわの立場としても、こうも長らく冥界を不在にするのは褒められたことではないからな。奴らに付き合うのもここまでだ」

「終わりますよ。どちらの勝利であったとしても……ね」

　その横に並んで砂浜を歩いてくる見目麗うるわしき金髪の少女。

　冥界の魔王エリゼリス・ディ・マリアブレイズ。

　天界の大天使フィア。

　ともに竜りゆう姫ひめキリシェと同じく、彼に付きしたがう三界の姫たちだ。

「ところでエルライン？　今日の夕食当番はあなたですよ。準備はできていますか」

「あっ」

　フィアの一言に、彼が小さく悲鳴を上げた。

「忘れてた」

「ほらやっぱり。日の明るいうちに用意してくださいね？」

「最後の晩ばん餐さんだ。手を抜いてもらっては困る」

「盛大にな」

「……はいはい」

　フィア、キリシェ、エリーゼに口々に急せかされた彼が渋々と首しゆ肯こう。

　そして砂浜を引き返す。

　これが最後の夜。

　エルラインと三人の姫が集つどい、笑い──

　そして各々の夢と未来とを夜明けまで語り合った最後の一日だった。






　　　　Record.1　最後の法印




　　　　１






『ニンゲンー、ニンゲンー、窓拭ふきは終わったかー？』

「もう少し。あとちょっと……！」

　自分を呼ぶ声に返事して、レンは手にした雑ぞう巾きんを水に浸ひたした。

　バケツに入っている水は冥めい界かいの小川から汲くんだもので、赤インクの原液のように赤く、氷水のように冷たい。雑巾を絞る作業だけで手が凍えてしまうほどだ。

「まさか冥界まで来て、魔王宮の掃除を手伝うハメになるとは思わなかったよ」

『気分転換したいと言ったのはニンゲンだぞー？』

　ぱたぱたと空中を飛んでくる黒妖よう精せい。

　透きとおった羽に黒の紋様が入った妖精種で、体長は六十センチほどだろう。浮遊する妖精の中では最も大きな身体からだを持つとされている。

　地上では絶滅危き惧ぐ種と言われていたが、実は冥界に大移住していたかららしい。現に、この魔王宮でも数百体の黒妖精が家事手伝いとして働いている。

『ココは広いしなー。掃除の手伝いならいくらでも頼めるぞー』

「そりゃまあわかるけどさ」

　自分よりも大きな窓ガラスに向きなおり、恐る恐る足下を見下ろしてみた。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

　何百メートルと続く底の見えない赤茶けた崖がけが大きく口を開け、その深しん淵えんから不気味な緑色のガスが絶えず噴ふきだす光景がそこにあった。

「あのガスも、きっと猛毒なんだよな……」

　冥めい界かいヴェナ・アスラ・ドール。

　有史以来、人類がいまだ全容を掴つかむに至いたっていない地下世界だ。

　太陽のかわりに地平を照らすのは怪しげな極光オーロラと、まるで意思があるように空中に滞たい留りゆうし続ける血色の霧。空気は生臭くて粘り気があり、ただ呼吸しているだけで肺の中を何かが浸食していくような怖おぞ気けを感じる。

「……で。この窓拭ふきの手伝いだけど、いくらなんでも命がけすぎない？」

　魔王宮で過ごすこと五日。

　ずっと部屋にいても仕方ないと気分転換のつもりで黒妖よう精せいに声をかけ、頼まれた雑用がこの窓拭きだったのだが、それがこんなことになるとは思わなかった。

「窓拭きってのが、通路側じゃなくて屋敷の外側のガラス拭きだったなんてな……」

　足を滑すべらせればただちに城の外壁から転落してしまう。そしてその下は、先ほど見たとおり猛毒のガスが溜たまった断崖である。いまは両足の先で窓の縁にかろうじて立っている状態だが、突風が来るたびに身が竦すくむ思いだ。

『落ちても空を飛べばいいぞー？』

「人間は空を飛べないんだよ！」

『そうかー。でも空も飛べないのに、よく地上から冥界に降りてこれたなー』

　ふよふよと頭の上に飛んでくる黒妖精。

『怖い生き物、たくさんいただろー？』

「いたよ。ウジャウジャいた。ええと……魔ま境きようって言われてるバネッサ湿原を探検して、その奥にある審門から冥界に来て、そこでも魔獣やら猛毒の生き物とかに狙ねらわれて命からがら魔王宮まで来たんだから」

『だったら窓拭きくらい怖くないだろー？』

「怖さの方向性が違うんだって……ってうわあっぁぁぁぁぁっっ!?」

　びゅんと唸うなりを上げる横殴りの突風。

　足が滑った瞬間に、レンは雑ぞう巾きんを手放すや両手で窓の縁にしがみついていた。

「死ぬ!?　悪魔法ほう印いんを手に入れる前に死んでどうするんだよ俺!?」

『空を飛べばいいぞー』

「だから人間は空を飛べないんだよ！」

　両手で体重を支えて窓を乗り越える。

　たった十枚の窓ガラスを拭ふくだけで、全身から冷たい汗がしたたり落ちていく。

『ご苦労だぞー』

「何回悲鳴を上げたかわからないけどな……」

　廊下に着地するや、よろよろと脱力して壁によりかかった。

　と。

　大音量の絶叫がレンのいる通路に伝わってきたのは、その時だった。

『ちがうぞー。箒ほうきの掃き方は、絨じゆう毯たんの毛の流れに合わせて掃くんだぞー』

「あぁもうっ、うるさいうるさい！　掃除など埃ほこりが取れれば良いじゃないか！」

『乱暴に掃くと絨毯が傷むんだぞー。知らないのかー？』

「だからうるさぁぁぁぁぁっっっい！」

　箒を握りしめた銀髪の少女が一心不乱に駆けてくる。

「キリシェ？」

「おぉ、レン！　助けてくれ、あの小うるさい黒妖よう精せいがわたしに口うるさくケチをつけてくる。どれだけうるさいかというと──」

「それだけ『うるさい』って連呼してれば想像つくって」












　頬ほおを膨ふくらませるキリシェに、レンは肩をすくめて答えた。

　竜りゆう姫ひめキリシェ──青みを帯びた銀色の髪は上質の絹きぬ糸いとのようにさらさらと流れ、淡い緑玉色エメラルドの双そう眸ぼうは本物の宝石さながらに美しい。人間ならば十六歳か十七歳にあたるであろう面立ちは、愛らしくも高貴な雰囲気を滲にじませている。

　童話にでも出てきそうな幻想的な雰囲気の少女だが、これは旅をするために法ほう術じゆつで姿を変えたものだとレンは聞いている。本来のキリシェは天てん銀ぎん竜りゆうという極めて珍しい竜であり、地上の竜たちを束たばねる竜姫であるのだと。

「……でもなんで箒ほうきなんか持ってるのさ」

「気分転換だ。モノをじっと考えるのは性に合わないからな」

　柄えの中心に指をあて、そこを中心にクルクルと箒を回してみせるキリシェ。

「そもそも沈黙機関に奪われたのは魔王の悪魔法ほう印いんなのだから、それをどうにかする方法も悪魔が一番詳しいに決まってる。わたしが考えても仕方ない」

「あー……、じゃあ俺と似た理由だったのか」

　英えい勇ゆうエルラインが記したとされる至し宝ほう『世界録アンコール』。

　その在処ありかとしてもっとも可能性が高いと思われる場所が、三百年前にエルラインが終しゆう焉えん戦争を戦った『終焉の島』と呼ばれる地だ。

「三つの法印が無いと終焉の島には入れなくて、そのうちの女神法印は俺が持ってる。竜法印はキリシェだろ。それで最後の悪魔法印が……」

「イシスという沈黙機関に奪われたわけだ。まったく、あのだらしのない魔王め」

　箒を器用に回し続ける竜の少女が溜ため息いき。

　法印を奪われたことにさすがのキリシェも最初は深刻な様子で考え込んでいたが、昨日になってようやく吹っ切れたというのはレンも知っている。

　が、今度は法印を奪われた魔王に対して怒りがこみ上げてきたらしい。

「不意打ちとはいえ、冥めい界かいの至宝である悪魔法印をああも簡単に奪われるとは」

「まあ……でも本当に強かったんだよ。言い訳になるけどさ」

　レンと魔王ヴェルサレムとの戦いに割って入った、沈黙機関。

　法印を奪ったイシスを追いかけようとする自レ分ンたちの前に立ちはだかり、襲おそいかかってきたのがディスカントと名乗る霊獣だ。




〝我が名はディスカント。傷なき獣にして嵐あらしを告つげる者〟

〝我が無敵の暗示は世界の法則として作用する〟




　激戦から五日が経たって──

　あの時の言葉は、決して嘘うそでは無かったように思う。

　魔王ヴェルサレムの法ほう術じゆつもレンの霊剣も、霊獣ディスカントの無敵の暗示にことごとく無効化された。さらにはその暗示を破った状態でさえ、魔王とレンの二人がかりでも霊獣を倒しきることはできなかった。

「あの時も、エリーゼが駆けつけてくれなかったらどうなってたかなって……」

「わかってる」

　ぴたりと箒ほうきを止めるキリシェ。

　そそくさと、気まずそうに横顔を向けて。

「……少し言い過ぎた。お前を責めたように聞こえてしまったのは悪かった」

「ううん。俺も悔しいことだらけだったし」

　無敵の暗示を失った霊獣デイスカントの皮膚に、レンの剣では傷一つ与えられなかった。

　……霊獣デイスカントと戦ってたのが俺じゃなくて剣聖シオンや騎士王ゼルブライトだったら。

　……結果は変わってたんだろうな。

　精霊の力のないありのままの自分が、一人の剣士としてまだどれほど力不足であるのか。そのことを痛感させられた戦いでもあった。

「終しゆう焉えんの島に行く前にわかって良かったよ。あんな奴やつがいるんだって」

「そこまでの相手だったか」

「ああ……俺からすると今まで戦った相手は全員とんでもなかったけど、アイツは、単純な強さとかじゃない部分で他と違ってた気がする」

　そのもっとも大きな違いが、霊獣デイスカントと対たい峙じした時の精霊たちだろう。

　普段はレンを応援してくれる土の始原精霊ノームも火の始原精霊サラマンダーも、ディスカントの前で萎い縮しゆくして動けなくなってしまった。




〝我らと精霊との縁えにしは、世界創造の時まで遡さかのぼる。お前が割り込む余地はない〟




「ディスカントは、土の始原精霊ノームや火の始原精霊サラマンダーを知ってるみたいな言い方だった。でも一方で沈黙機関じぶんたちを『我ら』って呼んで、精霊と区別してた」

「……ふむ」

「沈黙機関と精霊は確かに似てる部分もあるんだよ。実際、ディスカントの声は魔王も聞き取れなかったみたいだし」

「わたしもそうだぞ」

　小さく頷うなずくキリシェ。

「三百年前からそうだ。沈黙機関が喋しやべるなんて知らなかった。お前から聞かされなかったら、奴らにイシスやディスカントという名前があることも永遠に知らないままだった。が、それは些さ細さいな事だ。先に考えなければならないことがある」

「どうやって終しゆう焉えんの島の結界を突破するか、ですわね」

　キリシェに続くかたちで紡つむがれた言葉。

　安らぎを感じさせるその声は、先ほどキリシェが走ってきた曲がり角からだった。

「フィア先輩？」

「レンもキリシェも、探しましたわ」

　通路から現れた淑しとやかな金髪の少女が、こちらに目を向けてなごやかに微び笑しよう。

「法ほう印いんのことを相談しようと思ったのに二人とも部屋にいないんですもの。この広い屋敷では探すのも一苦労でした。ねえエリーゼ？」

「そそ、見かけた黒妖よう精せいに片っ端ぱしから居場所を聞いて回ったもんね」

　フィアの後ろから小走りに駆けてきたのは、褐かつ色しよくの肌をした快かい活かつな幼女だ。

　大天使フィアと先代魔王エリーゼ。

　いずれも英勇エルラインとともに終焉戦争を鎮しずめた伝説の三さん大だい姫ひである。

「で……レンたちが話してた悪魔法印だけど、アタシたちも頭を抱えてたわけ。法印を奪い返すか別手段を考えるのか。二つに一つだろうけど、どっちもそう簡単にいく話じゃないからねぇ」

「その割にエリーゼ、あなたさっきまで気持ちよさそうに熟じゆく睡すいしてませんでした？」

「いいのいいの、頭を使うためには休息も必要ってこと。どうせキリシェも似た感じでしょ？　こんな通路で箒ほうきなんか持ってるんだもん。難しいこと考えるのに飽あきたから気分転換のつもりで掃除でもしてたの？」

「考えるのに飽きたわけじゃないぞ。わたしだって法印のことは必死で考えて……ただ、少しばかり身体からだを動かしたい気分だった時にだな」

　箒をクルクルと回し始めるキリシェ。

「レンに暇ひまつぶしにと誘われたわけだ」

「俺かよっ!?」

「という冗談はさておき、そっちはどうだ？　特にエリーゼ。昨晩は魔王おとうとと法印のことを検討してみるといって部屋に籠こもっていたが」

「それが全然。やっぱり愚弟は頼りにならないねぇ……」

　ひょいっとスキップしてエリーゼが窓枠に飛び移る。

　彼女が腰かけたのは、つい先ほどまでレンが窓拭ふきをしていた窓だ。目も眩くらむ絶壁がすぐ眼下にあるというのに怖がるそぶりはまるでない。

「屋敷の相談役はどうした？　あの家政婦長ハウスキーパーは」

「ルルなら五ご大だい災さいの連中を集めて相談中。まだしばらくかかりそうだし、アタシらも別で考えようかと思ってたの。そんなわけで二人を探してたってわけ。ちなみにレンはどう？　面白い案でも浮かんだ？」

「それが全然。特に俺は、その法ほう印いんの理屈にも詳しくないし……」

　脇を通りすぎていく黒妖よう精せいを横目に、レンはかぶりを振ってみせた。

「あ、でも念のため確認したいんだけどさ。今って俺が女神法印を持ってて、キリシェが竜法印を持ってるわけで。三つの法印のうちの二つがあるわけだろ？」

「ええ、そうなりますわ」

　落ちついた仕草でフィアが首しゆ肯こう。

「これは女神レスフレーゼ様から聞いた話の復習になりますが、三百年前、終しゆう焉えん戦争を戦いぬいた後のエルラインは一人で世界を巡っていた。そしてその後に女神レスフレーゼ様を訪れ、終焉戦争の舞台になった島を封印してくれと頼んだそうです」




〝終焉戦争あのたたかいの場所には、もう誰だれにも入れないようにしてくれ。だけど……〟

〝一つだけ例外がある〟

〝もしも……もしもこの何十年、何百年先に、俺に代わって世界のすべてを託せるような人間が現れた時だけは、封印を解くための法印を託してやってほしい〟




　竜りゆう帝ていカルラ、女神レスフレーゼ、魔王ヴェルサレムの力でもって閉ざされた島。

　そこへたどり着くために必要なものが三つの法印だと、レンはそう聞かされた。世界に存在する究極の「結界突破」の秘宝であると。

「法印が二つあるんだから……」

「無理やりにでも終焉の島の結界を突破できないか、という考えはやめておけ」

　間髪入れずにそう答えたのはキリシェ。

　難しいでも困難でもなく「無理」と断言する言葉の真意──珍しくも苦々しい面持ちで、竜の少女がこちらを見上げた。

「わたしでも無理だと思う」

「キリシェでも？」

「試したことはないが、結界を突破できたとしても全身がボロボロになった後だろうな。その後に沈黙機関に襲おそわれる可能性があることを考えると、現実的な策ではない。それとだ……」

　目め敏ざとく自レ分ンの手元へと目をやるキリシェ。

「だいぶ前だが、フィアとエリーゼが古代召喚術の発動体として渡した『お守り』があったな。フィアの羽とエリーゼの宝玉を、炎の将魔アシエンデイアと戦う前に」




〝フィアとエリーゼの神具は、今はまだ古代召喚術の発動体としてでなく、強力な守護結界だと思って肌身離さず持っていろ〟




　天使と悪魔の力がこめられた法具は、それ自体が守護結界として機能する。

　今までの激闘をレンが耐えぬいてきたのは、自分でも気づかぬうちに、この守護に助けられた部分が少なからずあるのだろう。

「フィアとエリーゼの神具に加え、二つの法ほう印いんを授かってる。これなら終しゆう焉えんの島をとりまく結界にも耐えられそうだと考えたのだろう？」

「そうなんだよ。でもやっぱりダメかな……」

　きまりの悪い心地で、レンは握っていた両手を広げてみせた。

　右手には大天使フイアの羽。左手には先代魔王エリーゼの宝玉。まさにキリシェに先読みされた案を思いついて、それを訊ききたくて取りだしていたものだ。

「レンのそういう冒険心は嫌いではありませんわ。最後の法印が無くとも、わたしとエリーゼの神具で結界が突破できるのではという発想もね」

　くすっと微び笑しようをこぼす金髪の大天使。

「でも今回は別の手だてを考えた方が賢明でしょう。沈黙機関さえも突破を諦あきらめて法印を狙ねらっているということを考えれば、終焉の島を覆おおう結界がどれほど強力なものか想像できるでしょう？」

「まあね……」

　あの沈黙機関イシスや霊獣ディスカントさえも触れられない結界だ。法印が一つ足りない状態で向かえば、人間の身体からだなどどうなってしまうのか。

「ルルから全身バラバラになるって言われるわけだよ」

　嘆たん息そくし、レンは天井を仰あおぎ見た。

「正確には『全身が二百個くらいに分解されて海の藻も屑くずになります』だよねー。いやぁ、でも実際そこまで言われたらどうなるのか見てみたい気もするよ。どうレン？」

「そこで俺に同意を求めないでくれってば」

　なぜかワクワク笑顔で補足するエリーゼ。

「でも他にっていうと、あとはもう沈黙機関を見つけて悪魔法印を奪い返すしかないだろ。俺、それこそ出来る気がしないんだよ……」

「わかってる」

　そう口にしたキリシェ本人が物もの憂うげな表情で首しゆ肯こうした。

「終焉戦争から三百年もの間、わたしたちに見つからないよう姿を隠し通してきた奴やつらだ。この土ど壇たん場ばで探したところで見つかるとも思えない。これはわたしの勘かんだが、お前が沈黙機関を見た時の印象をそっくり信じるならば……奴らが隠れている場所は、わたしたちには手の出しようのない場所だ」

「俺の印象って？」

「アイツらが精霊に似てるって言ってたでしょ」

　窓枠に腰かけたまま、エリーゼ。

「アタシらが三百年前に戦った時は、ほら、そもそも精霊の声が聞こえないから、精霊と沈黙機関となんて比べようもなかったもん。せいぜい『精霊の姿と似てるか？』くらい。正体を考えるとか以前に、襲おそってきたのに反撃するので精一杯だったし」

「そういうことだ。奴やつらがレンの言うとおり精霊に近いとすれば、奴らが隠れている場所も推測はつく」

　コツッ……

　キリシェが箒ほうきの柄えで突いたのは、何もない通路の壁だった。

「世界のどこでも無い空間。レン、お前が土の始原精霊ノームと出会った場所を思いだせ」

「──精霊の住処すみかか」

　キリシェに案内されて竜の渓けい谷こくに向かった時のことだ。

　連れん峰ぽうを迂う回かいしては時間がかかりすぎるということで、近道のために地下遺跡を通過したことを覚えている。

　それがイスカセル地下神殿。

　旅団パーテイ「カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せん」と初めて出会ったその場所で、精霊の住処を見つけ、土の始原精霊ノームの空間に引きずり込まれたのを覚えている。

　……あの時は見わたす限りの黄こう砂さの世界だっけ。

　……木も草もない灼しやく熱ねつの空間で、そこに土の始原精霊ノームがいたんだよな。




〝さっきの神殿は？　俺たちどこに飛ばされたんだ〟

〝精霊は、己おのれの住処として自分の好ましい環境に空間を作り変える力を持っている。土の始原精霊ノームにとって、いわばこの砂漠の環境がお気に入りなのだろうな〟




　カナン巡礼聖教船の幹部である武闘者フルタイプタイラスと、法術士アリアプルミエールの二人も一緒に。土の始原精霊ノームの鉱巨人ゴーレムと命がけの『人形遊び』をさせられた場所だ。

　精霊の空間。

　キリシェが「手の出しようのない場所」と表現したのは、それがつまり──

「あ、そっか。あの場所は」

「そうだ。竜も天使も悪魔も、精霊の住処には入ることができない。入ることができるのは人間だけだ。沈黙機関が精霊に近い存在だというのなら、奴らもまた精霊と似たように独自の空間を展開できる可能性がある」

　世界のどこにあるかわからない沈黙機関の拠きよ点てん。

　それを見つけるのが困難極まりなく、見つけたとしても突入できるのはレン一人。待ち受けていた沈黙機関に取り囲まれればひとたまりもないだろう。

「俺たちの知ってる沈黙機関っていうと、イシスっていう人間型の奴やつと、あとディスカントっていう霊獣で──」

「ミスティと名乗った白髪の女を忘れるな」

「……あの子か」

　脳のう裏りを過よぎった面立ちに、意図せずして重苦しい息がこぼれてしまった。

　冥めい界かいの森で遭難していた旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』の二人組。団長と呼ばれていた剣士ダンと、彼に付き添っていたミスティという少女。

　霊獣デイスカントとの戦いから一夜あけて──

　ミスティの正体が沈黙機関であり、バネッサ湿原にあった冥界の審門を破壊した犯人だったことを家政婦長ハウスキーパールルから聞かされた時は、驚きよう愕がくのあまり言葉が出なかった。

　ダンという剣士は何一つ事情を知らない人間で、ミスティはそんな彼を利用して人間の旅団パーテイに潜もぐりこみ、世界中の遺跡で審門を破壊していたという。




〝ほら、お前も頭を下げろやミスティ〟

〝……礼を言います〟

〝はっはっは！　素直じゃねえなミスティは。無愛想だが、根は情に厚くて可愛かわいい奴なんで勘弁してくれや〟




　……団長とあれだけ親しそうにしてたのに。

　……あれも俺たちを騙だます演技だったのかな。

　思い返しても悪い奴には見えなかった気がする。そう言いかけた言葉をキリシェたちの前で口にすることができず、レンはじっと無言を選んだ。

「とにかくだ。わかっているだけで終しゆう焉えん戦争の残党が三体もいる」

　窓枠に座るエリーゼの、さらに隣に腰かけるキリシェ。

　背中をかすめる突風に大きく髪をなびかせながら。

「他にも潜ひそんでいるかもしれないし、とてもじゃないが奴らの拠きよ点てんにお前一人で突っこませるわけにはいかない」

　つまり沈黙機関を見つけだして法ほう印いんを奪い返すという手段は不可、ということになる。

「じゃあ残ってる選択肢って？」

「ない」

「現状、見つかりません」

「思い浮かばないんだよねー、これが」

　キリシェ、フィア、エリーゼ三人がそろって弱り顔。

　といっても沈黙機関に襲しゆう撃げきされた晩から、この結論は大方のうちで予想ができていた。

五日間という時間を熟じゆつ考こうに使ってもソレを覆くつがえすことができなかったというだけだ。

「じゃあやっぱり、あとは持久戦覚悟だよな。沈黙機関が残り二つの法ほう印いんを狙ねらって襲おそいかかってきた時に返り討うちにできれば……」

　ただし、いつどこでどんな手段で襲ってくるかわからない。

　たとえば地上に戻った時を想定するならば。

　宿に泊まったレンが個室で寝ている時や、一人でシャワーを浴びている時を狙って襲撃してくることだって考えられるのだ。

「熟じゆく睡すいどころか、夜中もずっと気を張りつめておかないといけないのが辛つらいよな。一人で寝ることだってできないかも……」

「わたしは構わんぞ」

「へ？」

「いつも言っているが、わたしは一人で寝るより二人で寝る方が寝付きがいい。何なら今日から一緒でもいいぞ」

　ごくごく真顔で口にするキリシェ。

「よし決まりだ。レン、今晩からわたしの部屋で寝ろ。枕一つだけ持ってこい」

「あっ！　ずるいですわキリシェってば。ねえねえレン？」

「……フィア先輩？　どうしたんだよ、急に手を引っ張ってきて」

　右腕の肘ひじに手をかけてさりげなく引っ張ってくるのはフィアだ。

「私はお風呂の担当にしますわ。レンがお風呂に入ってる時こそ剣も服もない無防備で、沈黙機関にとっては格好の襲撃機会でしょう。ならば素手で戦える私こそ、一緒にお風呂に入ってレンを守るにふさわしいと思います。そういうわけでレン？　今晩からお風呂に入る時は私に一声かけてくださいね。あらあら、意外に悪くない状況かも」

「あー、ずるいよキリシェもフィアもー」

　さらにエリーゼまでも、座っていた窓枠から飛び降りて左肘を掴つかんできて。

「じゃあレンが着替えるときはアタシが見張る！　レンが服を脱ごうとして両手が塞ふさがる瞬間はきっと奴やつらも放っておかないよ。むしろアタシが着替えさせてあげる！」

「……ええと三人とも？　俺は今とても真面目まじめな話をしてたんだけど」

「わたしもそうだぞ」

「私だって真剣この上ないですわ。下心がないとは言いませんが」

「ねー？」

　揃そろって頷うなずきあう三さん大だい姫ひたち。

　と思いきや。

「とまあ、それはさておき……あと一つ。エリーゼに相談していた案があります」

　金髪の大天使が、華きや奢しやな人差し指を天井へと向けた。

「法印を失ったのなら作り直してしまえばいい」

「悪魔法ほう印いんを？」

「複製レプリカを作るという発想ですわ。家の鍵かぎだって家族の数だけ合い鍵を作るでしょう？　結界を開ける鍵が一つだけという決まりはありません。ですわね、エリーゼ」

「理論上はね」

　まだ自分の肘ひじを引っ張りながら、エリーゼ。

「悪魔法印ってのは魔王の秘術を使って生成されたの。アタシは関わってないけど、実際に法印を作った魔王がいるわけだから同じ作り方で今度は複製レプリカを、っていうのは理屈として成り立つんだけど……」

「ああ、そんな手もあったんだ！　ちゃんと本物の代わりになる？」

「うん。死ぬ気で頑張れば複製レプリカの一つくらい作れるかもね」

「……死ぬ気で？」

　穏おだやかとは言えない言葉の選択だ。

　そう告つげるエリーゼも、普段と変わらない陽気な口調ながら、口にした瞬と間きの表情には暗い陰が過よぎっていた。

「もともと法印って複製レプリカ不可能な設計にしてるんだよね。他人が簡単に真ま似ねできるようなら、それこそ沈黙機関に作られちゃうでしょ？」

「あ。確かにな……」

「それを曲げて複製レプリカを作るとなると結構な体力と法力がいるんだよね。だけどあいにく、ウチの弟がだいぶ弱ってる状況だからねぇ」

　霊獣ディスカントとの激戦。

　あの戦いで自レ分ンを庇かばった魔王は、自力では立ち上がれぬほどの重傷を負った。




〝奴やつの閃せん光こうはただの洗脳ではない。あの正体は『否定の光』〟

〝悪魔にとってあの光は何よりも苛か烈れつな……『浄火』となる……〟




　今は側近の家政婦長ハウスキーパールルが付き添って治療中。

　命に別状はないが、たとえ魔王といえどそう簡単には回復しないと聞いている。

「世界に唯一の物の複製レプリカを作れるなんて状態じゃなさそうなんだよね。無理して作らせたって、どうせ純度の低い複製レプリカしか作れない。それじゃ終しゆう焉えんの島の結界は越えられないと思うの。下手すると結界を通過してる途中で法印が砕けちゃうかも。そしたらアタシたち結界に引っかかって全滅確定だもん」

「……それは、ちょっと勘弁してほしいな」

「でしょ？　本当はアタシが複製レプリカの生成ができればいいんだけどね」

　決まりの悪そうな自じ嘲ちようの笑えみを浮かべるエリーゼ。

「ただ、こんな身体からだでそんなことに挑戦したら──」

「力を使いきって、またしても転生が必要な事態になるかと思います」

　通路に響く微かすかな靴音。

　その後方に十体以上もの黒妖よう精せいを従えて現れたのは、家政婦調のワンピースを着た青髪の悪魔だった。

「私も同じことを検討しましたが、魔王様、エリーゼ様ともに今の状態では複製レプリカの生成はお身体に負担をかけすぎてしまいます。私から勧めることはできません」

　家政婦長ハウスキーパールル。

　遙か過去から歴代魔王に仕えており、迷路さながらに複雑難解な構造である魔王宮の全容をただ一人把は握あくしている悪魔だ。

　そんな彼女のもう一つの顔が「五ご大だい災さい」氷の将しよう魔まルルフォニカ。最古参の五大災であり、魔王の実質的な参謀といっても過言ではないだろう。

「レン様も、お待たせしました。悪魔法ほう印いんの件でご迷惑をおかけしてます」

「俺はそんなことないけど……ルルだって五大災に声をかけて相談してくれたり、いろいろと考えてくれたんだろ」

「相談したまでは良かったのですが」

　ふぅ、と額に指先をあてて肩を落とす青髪の少女。

「冥めい界かいの審門の転移機能で終しゆう焉えんの島へと直接転移する。もしくは法印以外で、結界から身を守る守護術式を開発する。それが無理ならば結界そのものを弱める術式はないだろうか。……思いつくかぎりを検討しましたが、やはり難しいというのが結論です。次じ善ぜんの策てとして唯一考えられるのが、まさにレン様たちも検討された方法ですね」

「魔王本人による複製レプリカの生成？　でも魔王の具合は？」

「霊獣デイスカントの光を二度受けたのがまずかったですね」

　真顔で速すみやかに答える家政婦長ハウスキーパー。

「あれは三百年前にエリーゼ様を転生に追い込んだものと同種の攻撃です。高い生命力と組織復元力を持つ悪魔でも容易には回復できません。純度の高い法印複製レプリカを作るまでの回復となると、早くて二年後」

「二年って……そんなに!?」

「喩たとえるなら、悪魔法印とは繊せん細さい極まりない硝がら子す細工です。しかし腕に大ケガをしてしまえば、どんな職人も休まざるをえないでしょう？　魔王様の容態もそう。日常の活動には不自由しないにしても、法印という唯一無二の守護術式を完成させるのは難しいかと。無理に生成したところで結界に拒絶されるだけです」

「……エリーゼからも聞いたよ。無理に作ってもダメだって」

「はい。それで先ほどの結論に至いたるわけです」

　畏かしこまった様子でルルが頭を下げる。

　打つ手がない。魔王や五ご大だい災さいたちをもってしてもなお、悪魔法ほう印いんを奪われた痛手を補う手段を見つけられなかったということなのだろう。

「力及ばず申し訳ありません」

「いや、それはルルが謝ることじゃないよ」

「──というのが正攻法を検討した結果です。他に方法がない以上、邪じや道どうに賭かけましょう」

「んっと？」

　ルルの言葉に、真っ先に反応したのはエリーゼだった。

「ねえルル？　邪道って？」

「そのままの意味ですよ。私だけの邪道とつておきで悪魔法印の欠けつ損そんを埋うめてみたいと思います。成功するかどうかは五分五分ですが」

「……それ、アタシの知らない術式ってこと？」

「一つや二つ、誰だれにも教えてない秘密があった方が悪魔らしいでしょう？」

　エリーゼをすっと抱き上げる家政婦長ハウスキーパー。

　まるで我が子を見つめるように愛いとしそうに目を細めて。

「任せてください。終しゆう焉えんの島へ、必ずやエリーゼ様をお届けいたします」

「んー」

　抱き上げられた格好で、家政婦長ハウスキーパーの顔をじっと見下ろす先代魔王。

「よく想像つかないけど、それを代償にルルが力使い果たして死んだりしないよね？」

「……エリーゼ様は勘かんが鋭するどすぎるのが玉たまに瑕きずですね」

　くすっと微笑ほほえむ青髪の悪魔。

「ご心配なさらず。まだまだ家政婦長ハウスキーパーとしての務つとめが残っています。私がいなくなっては黒妖よう精せいに指示を出す者がいなくなりますからね」

「ホントに？　ルルがいなくなるのはアタシ嫌だよ？」

「はい。では、私が軽率な真ま似ねをしないようレン様に立ち会っていただきます」

「俺!?」

　思いがけぬ指名に、一瞬、我が耳を疑うたがった。

　エリーゼとルルの会話から……不穏というほどではないが、何やら二人の間で緊張感のある会話がされている。そう感じていた矢先のことだ。

「第三者のレン様に見届けてもらった方が、この場合は信しん憑ぴよう性せいもあるでしょう」

「え、えっと？」

「つまりこういうことです。私が悪魔法印の代わりとなるものを用意しますが、その際の儀式にレン様に立ち会っていただく。エリーゼ様には後日、レン様からお話しいただければと」

　口調こそ柔らかく。だがその瞳ひとみ──赤い満月のように爛らん々らんと輝かがやく双そう眸ぼうには、決して有無を言わさぬ気迫があった。

「レン様、お願いできますでしょうか」

「……俺はいいけど。エリーゼは？」

「んー。まあルルがそう言うなら自信あるんだろうし、アタシじゃなくレンに頼むってことも何か考えがあるんだろうからねぇ」

　後ろ頭をかきながら、エリーゼ。

「レン、お願いしていい？」

「わかった。じゃあ俺でよかったら立ち会うよ。その儀式とやらにさ。ただ一応言っておくと、その立ち会いっていうのが実は、魔王の時みたいな決闘でしたっていうのは勘弁してほしいんだけど……」

「もちろん。レン様の資質はもう十分にわかっております。だからこそ私の儀式にも立ち会いをお願いするのですから」

　スカートの両端をつまむ家政婦長ハウスキーパーが、恭うやうやしくお辞儀してみせた。

「準備がありますので私はこれで失礼を。レン様、今晩お迎えにあがります」

　黒妖よう精せいを引き連れて去っていく青髪の少女。

　その後ろ姿が通路の曲がり角へと消えていくのを見送って──

「どうする気なのでしょうね」

「さあな。竜法ほう印いんならともかく、悪魔法印の事情となるとわたしもお手上げだ」

　ぼそっと呟つぶやくフィアとキリシェ。

　その中で。

「んー。なんだろなぁ。ルルがアタシに隠し事なんて珍しいけど」

　口元に指先をあてた仕草で天井を見つめるのは、先代魔王である幼女だった。

「気になるなぁ。どんな方法で悪魔法印の代わりを用意するんだろ。いいなレンってば。明日になったらこっそりアタシに教えてよ？」

「……俺が見て理解できて説明できそうなものならな」

　聖フィオラ旅学園にいた時から法ほう術じゆつはまるでダメだった。それが魔王の秘術というのなら、実際の儀式を見たところで理解できる気がしない。

「たぶんさっぱりわかんないと思うけど」

　お手上げというつもりで、レンは大きく溜ため息いきをついてみせた。
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　青く輝かがやく夜。

　冥めい界かいの空を覆おおっていた真しん紅くの気流が地平に沈み、凍える青の気流が北の氷山から吹きこむ時間。

『ニンゲンー、起きろー。夜だぞー』

「朝じゃなくて夜だぞって起こされたのは初めてだよ……」

　身震いする寒さのなか、黒妖よう精せいの声に応こたえてレンは部屋の外に出た。昼間とかわりなく灯ともるシャンデリアの光を浴びながら、黒妖精の後ろをついていく。

「にしても今晩っていうから真夜中かと思ったけど、まさか夜は夜でも、こんな朝方近くだとは思わなかったな……って黒妖精オマエに言ってもわからないか？」

『夜は夜だぞー』

「だけど地上だったらもう日が昇る直前じゃん。なんかこう……勝手なイメージになるけど、夜行性の悪魔が好むのは深夜だと思ってた」

『覚えておけニンゲンー。影っていうのは光があたってる場所の隣が一番暗いんだぞー。光から遠い場所は反射光が届くからむしろ明るいからなー。夜も同じだぞー。一番暗いのは深夜じゃないんだなー』

「……っていうとつまり？」

　ふり向く黒妖精。

「つまりだなー」

「夜明け前こそが、最も寒く暗い瞬間なのですよ」

　声は真後ろから。

　北風を想おもわせる寒気をうなじに感じて──

「ルル？」

「失礼いたしました。私としたことが、魔王様の部屋の掃除と魔獣たちの餌えさやりに思いのほか手間がかかってしまったもので。レン様の方が先に着いているのではと思い、急いで追いかけてきた次第です」

　家政婦長ハウスキーパーがぺこりと会え釈しやく。

　その服装は昼間と同じく、家政婦用のワンピースに白の頭飾りのままだ。

「そうなの？　悪魔法ほう印いんの代わりを用意するには特別な儀式が必要だからって言ってたし、その準備かと思ったけど」

「もちろんソレもありますが、私は家政婦長ハウスキーパーの役目も気に入っていますので……黒妖精、ご苦労でしたね。厨ちゆう房ぼうに樹蜜メープルシロツプを用意していますよ」

　使いの黒妖精を送り出しながら、ルル。

「さてレン様。ここから地下のお部屋までご案内いたします」

　終わりの見えない広大な通路を歩きだす。

　てっきり待ち合わせの場所が目的地かと思っていたが、まだ奥に進むということか。

「歩くだけというのも退屈でしょうから、少しだけお話をさせてください。初めていらっしゃった時には屋敷の説明をしましたが……そうですね、レン様も興味を持ってくださる話題として、歴代魔王の話はいかがでしょう」

「魔王の？」

「はい。先代魔王エリーゼ様や現魔王ヴエルサレム様はご存じのとおりですから、ここは一番古くに遡さかのぼって、この屋敷を作った主あるじ──初代魔王の時代からお話ししたいと思います」

　歩く歩調はそのままに。

　迷路さながらに入り組んだ通路を先せん導どうするルルが、最初に口にした一言は。

「初代魔王はとても残忍で狡こう猾かつで、そして臆おく病びようでした」

「……いきなり凄すごい説明だなぁ」

「はい。でも本当にそうとしかいいようのない悪魔でした。今の魔王様やエリーゼ様を見ているレン様には意外に思えるかもしれませんが」

　十字路を左に曲がっていくルルが、その逆にある右側の通路を指さした。

「魔王宮もそう。自分の権威を知らしめるためのものではなく、この迷宮は外敵から自分の身を守るための殻でしかありませんでした」

「ああ、まあそれはわかる気がするよ……」

　何百体という悪魔が棲すんでいるにしても広すぎる。今も通路を歩いていて、他の悪魔や黒妖よう精せいとまるですれ違わないのだ。さらに、通路の脇に飾られている花瓶や絵画も、そのほとんどに罠わなが仕掛けられているという。

　すべては自衛のための手段ということだったのだろう。

「でも、なんだか珍しい気がする。ルルにとってもそんな嫌な奴やつだったんだ……？」

「そうかもしれません」

　嫌悪感と呼ぶのが近いだろうか。

　誰だれに対しても大人びた柔らかい物腰で接してきた家政婦長ハウスキーパーの悪魔が、初代魔王にだけは負の感情を明確に滲にじませている。

「初代魔王の支配欲は限りがありませんでした。永遠に冥めい界かいの支配者でありたいと転生の秘術を完成させて、そして転生後には正体を隠し、一介の悪魔として魔王に仕えるフリをして、魔王宮に潜ひそんで力を蓄たくわえていました。当時の魔王を倒して自分が魔王の座に返り咲くために」

「……その執しゆ念うねんは確かに怖いな」

「はい。ですが、そんな卑いやしき悪魔にも転換期が訪れます」

　淀よどみなく言葉を続けるルル。

「正体を隠して魔王宮で仕えていくうちに、親心と言いますか、自分の仕える魔王が立派になっていく姿を見るのに愛着が出てきてしまったんです。部下である自分を慕したってくれる魔王と、自分に懐なついてくれる黒妖よう精せいたちに囲まれるうちに。やがて初代魔王は、自らを魔王宮の家政婦長ハウスキーパーと名乗るようになりました」

「……家政婦長ハウスキーパー？」

「レン様。この通路を歩いている時に私が申しあげたこと、覚えてらっしゃいますか？　この罠わなだらけの通路を見た時に──」




〝ルルさん？　この屋敷って、もしかしてずっとこんな感じで罠だらけ？〟

〝初代魔王の趣味です〟




　そういえば。

　初めてそう説明を受けた時に、わずかに脳のう裏りに引っかかってはいたのだ。

　レン様、エリーゼ様、魔王様と誰だれに対しても「様」を付けているルルが、なぜ初代魔王だけは呼び捨てにしていたのか。

　そして思いだしたのは、エリーゼから教えられたルルの役割だ。

　──氷の将しよう魔まルルフォニカは五ご大だい災さいの中でも特別である。

　──誰よりも昔から魔王宮に住んでいて歴代魔王の相談役にもなっている、と。

　最古参の五大災。

　歴代魔王の戴たい冠かんの際には、自らが審判として立ちはだかって「独り立ち」のための実力を確かめる儀式を行ってきたという。エリーゼの時も、その前も。

「まさか……」

「今はもう、魔王の座に返り咲こうなんて気はないんですよ？」

　足を止める青髪の悪魔。

　ふり向く横顔に悔かい恨こんめいた虚むなしい微び笑しようをにじませて。

「初代魔王ルルフォニカにできるのは、ただ、全すべての同胞を見守ることだけ」

　揺れる視界。

　ヴンッと無数の羽虫による羽音のような音が鼓こ膜まくに届いた。そう思った瞬間に、レンと、そして家政婦長ハウスキーパーの少女を巻きこみながら空間が大きく歪わい曲きよくしていく。

「私だけの秘密の転移装置です。魔王宮の地下へと移動するための」

　幾いく重えにも乱反射する声。

　レンが目を開けたそこは、青白い灯ひがゆらめく薄暗い小部屋だった。

「エリーゼ様と魔王様には内緒でお願いします」

　ぼんやりと浮かびあがる青髪の少女。

　家政婦長ハウスキーパールルとしての面影を残しながらも、その細腕や額には紫色の奇妙な紋様が浮かびあがり、頭部からも小さな捻ねじれた角が覗のぞいている。

「……ルル？　あの、それが……」

「初代魔王時の私です。といってもさほど変化はないでしょう？」

　家政婦長ハウスキーパー──

　否、初代魔王ルルフォニカが、華きや奢しやな胸もとに自らの手を添えてクスッと笑えんだ。自レ分ンが驚くことは承知の上でその様子を楽しんでいる。そんな雰囲気だ。

「驚かれましたか」

「……悪魔が悪戯いたずら好きっていうのは聞いたことあったけれど」

「ええ。それは悪魔の共通の特徴です」

　赤い満月──

　吸いこまれそうなほど深い魔性の瞳ひとみでこちらを見つめるルルフォニカ。

　彼女が淑しとやかな仕草で歩を進めてきて。

「左手をお借りします」

　手をとって、自らの両手で挟みこんだ。

「右手には女神レスフレーゼの天使法ほう印いんが宿っているようですから。私はこちらを──」

　瞬間。

　ルルフォニカとレンを中心に旋せん風ぷうが渦巻いて、電撃にも似た火花が迸ほとばしった。

「痛つっ!?」

「悪魔法印の複製レプリカを生成し、レン様の身体からだに半永久的に刻みこみます。この方法ならば法印をさらに奪われるという恐れもない」

　凄すさまじい光と音をまき散らしながら雷光が凝ぎよう縮しゆく。ルルフォニカの両手──すなわちレンの手の甲へと宿ることで、真っ青な紋様が形成されていく。

　その過程で無数の火花が上がり、無む明みようの闇へと飛び散っていく。

　……まるで刀剣の錬れん成せいだ。

　……火花の迸る真っ赤な鉄を叩たたいて鍛きたえ上げるみたいに。

「痛むでしょうが、もうしばらく耐えて下さい」

　顎あご先さきから大粒の汗を止めどなく滴したたらせる初代魔王ルルフォニカ。

　彼女の真っ赤な双そう眸ぼうの下には、既に大きな隈くまが浮かびあがっている。その様は、まるで己おのれの命さえ削って法印を生成しているかのようで。

「ルル!?　平気なのかよ……！」

「……平気とは程遠いですね……もともと私も、ずっと過去の転生を経へて力が弱体化した身で……ですが疲ひ弊へいした魔王様や転生直後のエリーゼ様が同じ儀式をするよりは、身にかかる負担も少ないでしょうから」

　唇くちびるを噛かみしめながら続ける初代魔王。

　空間を駆けめぐる雷光が彼女の両腕へと絡みつき、その皮膚を焼き焦こがしていく。

「法ほう印いん生成は魔王の秘術を利用した秘術です。私ならば、魔王様が作られた悪魔法印も、高い精度で再現できるはずだから」

　パンッ、とこだまする破は裂れつ音。

　髪と衣服とを勢いよくなびかせていた風が鎮しずまり、身を焦がす雷光が消失。再び部屋は、青白い灯ひが照らす薄暗い空間へと戻っていった。

「これで……終わ……」

「ルルッ!?」

　青髪の少女が全身から力を失ってくずおれる。

「あぁ、しばらくは家政婦長ハウスキーパーの役目も果たせそうにないですね……疲れました……」

「……疲れたっていう程度なのか？」

「あなたに法印を託してみたい。そう思ったから当然のことをしただけのことです」

　暗い床に座りこみ、荒い息で言葉を紡つむぐ初代魔王。

「レン」

　顔を持ち上げて。

「終しゆう焉えんの島で……あなたは……きっと、たくさんのことを知るでしょう。知りたいことも、もしかしたら知りたくないことも……」




〝正直に言おう。あの島には、人間に知られてほしくない過去が眠っている〟




　偶然だろうか。

　初代魔王が紡いだ言葉は、天界の女神から聞いたものとどこか似ていた。

「だけど、知ることを恐れないで」

「────」

「知りえた物をどう活いかすかという決断は、いつだってあなた次第なのだから」

　弱々しく息をつくルルフォニカ。

　そんな彼女の前にかがみ込み、レンは大きく頷うなずいてみせた。

「……ありがとう。絶対、終焉の島で世界録アンコールを見つけて来るから」

「期待しています。そして、私から授けられるものはこれで全すべてです。さあ行って」

「行く？」

「次に会う時は、エリーゼ様のお婿むこ様としてだと嬉うれしいですね」

　微び笑しようで応じる家政婦長ハウスキーパー。

　と同時に微震。

　レンを取り囲むように、前後左右の床から四本の塔がせり上がってくる。












　見覚えある三さん角かく錐すい状じようの大聖塔オベリスク。獣の牙きばにも似た歪いびつな四本の大聖塔オベリスクの中央に、漆しつ黒こくの霧が集まって厳おごそかなる扉を形作った。

「審門!?」

「エリーゼ様をよろしくお願いします。あの方は今の冥めい界かいに必要な方だから」

　黒い霧に包まれるレン。

　その外側から、ようやく起き上がったルルが深々と頭を下げた──時にはもう、レンの姿は魔王宮から転移していた。
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　……眩まぶしい。

　瞼まぶたを開けたレンの目に飛びこんできたものは、太陽の眩しさだった。

　地の底だった冥界では決して見ることのできない陽よう光こう。水平線から差しこみ、暗かった夜空を蒼そう穹きゆうへと塗り替えていく。

「ここは……？」

　立っていたのは見覚えのない砂浜だった。

　目の前に広がる海は遠とお浅あさで透きとおり、鮮やかな緑玉色エメラルドに煌きらめく海面が美しい。白く見えるきめ細かい砂の形は、丸ではなく尖とがった星形。珊さん瑚ごの欠片かけらだろうか。

「オルペリアの浜。この地の漁師からそう呼ばれる砂浜ですわ」

　砂を踏む音。

　潮風に髪をなびかせながら、金髪の大天使が波打ち際を歩いてくる。

「フィア先輩!?　いつの間に？」

「ほとんど同時ですわ。レンの様子が気になっているところを黒妖よう精せいに呼ばれまして、キリシェ、エリーゼと一緒に魔王宮の謁えつ見けんの間に呼びだされてみたら……隠されていた冥めい界かいの審門が起動していたというわけです」

　波飛沫しぶきのあがる海面を指さすフィア。

「ここはユメル大陸の北東にある海辺。海も穏おだやかで、終しゆう焉えんの島に向かうにはもっとも都合の良い場所です」

「じゃあ、ここはもう冥界じゃなくて……」

「審門を伝って地上へ戻ってきた。終焉の島の最寄りの場所まで転移してきたわけだ」

　フィアの後ろで、色鮮やかな水平線を見つめるのはキリシェ。

「まさか魔王の謁見の間に、あんな審門が隠されているとは思わなかったが。エリーゼ、お前は知っていたのか？」

「んーん。アタシもそういえばずっと前に聞いたことあったっけかなぁって程度。なにせ魔王宮が広すぎて、どこに何があるかもわかってないしね」

　エリーゼが暢気のんきに首を振る。

「そそ、そんなことよりレンちょっと左手見せて……へぇ。ルルってば頑張ってくれたんだね。ちゃんと悪魔法ほう印いんと似た反応を感じるよ」

「そう？　俺、何にも変化を感じないんだけど」

　生成した悪魔法印の複製レプリカを埋うめこむ──そう言われた時には多少なりとも覚悟が必要だったが、終わってみれば天使法印の時と同じで手には何も変化はないし、異物が埋まっているという感覚もない。

「ふむふむ。流石さすがは初代魔王だねぇ」

「あれ？　エリーゼ、今なんて……」

「アタシが気づいてないわけないでしょ」

　小声でそう呟つぶやくエリーゼが、意味深に片目をつむってみせった。

「他に魔王宮で誰だれが知ってるかはわからないけどね。ルルが隠したがってるうちは言わないでいようかなってさ。それはさておき、これなら島の結界も越えられるんじゃない？　キリシェ、そっちはまだ？」

「もうそろそろ着くと思う」

　変わらず水平線の方を見つめたままのキリシェ。

「海を越えて飛んでくるからな。夜ふけから飛び続けてもさすがに時間はかかる」

「なあキリシェ？　飛ぶって何がさ？」

「それはもちろん……」

　振り返ったキリシェが口を開きかけた矢先。

　レンの視界が巨大な影に覆おおいつくされた。頭上にとてつもなく巨大な気配を感じたのはその直後だ。

「……竜？」

　それもただの竜ではない。

　人間が目にする機会がもっと多い竜といえば体長七メートルに達する疾竜ワイバーンだろう。しかし、この蒼そう穹きゆうに舞う個体はそれを遙かに凌りよう駕がする巨体と、極光オーロラのごとく鮮やかな色が混じりあった輝かがやきを湛たたえていた。

　世にも珍しい極ごく彩さい色しよくの竜。

　その姿にレンは一体だけ心当たりがあった。

「カルラ!?」

『少し、ほんの少しだけ逞たくましくなりましたね。竜わたしの感覚では、あなたが竜の渓けい谷こくを訪れたのは昨日のことのようなのに』

　竜りゆう帝ていカルラ。

　すべての竜種が集つどうという聖域を守る霊王竜が、海を渡り、別大陸の空を悠然と飛んでいたのだ。

『魔王ヴェルサレムから多少の事情は聞いています。やはり世界録アンコールは終しゆう焉えんの島に眠っている可能性が高いのですね……。終焉戦争の災厄たちが残っているのであれば、一刻も早く世界録アンコールを確保すべきでしょう。急いだ方が懸命です』

「っていうと？」

「こういうことだ」

　地鳴りをともなって砂浜へと降りたつ霊王竜。

　小山ほどもある巨体の背中へ、キリシェが軽やかに跳び乗った。続いてフィア、それにエリーゼもカルラの尻尾しつぽを伝って楽々と背中まで駆け上がっていく。

「終焉の島までカルラに運んでもらう。人間の船では結界を越える際にバラバラになってしまうからな。何よりわたしが船酔いになる」

「……あれ？　でも法ほう印いんは三つ揃そろえただろ」

　これで終焉の島にたどり着けるという話になったばかりだ。

　人間の船よりもカルラの飛行が速いというのは納得できるが、船がバラバラになるという説明はどういうことだろう。

『姉様、レンは、私が抱えておくことにします』

　カルラの巨大な腕があっという間に目の前に。

『背中に乗っけていても、結界の暴風に弾はじかれてしまいそうですし』

「へ？　でもそういうことが無いようにするための法ほう印いんだろ。三つあれば島の結界を越えられるっていう前提だったはずだし」

『前提というのは、法印無しで結界を越えようとすれば確実に即死するという話です』

　冷静に応こたえるカルラ。

「……待った。ってことは法印の意味って？」

『確実に即死から、もしかしたら死なないかもくらいの意味があります』

「話が違うってぇぇぇ!?」

『では飛びます』

　竜りゆう帝ていが色鮮やかな翼つばさを羽ばたかせる。

　カルラの両腕にがっしりと胴体を掴つかまれて、レンは抵抗することもできずに終しゆう焉えんの島へと飛び立った。





　　　　　






　竜帝の飛び立った後のオルペリアの浜。

　無人となったはずの砂浜に、眩まぶしそうに朝陽を見上げる青髪の悪魔の姿があった。

「…………」

　疲労を色濃く映した面立ち。

　いまだ荒々しい呼吸と、額にうかぶ大粒の汗。立つ気力さえ尽きたのか青髪の悪魔──家政婦長ハウスキーパールルはその場に倒れこむように座りこんだ。

　打ち寄せる波に足首までを浸ひたしながら。

「あなたとうち解けた記憶はありませんが？」

　水面を見つめていたルルが、自分の左隣に佇たたずむ気配へと目を向けた。

「女神レスフレーゼ。あまり近づかれるとあなたの法力においが私に移ってしまうのですが」

「そう邪険にするでない。この時ばかりの特別じゃよ」

　軽く笑い飛ばす少女の声。

　砂浜に座るルルの隣には、世にも珍しい光彩異色オツドアイを持つ天使が立っていた。

　外向きにはねた蜜みつ色いろの短髪に、幼げな相そう貌ぼう。外見の年頃はエリーゼと同じか、せいぜい一、二歳年上といったところだろう。

　──どこまでも深く鮮やかな蒼そう穹きゆう色と。

　──燃え上がる天を映しだす熾し天てん色。

　赤と青の対比コントラストはこの世に数あれど、ここまで深く、そして印象的に空の色味を湛たたえた瞳ひとみの対比コントラストは世界に一つきりだろう。

　天界の女神レスフレーゼ。

　それが、この神秘的な双そう眸ぼうを有する天使の名前だった。

「よもやお主ぬしが冥めい界かいから這はい上あがってくるとはな」

「ソレをあなたに言われるとは思いませんでした。三百年前の大戦時さえ天界から動かなかったくせに」

「互いに時代が変わったということじゃな」

　蓮はすの花にも似た薄緑の葉を砂浜にしいて、そこにあぐら座りで腰をおろす女神。

「で？　様子が気になってついてきたか、初代魔王」

「複製レプリカの具合が気になったもので」

　隣に腰をおろした女神を横目にして。

　初代魔王と呼ばれた悪魔が、珍しくも嫌そうに表情をしかめた。

「それと初代魔王はやめなさい。次に言ったら容よう赦しやしないと言ったと思いますが」

「そうじゃな。もう三十回くらいは聞いたな」

　かたや、平然と水平線の方を見つめたままのレスフレーゼ。

「忘れたい過去だというのなら、それに刺とげ々とげしく応こたえるよりも笑いとばせる度ど量りようを持つことが肝かん要ようじゃよ」

「その上から目線が鼻につくのです」

「許せ。これはもう癖ではなく、妾わらわの存在そのものかもしれぬ」

　足下の砂を両手ですくう光彩異色オツドアイの少女。

　サラサラと掌てのひらの隙すき間まから零こぼれていく砂粒を愛いとしそうに眺めながら。

「初代魔王であったお主はソレを棄すてたが、妾は今なお、天使の長として振る舞い続けておるからの」

「また初代魔王と言う……」

　呆あきれたと言いたげな口調で青髪の少女が溜ため息いき。

「見逃すのは今回だけですよ。これも三十回くらい言っていますが」

「うむ」

　冗談とも真面目まじめともつかない真顔で頷うなずく女神。

「正念場か」

「三百年前と同じく、悪魔、竜、天使のすべてを一人の人間に委ゆだねると」

「そう。だが三百年前とは違うことが一つある」

　言葉を句切る。

　水平線の先から昇ってくる陽を眩まぶしそうに見つめながら。

「奴やつはエルラインではない。最強でも無敵でもなく、一人で何もかもできるわけではない。そのかわり」

「精霊と言葉をかわすことができる。だとすれば、もしかしたら──」

「そういうことじゃな」

　ルルの言葉に、苦笑を帯びた表情で女神は首しゆ肯こうした。

「しかし惜おしいのう。できることなら妾わらわも自分の目で見たかった」

「あの島で、世界録アンコールは彼レンに何を語るのか。……そうですね。それは私も見てみたかった。エリーゼ様が羨うらやましくもあります」

　その一言と共に立ち上がる青髪の悪魔。

　いまだ腰をおろしたままの天界の女神を見下ろすも、その仕草も早々に背を向ける。

「もう行くのか？」

「黒妖よう精せいたちに仕事を言付ける時間ですから」

　日ひ射ざしの中へと溶けるように消えていく家政婦長ハウスキーパールル。

　その後ろ姿を見送って、蜜みつ色いろの髪をした少女もまたゆっくりと立ち上がる。

「ふむ。地上の夜明けも懐なつかしい」

　名残惜しそうに水平線を横目に見つめ──

　天界の女神レスフレーゼの姿もまた、地上から消えていた。






　　　　Interval　聖地






　熱砂の舞う空。

　船着き場を一歩越えた先にある都は、灼しやく熱ねつの風と殺人的な日射しが降りそそぐ猛暑の地にありながらも、世界有数の規模を誇る大都市として知られている。

　都市を東西に分ける中央道からは幾つもの道が分岐し、路地のそこかしこで露天商が店を構えている。この暑さにもかかわらず旅行客で埋うめつくされた道は、朝から晩まで、常に前後を歩く人と肩や背中が擦こすれあう混みようだ。

　──聖地カナン。

　古くから精霊信仰の一大聖地として栄えたこの場所は、現代でも多くの信徒に愛され、世界各地から参拝客が訪れる神聖な地である。

　そんな聖地の中心で。

「頭が痛くなりそう……」

　聖エリエスは、胸の奥に溜たまっていた疲労と鬱うつ憤ぷんを吐きだした。

　精霊信仰の聖地すべての信徒を束たばね、カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せんの頭首も務つとめる聖女。さらには世界で唯一の『古代詠唱士エイシエンター』として認められた少女だが、今の表情には深い苦悩が色濃く浮かびあがっていた。

「ねえタイラス」

　本霊宮の二階にあたる私室で、テーブルに頬ほお杖づえをつきながら。

「シオンから『沈黙機関に警けい戒かいしろ』って言われても、どうすればいいのかしら……」

「たった今、その会議を終えたところではないですか」

　極めて平へい坦たんな口調で応じたのは、部屋の扉前に控えた剃てい髪はつの偉い丈じよう夫ふだった。

　武闘者フルタイプタイラス。

　女性術士を主力としたカナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せんでは数少ない男幹部だ。旅団パーテイで稀き少しような前衛要員であり、普段は女性術士たちに自衛の武術を指南する役目を与えられている。

「沈黙機関の正体は、三百年前にエルライン剣帝旅団と死闘を繰り広げたという終しゆう焉えん戦争の災厄たち。それが人間の目の届かぬところで暗あん躍やくしていると」

「……ええ」

　剣聖シオンから伝えられた警告だ。

　冥めい界かいの審門、天界の審門、それに世界中の都市で管理している古代遺跡が、沈黙機関の標的になっている可能性が高いと。

　だが、エリエスがシオンから託された秘密はそれだけではない。




〝沈黙機関の正体は、精霊だよ〟




　……いえ、正確に精霊と呼べるのかはまだわからないわ。

　……精霊に限りなく似た近きん似じ種かもしれない。

　エリエスの知る風の始原精霊シルフや水の始原精霊ウンデイーネとは別の種類がいる。

　すなわち覇は都とで開発されていた虚構精霊エイドスと、終焉戦争の災厄である──それがシオンと共にエリエスが至いたった現状の推察だ。

「シオンは？」

「既に聖地を発たたれました。もう一度覇都に向かわれると」

「やっぱり本気なのね……」

　世界最大の軍事都市・覇都エルメキア。

　エリエスが思い返したのは、レンたち『再来の騎き士し』と覇都に突入した時のこと。

　古代城イスタルシルの地下に虚構精霊エイドスの研究拠きよ点てんが隠されていたことも、つい昨日のことのように覚えている。

「我々が虚構精霊エイドスの研究施設を暴あばいたことで、覇都エルメキアは世界中から非難の目に晒さらされることになりました。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクも幹部が除じよ籍せきになり、いまも謹きん慎しん処分が続いていると聞きます」

「当然の処置ね。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクからすれば、カナン巡礼聖教船わたしたち、再来の騎士レンたち、そして私たちに協力した『精霊の調べシオンたち』も立派な仇きゆう敵てき扱いになったはず。先に手を出してきたのは向こうだから逆恨みも甚はなはだしいけれど」

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの性格からして、怒りが鎮しずまるということは無いでしょうな。報復の機会を覗うかがって虎こ視し眈たん々たんと牙きばを研といでいるはず」

「ええ。私も同意見よ」

　だからこそ、今この時期に覇は都とへと乗りこむというシオンの決断がどれだけ命知らずな行為であることか。

「ホントいい性格してるわね。私たちには沈黙機関に用心しろなんて言うくせに、自分は虚構精霊エイドスを再調査したいからもう一度覇都に乗りこむだなんて……」

　空腹の猛獣が待ちかまえる檻おりの中へ自ら入っていくようなものだ。

　そもそも虚構精霊エイドスを開発していた地下フロアは、古代城イスタルシル支城の崩ほう壊かいによって埋まい没ぼつした。再びあの地を訪れたところで、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクと激突する危険に釣り合う成果が本当に得られるのかどうか。

　……でも、危険と言えばもう一人。

　……レンは今どうしてるの？

　冥めい界かいへ向かった彼。悪魔法ほう印いんとやらの所有者が魔王で、その魔王が先代魔王エリーゼの実弟であるという話はエリエスも聞いている。

　何事もなければすぐに法印を手に入れられるだろう、ということも。

「でも、本当にそうなのかしら……」

　冥界が人間には想像もつかない過か酷こくな世界で、悪魔や魔獣たちであふれかえっていることは間違いない。

　やはり冥界の冒険は命がけなのではないのか？　すぐに法印が手に入るというのも、自分エリエスを不安にさせないためのレンの作り話だったのではないのか？

　そんな不安がつきないのだ。

「────」

「どうされましたか？」

「タイラス、わたしね……少し前まで、聖地カナンの外に出るなんて意味あるのかなって疑問に思ってたの」

「精霊信仰の布教について、ですか？」

「旅団パーテイとしてよ」

　頬ほお杖づえをつく姿から姿勢を正し、両手を膝ひざに乗せる。直立の姿勢を崩さない偉い丈じよう夫ふへと振り返って。

「欲しい情報は聖こ地こにいるだけでいくらでも手にはいるわ。ウチは諜ちよう報ほう部隊も優秀だし、わたしに必要なことは精霊が教えてくれると思ってた」

「それも一つの考え方だとは思います」

「でも、やっぱりだめね」

　自然と唇くちびるからこぼれる溜ため息いき。

「この街のこの部屋の、この椅い子すにどれだけ座ってたってわからないことが沢山あるの。……もどかしいわね。そうわかってても聖こ地こにいなきゃいけないっていうのは」

「左様。エリエス様にしかできぬ役目が聖こ地こにありますゆえ」

　珍しくも苦笑を浮かべる武闘者フルタイプ。

「じき、遺跡の巡回時間です。沈黙機関の侵入に備えて警備態勢を強化します」

「わかってるわよ」

　大きく首しゆ肯こう。

　肌を焦こがす灼しやく熱ねつの朝陽に背を向けて、エリエスはその場に立ち上がった。





　　　　　






　時同じく。

　覇は都とエルメキアから海を隔へだてた荒野の外れで。

「……動きだした。竜りゆう帝ていカルラ、終しゆう焉えんの島に向かってる？」

　朝焼けを背にした白髪の少女が、誰だれにともなくそう呟つぶやいた。

　辛つらさと切なさと苦しさの混こん色しよく。

　言葉にできないもどかしさを滲にじませた声こわ音ねで。

「ディスカント、覇都の施設破壊は任せたわ。わたしは終焉の島でイシスと合流する。今度こそ終わりにしましょう」

　そして歩きだす。

　荒野の地平線から昇る陽に、背を向けたまま。

「あ、あれれ？　ミスティちゃん？」

「おいミスティ!?　お、おいってば！」

　その後ろ姿を見て駆け寄ったのは大妖よう精せいと獣人の少女たちだった。

　大妖精シルクと獣人リン。どちらも人間以外の種族ではあるが、歴れつきとした旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』のメンバーだ。

「団長ー、団長ってばー。ミスティちゃんがーっ」

「あぁ？　おいおい、どうしたんだよ。こんな朝陽も昇りきらねぇうちから」

　瞼まぶたをこすりながらテントから現れたのは、壮年の男剣士だった。

　団長ダン──浅黒く日焼けした肌に筋肉質な体たい躯く。年齢は四十近い。既に二十年近くも世界各地を冒険してきた熟練の剣士である。

「どうしたよミスティ？　そんな辛しん気きくさい表か情おして。身体からだの具合でも悪いか？」

「…………」

「違うか？　ほら、遠慮せず言ってみろ。俺ら家族フアミリーに隠し事なんて要いらねぇよ。相談なら何でも聞いてやるっていつも言ってんだろ」

「……団長」

　泣きそうな表情で。

「……シルクさん、リンさん。ありがとうございました」

　ミスティと呼ばれた少女が振り返る。

「お別わかれの時間です」

「ん？　なに言ってんだミスティ」

「かけがえのない一瞬……わたしが存在した時間の中ではとても僅わずかな一瞬だったけれど、皆さんと過ごした一時は……わたしが唯一楽しいと思えた一時でした。自分の使命も忘れられたのなんてコレが最初で最後」

「お、おいミス────…………」

　喉のどが嗄かれて言葉の続きが紡つむげない。

　目の前の「彼女」を見た衝撃は、旅団パーテイの仲間たちにとってはあまりに大きすぎた。

　──光に透ける霊的存在。












　身に纏まとっていたワンピースは光り輝かがやく天衣へ。背後には奇妙な金属環リングが出現し、さらに彼女自身の身体からだが、そこに存在しないかのように半透明になっていく。

　人間ではない。

　獣人リンとも妖よう精せいシルクとも、この世界で見てきたあらゆる存在とも違う。異質にして圧倒的に神こう々ごうしい存在だった。

『……わたしの使命があるから……』

　泣きそうになりながら紡つむがれた精霊の言葉。

『幸せでした……ありがとう…………ごめんなさい……！』

　もはやその声は旅団パーテイの仲間たちに届かない。

　光り輝く姿へと移り変わった少女は宙へと浮かび────直後、夜明けの空のなかへと溶けるように消失した。

　ミスティという少女が消えたその後に。

　旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』の仲間たちは、ただ呆ぼう然ぜんと荒野に立ちつくしていた。






　　　　Record.2　終焉の島
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　かぎりなく澄すんだ緑玉色エメラルド。

　白い泡を乗せてたゆたう波と、その波間に映る色鮮やかな魚の群れ。陽よう光こうを煌きらびやかに反射する大海原の上空には、深く深く凝ぎよう縮しゆくされた色味の蒼あおが水平線の先まで広がる光景があった。

　無限の蒼そう穹きゆう。

　仰あおげば意識ごと空へと吸い上げられそうになる。そんな畏い敬けいの念さえ浮かぶほど深い上空に、漂ただようのは白の積乱雲だった。

　空が色を失ったかのような、無彩色の白。それが──

『雲海を直進します』

　何の前触れもなく破は裂れつした。

　竜りゆう帝ていカルラの羽ばたきによる轟ごう風ふうを受け、雲が一瞬にして千ち々ぢに霧む散さんしたのだ。

「うわっ!?」

『大丈夫でしたか？』

「……めちゃくちゃ凍えた。雲の中ってこんなに冷たいんだな」

　霊王竜の両手に掴つかまった宙づりの状態で、レンは肩をふるわせた。

「あのさカルラ、もう何度目のお願いかわかんないけど、何か無む茶ちやする時はその前に教えてもらえると嬉うれしかったり……」

『わかりました。では次、今度は雨雲の中を渡ります』

「え。雨雲って？」

『大雨に打たれて全身びしょ濡ぬれになるでしょうね。はい、先に言いましたから』

「ちょっと待てぇぇぇぇっっっっっ!?」

　一直線に暗雲へと飛びこむ竜りゆう帝ていカルラ。

　と同時に、レンの顔に向かって猛烈な水飛沫しぶきが飛びこんできた。

「おー、雨だ。これはどしゃ降りだねぇ」

「あら大変、服が濡れてしまいますわ」

「だが冷たくて気持ちいいな。冷たい風呂と考えると悪くない」

　気楽な様子でくつろぐエリーゼ、フィア、キリシェたち。

　息も詰まる急降下と急上昇をくり返す霊王竜の背中に座って、この凄すさまじい豪ごう雨うを受けながらも平然とした顔で。

「あら、もう雨雲を抜けてしまいましたか。残念ですわ」

　濡れた前髪を手て櫛ぐしで梳とかしながら、フィア。

「レン、ところで具合はどうですか？　先ほどから悲鳴を上げていましたが」

「……生きた心地がしなかったよ」

　服ごと雨に濡れた身体からだが、風にあたって一気に体温を奪われた。

　カルラが一瞬で雨雲を突破してくれたから助かったが、そうでなければいま以上に凍えて体力まで根こそぎ消しよう耗もうしていたかもしれない。

「それでさ、もうだいぶ飛んでる気がするんだけど」

　何時間この竜に掴まって海を飛び続けたことだろう。大小様々な島を眼下に見かけているが、どれも目的地である終しゆう焉えんの島ではないらしい。

「なあカルラ、あとどれくらいなんだ？」

『もうすぐですよ』

「一時間くらい前にも同じ返事を聞いたし……ところでさっきから気になってたんだけど、お前わざと雲海に飛びこんだり、急降下やら急上昇やってない？」

『急降下と急上昇は気流の関係でやむなくです。空を飛ぶ鳥も、よく観察すればしきりに高度を調整してますよ。空を飛ぶものの宿命です』

「そ、そっか」

『雨雲に飛びこんだのは、八割くらい意図的ですが』

「ちょっと待て!?」

『あなたの心づもりの為ですよ、レン』

　自レ分ンを両手で覆おおうように掴つかんでいる竜りゆう帝ていが、その巨大な顔をわずかに伏ふせた。

　こちらを見下ろすように──

『今から向かう地に張り巡らされた結界を越えるためのね。それと比べるなら雷雲の中を進むことがどれほど容易たやすいことか』

「……そんなになのか？」

『見えてきました』

　竜帝のその一言が耳に届いたと時同じくして。




　世界の色が、遷うつった。




　鮮やかな緑玉色エメラルドだった海は、まるで嵐あらしの海のような黒に。

　深い蒼あおだった蒼そう天てんもまた灰色混じりの曇どん天てんへ。

　そして何より。

「……これが結界かっ!?」

　黒の雷撃。

　何千にもおよぶであろう漆しつ黒こくの稲いな妻づまが、遥はるか頭上、霊王竜カルラの飛ひ翔しようする高度よりも高い上天から降りそそぎ、荒れ狂う海面へと到達するや蛇のごとくのたうち回る。

　──ぞくっ。

　背中から冷たい汗が一気に噴ふきだした。

　触れてはいけない。

　立ち入るどころか近づくだけで死に至いたる。一目見た瞬間にそう理解できる代しろ物ものだ。

　……これが、エルラインが三種族に作らせた結界なのか。

　……沈黙機関さえここには近づけない。

「さすがに圧巻ですわね」

　降りそそぐ黒の雷撃を見上げるフィア。

「三種族の力が混こん沌とんとなり、もはや竜でも天使でも悪魔でもない別種の力となっています。まさしく世界録アンコールへと挑む者が越えねばならぬ審判ですね」

『そういうことです』

　頷うなずく竜帝。

『覚悟はできましたか』

「…………」

『その沈黙。表情から察するに否定の徴しるしでは無さそうですね』

「……まあね」

　額から流れ落ちる冷たい汗を感じながらも、レンはたった一言、そう応じた。

　覚悟なんて。

　そんなの今に始まったことじゃない。




〝世界を焼きつくす業ごう火か。お前に真の法ほう術じゆつというものを教えてやろう〟

〝竜帝わたしに一いつ矢し報いる？　傲おごるな、人間が！〟

〝我が暴虐ちからをもって貴様らに訊たずねよう。人間の強さ。オレを失望させてくれるなよ？〟

〝竜と悪魔と天使と、精霊をも引き連れて。お前は何ど処こへ行こうというのだ〟

〝我が名はディスカント。傷なき獣にして嵐あらしを告つげる者。さあ人間よ、剣を取るがいい〟




　決意なしに戦えるような、そんな緩ゆるい決戦は一つも無かった。

　だから。

「飛んでくれ。三百年前、あの英勇エルラインが立っていた地まで」

『泣いても引き返しませんからね』

　霊王竜が翼つばさを大きく打ち下ろす。急加速。暴風と風鳴りとを従えて、空から襲おそってくる黒の雷撃群へと飛びこんだ。

　轟ごうッ──

　徊かい獣じゆうの雄お叫たけびにも似た破は裂れつ音がこだまし、大気を打ち振るわせる。

　黒の雷撃が直撃した音だとレンが理解したのは、裁さばきの光がもたらす高熱と衝撃とに、意識が飛んだ後だった。

「ぐっ!?」

　意識を根元から刈り取る目眩めまいと激痛。

　全力でカルラの腕に掴つかまっていたはずなのに、意識とは無関係に身体からだの自由を奪われて海面へと転落しかけた。

「……法ほう印いんは!?」

『三つとも正常に発動しています。でなければ私もあなたも黒こげでした』

　黒の雷撃が迸ほとばしる虚こ空くうを飛ひ翔しようし続けるカルラ。その額から首筋にかけて細い煙が立ち上り、極光オーロラ色に輝かがやく鱗うろこがうっすらと黒く焼けこげている。

　複雑奇怪な軌き道どうでもって暴あばれ回る漆しつ黒こくの雷。それをカルラは避よけようともせず、全身に受けながらひたすらに真まっ直すぐ飛翔を続けていた。

　──のたうち回る雷撃の隙すき間まは、竜が通るには狭すぎる。

　目の前の雷撃を避けたところで回避先に降る雷撃を浴びるだけ。ならば全身を灼やかれようとも、一秒でも早く結界を突破する。それがカルラの決断なのだろう。

『…………ッ』

　わずかに霊王竜が身じろいだ。

「カルラ!?」

『……こう見えて痛みには敏感なんです。繊せん細さいなので』

　返ってきたのは掠かすれ声。痛みに堪たえながら──人間で言うならば激痛に奥歯を噛かみしめての状態だろうか。

「本当に大丈夫なのかよ。相当に苦しそうだけど」

『あなたと同じです』

「同じ？」

『覚悟はできているということです。あなたを終しゆう焉えんの島に送り届ける役に進みでた時から』

　黒の雷撃を翼つばさに受けながら、カルラ。

　あえて翼を大きく羽ばたかせることで、この竜りゆう帝ていは、背に乗せたキリシェたちに降りそそぐ黒の雷撃を自らが受けとめていた。

『終焉の島に着くまで、キリシェ姉様に余計な力を使わせるわけにはいきませんから』

「頼む」

　言葉少なく、キリシェが首しゆ肯こう。

　カルラの決意を理解しているからこそ、キリシェもじっと黙って竜帝の背に掴つかまっているのだろう。それはフィアもエリーゼも同様だ。

　激しく波打つ海面。

　帆はん船せんさえも呑のみこむであろう巨大な波が吹き上がり、カルラの巨体がそのすぐ横をすり抜けるように滑かつ空くうしていく。

「……なんて波飛沫しぶきだよ」

　真横から叩たたきつけるように降ってくる水飛沫を一瞬浴びただけで、海に飛びこんだように全身が海水でびしょ濡ぬれになった。

　ぞっ、と骨の髄ずいまで浸しん透とうしていく海水の冷気。全身が寒気に震えだすのが止まらない。まるで呪じゆ術じゆつでも浴びて身体からだの自由が奪われたような感覚だ。

　凍え死ぬ？

　そんな悪寒さえ頭をかすめた矢先、カルラの巨体が高度を下げた。

『────結界を抜けます』

「え？」

『私よりも正面に注目なさい』

　光が差した。

　視界を覆おおいつくしていた黒の雷撃が逃げるように後方へと引き下がり、渦巻く黒の海流は再び穏おだやかな緑玉色エメラルドへ。

　深い蒼そう穹きゆうに彩いろどられた水平線の先に、瑞みず々みずしい緑に包まれた島があった。

「……ここが」

『そう。三百年前、剣帝エルラインとキリシェ姉様たちが戦った終しゆう焉えん戦争の舞台です』

　ゆっくりと砂浜に降りたつ竜りゆう帝ていカルラ。

　レン。そして竜の背中からもキリシェ、フィア、エリーゼが次々と飛び降りる。

「苦労をかけたな」

『いえ。姉様にそう労ねぎらってほしくてこの役を買って出たようなものですから』

　足下のキリシェを見つめたまま空へと舞い上がる竜帝。

「カルラは……えっと、もう戻るんだっけ」

『私には渓けい谷こくを守る義務がありますから。ここに来る前にも少し話しましたが、三法ほう印いんの力で結界が弱まっている間に戻らないと、私一人では戻れなくなります』

「だから急ぐのか」

『そういうことです。帰りはキリシェ姉様の背に乗ってください』

　カルラが再び黒の雷撃群へと身を投じる。三法印によって結界が弱まらなければ、竜帝すらもこの雷撃を通過する術すべがないということなのだろう。

「じゃあ、いよいよってわけか」

　竜の巨体が黒の嵐あらしへと消えていく姿を見守って、レンは島の陸地へと振り返った。

　いま自分が立っている地に、三百年前、あの英えい勇ゆうも立っていた。そう考えるだけで言葉には表せない緊張と身震いがわき起こる。

「ついにここまで来たな」

「ええ。この浜辺も陸の様子も変わっていないようですわ」

「懐なつかしいねぇ。あんまり良い思い出のない場所だけど」

　すぐ後ろでは、砂浜から自分と同じように島の陸地を見やる三さん大だい姫ひたち。

「それでレン、どうだ島の印象は？」

　つん、と背中を指で突いてきたのはキリシェだった。

「じっと見入っているようだが」

「……ああ。やっぱり、俺の知ってる普通の島とは違うんだなってさ」

　浜辺こそオルペリアの浜と同じ白砂だが、陸地の光景はまるで別物。

　まず植生──砂浜の先に生い茂しげっている草はナイフのように鋭するどく、そびえる樹じゆ木もくには葉がなく、枝の先にあるのは茸きのこのような形状の傘だ。

　どれも見たことのない植物ばかり。

「冥めい界かいの植物も不気味だったけど、ここのも独特だな……」

「昔からそうだぞ」

　生い茂しげる樹林の方を指さすキリシェ。

「潮流と風向きが、ええと……何だっけ」

「この島を中心に渦を巻きながら外へ向かっているんですわ。おかげで外部の生物との行き来も古代から遮しや断だんされていると聞きました。私たちが訪れた時も独自の生態系が発達していましたから。それは変わってないようですね」

　砂浜を歩きだすフィア。

「さ、行きますよレン。ここから地道な宝探しです」

「……一苦労しそうだよ」

　世界録アンコールが隠されている可能性がもっとも高いとされる場所。

　その地に足を踏み入れたはいいものの、当時のエルラインがこの島のどこに世界録アンコールを隠したのか見当もつかない。島中を探し回るしかないのだ。

「実際、この島って相当広そうだし」

　カルラに掴つかまって海上から眺めた時にも、島の裏側は見通せなかった。

　視認できたのは島の縁にそって緑色の植物が生い茂り、島の中心部は荒野のように地肌が見えていたということだ。

「うーん。闇やみ雲くもに探しても仕方ないよねぇ。先に目星をつけておこっか」

　砂浜をスキップしながら進むエリーゼが足を止める。

「レン、どこが怪しいと思う？」

「えっ!?　そう言われても……俺がすぐ思い浮かぶのは、あの場所くらいだし」

　奇怪な植物たちが生い茂る林の先──

　そこに、陽よう光こうを受けて鈍にび色いろに輝かがやく螺ら旋せん状じようの物体がそびえ立っていた。

　この島で唯一と言ってもいいだろう人工物。一見すれば塔のようだが、それが何であるのかは遠目には断言できない。

「あー……そこかぁ。あの塔も昔からあるんだよね。誰だれが建てたか知らないけど」

「エリーゼは知ってるのか？」

「そりゃ当然。この島に来たら嫌でも目に入るし、三百年前にもちょっと調べたからね。でも宝も罠わなも何も無かったし、普通の遺跡じゃない？　ただ……」

　目を細めて塔を見上げる先代魔王。

「エルラインが、やけにあの場所を気にしてたっけ」

「……エルラインが？」

「理由を聞いても『何となく気になるんだよ』としか言わなかったがな。結局、あの時の理由はわからずじまいだ」

　言葉を継ついだのはキリシェだ。

　立ち止まっていたエリーゼの隣に追いついて、自らも螺旋状の塔を指さした。

「とはいえ世界録アンコールを探し始める場所としてはちょうどいい。わたしたちも他に候補が思いつかないし、あの塔の周辺から見ていこう」

　そして奇怪な植物たちの生い茂しげる樹林へ。

　幹や枝のいたるところから針のように細い棘いばらが飛びだした樹が並んでいるかと思えば、その隣には血のように真っ赤な樹液を垂たれ流す大樹。その樹液に群がっている昆虫も多種多様で、蛇のように細長い身体からだを持つ二首の蝶ちように、羽の生えたムカデたち。

　足下もそう。傘が風船のように膨ふくらんで菌きん糸しを噴ふきだす茸きのこが群生していたり、それを避よけた先には根も茎もない花びらだけの花が咲き誇っている。

「……三人とも早いって！」

「レン、そんなにキョロキョロ周りを見てる時間はないぞ。ついてこい」

　塔に向かって樹林を直進していくキリシェたち。

　進行方向にどれだけ奇怪な植物が立ちはだかっていてもお構いなしだ。

「そう言うけど……わっ、なにこの虫!?　背中に飛びついてきた!?」

「へーきへーき。冥めい界かいの虫と比べれば可愛かわいいもんだよ」

　レンの背中についた掌てのひらほどの昆虫をあっさりと素手で剥はがしてしまうエリーゼ。

「あ。こいつ噛かみついてくるやつだ」

「エリーゼっ！　今すぐ全力で向こうに放り投げてくれ！」

「あはは。レンってば、この類ての生き物にはまだ慣れない？　冥界で経験積んだのに？」

「用心深いと言ってくれよ……」

　冥界の時は、周りの植物も虫も魔獣も、すべてが危険だと一目でわかった。

　だがこの島は違う。

　どれが危険でどれが危険でないのか判別がつきにくいからこそ、一つ一つを見定めるのにも時間がかかってしまうのだ。

「冥界と違って、さすがに大きな獣はいないんだな」

「大海原に浮かぶ島ですからね。やはり昆虫と植物、それに鳥たちが主ですわ」

　指先に蝶ちよう々ちようを乗せながら先を行くフィア。

「独自の進化を遂とげた動物たちが棲すむ森や湖は三百年前にもありましたが、人間を襲おそうような獣というのは──」

「いない？」

「結構います」

「いるのかよ!?」

「そうは言っても警けい戒かい心が強い獣たちばかりですから、遭遇することは稀まれですわ。もう樹林を抜けますし」

　目の前に茂る枝を手でかき分ける大天使。

　強い日ひ射ざしが差しこむと共に視界が晴れる。その先には徒競走ができるほど広い草原、そして鈍にび色いろに輝かがやく大小様々な瓦が礫れきが散乱した遺跡があった。

「……街か何かの跡地か？」

　コツン、と靴先に触れる鈍色の瓦礫。

　光のあたる部分は銀色に近く、影の部分は灰色よりも暗い。塗装ではなく、この瓦礫を構成する物質の色なのだろう。

「変な感触だな。金属みたいな光沢をしてるのに冷たくないって……」

「ねー。何の素材で出来てるのか不思議でしょ？　っていうか、これが何の跡地なのかもわかってないんだよね」

　自分よりも巨大な瓦礫に跳び乗るエリーゼ。

「古い街の遺跡にしちゃあ小さい。かといって一軒家にしちゃこの草原は広すぎるしね。島に人間が住んでた様子もないし」

「この遺跡だけが残ってるってわけか」

「そそ。あとは塔」

　先代魔王が振り返る。

　散乱する瓦礫の中心に、ただ一つ完全な原形を留とどめている鈍色の塔。

「もしかしたら塔の周りを囲む壁か何かあったのかもね」

「ってことは、何かが原因で塔を守る壁だけが壊れたってわけか」

　螺ら旋せん状じように捻ねじれた鈍色の建造物。

　直径五メートルほど、高さは目測で二十メートル以上だろうか。一周してみても、内部に入るための扉らしきものは無い。

「入口も窓も見あたらないんだ……？」

「だから何も無いと言っただろう。塔のような形状だが、実際にはただの像のようなものかもしれない」

　塔の壁を蹴りつけるキリシェ。

「でもエルラインは塔コレを気にしてたんだろ」

「何かに似ていると言っていた。だが何に似てるのか自分でも思い出せないとな」

「これが？」

　レンも塔と呼びはしたが、間近で見たコレはむしろ鈍い銀色に輝く「棒」じみた雰囲気だ。建物よりは、もっと単純な物体なのかもしれない。

　……エルラインはこれを気にしてた。

　……いったい何に見覚えがあったっていうんだ？

「でも、これだけ遺跡っぽいとまだ何かありそうだけどな」

　草原を埋うめつくすように散乱している瓦礫。

　掌てのひらに収まるほどの小石サイズの破片があれば、エリーゼが跳び乗っているように人間がよじ登れるほど大きな瓦が礫れきもある。

「お？　なあフィア先輩、この綺き麗れいな丸っこい鏡みたいなのは？」

「それも三百年前から落ちている物ですわ。何かの祭具かとは思いますが、気になる法力も込められていませんし、特殊な仕掛けはないと思います」

　邪魔な瓦礫を蹴り飛ばしながら、フィア。それも彼女の背丈より巨大な瓦礫のはずだが、小石のように軽々と樹海の方へと飛んでいく。

「キリシェ、エリーゼ、そちらはどうですか？」

「瓦礫しかない」

「こっちもだよー。三百年前と変わってないし、怪しいものもなさそう」

　それぞれ遺跡の四方に散ったキリシェとエリーゼ。

「そうですか。では私は北側を。レンはもう少し西側の探索をお願いしますわ」

「塔の向こう側ね。了解っと」

　陽よう光こうを受けた塔の影がうすく延びた方角へ。

「……と言っても、世界録アンコールがどんな物なのかも正確にわかってないもんな」

　エルラインの手記と呼ばれた至し宝ほう。

　だがそれが、たとえば何百葉ページにおよぶ辞書のような物なのか、あるいは手て帳ちように書かれたような薄い冊子なのかも予想もつかない。

「んー。俺がエルラインなら雨に濡ぬれない工夫をするか？　ここだったら瓦礫をたくさん山積みにして、その下とか」

　鈍にび色いろの瓦礫がうずたかく積もった山を睨にらむ。

　その山を崩そうと手をかけて──

『コッチ、コッチ！』

　伸ばしかけた肘ひじのあたりの服を、ちょこんと摘つまむものがいた。

「……お、火の始原精霊サラマンダー？」

　いつの間に顕けん現げんしていたのか。自分の肩に舞い降りた火ひ蜥蜴とかげが、その四肢で服の生地を一生懸命引っ張っていたのだ。

『ムコウ！　ムコウ！』

　足下には、土の始原精霊ノームが正面を指さす姿。

　それはレンが注目していた瓦礫の山の裏側だった。

「ん？　そんな急いで引っ張らなくても……って。これは？」

　黒の石せき碑ひ。

　鈍色の瓦礫が無数に散乱するなか、一つだけそこに鎮ちん座ざするかたちで黒の巨岩が地面に埋うまっており、その表面がまるで黒こく曜よう石せきのように美しく磨きあげられている。

　そこに刻まれた未知の言語。

　その文字が、陽のあたらぬ日陰にもかかわらず朧おぼろ気げに発光していた。

　……覇は都とで見た気がする。

　……そうだ、碑文の三賢者たちの石せき碑ひとそっくりなんだ。

　あの時は石碑が、術式の発動体となる法具の役割を果たしていた。

　古代召喚術──そこに刻まれた無数の文字から淡い光が瞬またたいて、その文字に対応する音の波長を召喚していたのだ。

　時間と空間をも超越して。

　神性都市シィエラミリスの研究者たちの思念を、現代に送り込んでいた。

「こんな物まであったんだ。フィア先輩、この石碑ずっと光ってるけど、これも前に見た時は何の仕掛けもなかったんだよな？」

「あら石碑とは？」

「コイツだって。ほらこっちこっち」

　遠くで顔を覗のぞかせる大天使を手招き。

「精霊がこっちだって教えてくれたんだよ。ほら、この光ってる石碑」

「……あら。これは」

　塔の裏側へと回りこんだフィアが、黒の石碑を見るなり眉まゆ根ねを寄せた。

「私たちが終焉戦争を戦った時、こんな物はなかった気がします」

「え？」

「以前は見逃したのかしら。でも、この草原は隈くま無なく歩いて回った覚えが──」

　黒の石碑が輝かがやきだした。

　石碑を観察していたレンの指先が微かすかに石の表面に触れた瞬間の、まさに刹せつ那なの事象。ヴンッ、と耳みみ障ざわりな重低音が草原にこだまする。

「塔が光り出した!?」

「まわりの瓦が礫れきも一斉にだ。レン、何があった？」

　遥はるか後方から響くのはエリーゼ、そしてキリシェの声。

　石碑に呼応して光りだす鈍にび色いろの塔。草原に散乱した無数の瓦礫も、息を吹き返したかのように淡い光の粒を放出し始めた。

　何かが起きつつある。光り輝く塔の様子を見守って。

『無駄だ』

『あなたたちの足あ掻がきも、ここで終わりです』

　神秘の声。

　寒気と畏い怖ふとをともなう波長が響いたのは、その時だった。

『追いついたぞ』

『まさかこんな仕掛けが眠っていたなんて』




　降りそそぐ光──




「沈黙機関っ……!?」

　瞼まぶたを灼やく光の奔ほん流りゆうを見上げる。

　そこには二つの影があった。

『こうも早く悪魔法ほう印いんの代だい替たいを創りだしたか……。だが、法印をそろえた貴様らが結界を弱体化させた瞬間は、我らにとってもまた結界を抜ける好機』

『とはいえ危ういところでした。追いつくのがあと数秒遅れていれば間に合わなかった』

　交互に響く男女の声。聞き間違えるはずもない。冥めい界かいでの邂かい逅こうと衝突から、まだ一週間と経過していないのだから。

『霊獣デイスカントを退けたのは驚いた』

「イシスッ！」

　凛り々りしい面立ちをした亜あ麻ま色いろの髪の青年。

　一見すれば人間に酷こく似じした外見ながらも、その身に纏まとう天衣は眩まぶしいまでの光に覆おおわれ、均きん整せいの取れた肉体も光を透過する半透明であり、人間の身体組織とは次元を異ことにする霊的な存在感に満ちている。

　そして、もう一人。

　宙に浮かぶ少女の姿に、レンは呼吸さえ忘れて目を奪われていた。

『この姿を人間に見せるのは、あなたで二人目です』

　光の奔流に揺れるのは新雪さながらに白い髪。

　透ける肌もまた色素が抜け落ちたように白く、小柄な肢体は華きや奢しやと呼ぶのも憚はばかられるほどにか細い。

　真っ青な瞳ひとみに哀あい愁しゆうを湛たたえた彼女を、レンは知っていた。

「まさかミスティ……!?」

『必然なのでしょうね。偽英勇あなたと沈黙機関わたしが、ここで相対するということは』

　陰を含んだ表情でこちらを見下ろす少女。

　冥界で出会った旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』の団長ダンに同行していた彼女とは、その外見も雰囲気もまるで別。

『どうしました？　何をそんな深刻な表情でわたしを見上げているのです？』

　イシス同様に天衣をまとう少女。

　さらに彼女は自分の周囲に、虹にじ色いろに光り輝かがやく奇怪な金属環リングをいくつも従えていた。宙に浮かぶソレが自らの装飾具アクセサリであると言わんばかりに。

「団長はどうした」

『わたしが地上に送りました。あの人は関係がありませんので』

「だとしたら、お前の正体はやっぱり団長も知らなかったんだな」

『…………』

　自分を見下ろしたまま口をつぐむ沈黙機関。

『それはあなたに関係がない。そうだとして────』

『喋しやべりすぎだミスティ』

　水平に持ち上げられたイシスの腕が、ミスティの口上を遮った。

『予定に狂いはない。ここで、この連中を排除する』

『……わかっています』

『冥めい界かいでの因縁の続きか。私はそこの三人を相手する。竜法ほう印いんは竜りゆう姫ひめキリシェが所有しているようだからな』

　竜姫キリシエ、大天使フイア、先代魔王エリーゼを宙から見下ろす沈黙機関イシス。伝説の三さん大だい姫ひを前にしても、一切臆おくした様子はない。

『ミスティ。お前はそこの人間だ。速すみやかに女神法印を奪取しろ』

『……レン』

　思えば、それが初めてだった。

　冥界で出会ったミスティという少女が、自分の名を呼んだことは。

『法印を渡してもらいます』

「法印？　どういうことだ」

　彼女が口にした単語を前に、小さな違和感が脳のう裏りを掠かすめていった。

「三種族の法印は、島の結界を通過するためのものだろ。お前たちが島にいる以上、もう必要ないはずだ。違うか？」

　島の外に出るためには必要になるかもしれない。

　だが法印の奪取は二の次だろう。なぜならこの島には世界録アンコールがエルラインによって隠されているかもしれないのだ。なぜ法印にこうも執しゆう着ちやくする？

「まだ何か理由があるのか。法印を狙ねらう特別なワケが」

『答えると思いますか。あなたの意思など、わたしには意味がないというのに』

　白髪の少女が、ゆっくりと地上へと降下する。

『わたしはあなたに容よう赦しやしない。わたしは、わたしの使命を果たすのみ。法印を手に入れるためなら、どこまでも残酷な存在になりましょう』

　冷たい眼がん光こう。

　遥はるか天上から注がれるまなざしは、一切の慈悲なき終しゆう焉えん戦争の災厄そのものだった。

『ここが、あなたの旅の終わりです』






　　　　Interval　夜明け前






　──時は、夜明け前に遡さかのぼる。




　覇は都とエルメキア。

　それは世界五大陸の一つオルヴィア大陸に位置する、世界最大の軍事都市だ。

　都市一つが分厚く強固な市壁に覆おおわれており、その壁がさらに幾いく重えもの防御法ほう術じゆつで強化されている。人間の力では破壊不可能。たとえ竜種が強襲したとしても壁を砕くのは容易ではないだろう。

　また市街地は、千におよぶ特務騎士によって完璧な治安が維持されている。

「要するに、忍びこむ側からするとホント苦労する都市ってことよね」

　黒の帳とばりが降りた都市。

　街の灯あかりもまばらな夜ふけに、響くのは快かい活かつな少女の声だった。

「おかげでこんな真夜中に侵入……夜更かしは美容と健全な心身の大敵なのに。ねえシオン、付き合わされるあたしにもたまには気を遣ってみない？」

「おかげで助かってるよ」

「……だからお礼じゃなくて」

「夏蕾カレイの隠いん蔽ぺい法術なしじゃ誰だれも覇都に侵入できないからね。ようやく凱がい旋せん門もんを突破できたけど、まだまだ先も長そうだし」

「あたしの話聞いてないでしょ!?」

　静せい寂じやくを破って声を上げたのは黒髪の少女だった。

　肩が剥むきだしの紅白のローブを纏まとい、小柄ながらも勝ち気な面立ちが愛らしい。

　──結界士エンチヤンター・夏蕾。

　わずか十五歳にして結界士エンチヤンターの最高位『大だい巫み女こ』へと上りつめ、世界にその名を知らしめた天才少女だ。百を超える旅団パーテイから勧誘を受けながら、それをことごとく一いつ蹴しゆうした逸話エピソードは現代の伝説の一つにも数えられている。

「もうっ、残業代を請求したくなるわ。娯楽都市イースのイチゴ大福三つじゃとても足りないっていうのよ」

　薄暗闇の敷地を歩きつつ、夏蕾が不満げに頬ほおを膨ふくらませる。

「シオンってば聞いてる？」

「ところでガブリエ。さっき話してた騎士王ゼルブライトの行き先の件だけど、僕が思うに──」

「あたしの話を聞けぇぇぇぇぇぇっっっっ！」

「ん。どうしたの夏蕾？」

　声を荒らげる少女に、前を行く金髪の剣士が振り返った。

　剣聖シオン──無邪気な笑えみを湛たたえた眼まな差ざしと、どこか中性的な雰囲気を帯びた端整な相そう貌ぼうの若き剣士だ。

　現代唯一の『剣聖』にして、夏蕾カレイを旅団パーテイ「精霊の調べ」に招いた人物でもある。

「何か新しい事でも思いついたかい？」

「……ええ。あたしの貴重な睡眠時間と健全な心身を犠牲にしてね。ついでに約束のイチゴ大福三つに加えて、新たにミカン大福五つを請求するわ」

　げっそりと諦あきらめきった口調で応じる黒髪の少女。

「シオン、あたしたち昨日の夜に覇は都とに入ったわよね」

「うん」

「それで、もう目の前に目的地が迫ってるわよね」

　進行方向を夏蕾が指さしてみせる。灰色の雲が浮かぶ夜空を背景に、厳おごそかに存在する巨大建造物の影がそこにはあった。

　古代城イスタルシル支城。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの拠きよ点てんとして覇都の住民から親しまれ、入団試験の時期には毎年、世界中の剣士たちが城を目指してやってくるという。

　──が、その表向きの印象は既に失われたと言っていいだろう。

　虚構精霊エイドスという不気味な失われた技術オーパーツの製造と、それを利用した聖地カナン襲しゆう撃げきの件が明るみに出て以来、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの噂うわさは良からぬものしか流れていない。

「あたしらは知ってたけどさ、アイツらの裏の一面がようやく世界中に露ろ呈ていしたわけで、旅団パーテイとしての栄誉は地に落ちたわけじゃん」

「そうだろうね」

　市街地からの灯あかりに照らされる剣聖シオン。

「でも──」

「何一つ変わりはしないだろうな」

　夏蕾が言い終えるのを待たず、長身の法術士アリアがその言葉の続きを継ついだ。

「世界最大・最強の騎き士し集団という名誉こそ失った。……が、それで彼らの力や影響力、何より今まで蓄ちく積せきしていた失われた技術オーパーツが消えたわけではない」

　知的で老ろう練れんな響きを宿した声こわ音ねで続けたのは、ガブリエ。

　この男もまた法術士アリアの最高位『求ぐ道どう者しや』の階級を授与された世界的術者だ。

　天使や悪魔の法ほう術じゆつにも匹敵する新法術オリジナルを幾つも見いだし、その名と功績は世界中に知れわたっている。

「何より大きいのは騎き士し王おうゼルブライトの失脚……いや、自ら興味を失って覇都を去ったと考えるべきなのだろうがな」

　監視塔の光に、片眼鏡モノクルを鈍にび色いろに輝かがやかせながら。

「すべての失われた技術オーパーツを『不純物』と言いきっていたのがゼルブライトだ。碑文の三賢者の扇せん動どうによる虚構精霊エイドスの開発に対し、あの男の存在そのものがソレを止める制御機能ブレーキになっていた。だからこそ今の王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクがどうなっているのかというと、これはもう考えるまでもないな」

「名誉は失っちゃったけど自分たちは前より好き勝手できるから構わないよー、ってね。でしょシオン？」

「うん。まあ……だからこそ尻尾しつぽを掴つかみやすい時機かなってさ」

　先頭を歩きながらシオンは首しゆ肯こうした。

　騎き士し王おうゼルブライトが去った今、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは早々に虚構精霊エイドスの開発を再開するだろう。虚構精霊エイドスの研究資料も城のどこかにあるはずなのだ。

「虚構精霊エイドスの正体は、ここを調査するしか方法が無いだろうからね」

「エリエスは何て言ったのよ？」

「僕の話に同意してくれた雰囲気だったよ。この世界には、わかっているだけでも精霊によく似たものが三種類いるって仮説」




　精霊──人間が一般的に「精霊」と認識し、聖地カナンで崇すう拝はいしている存在。

　虚構精霊エイドス──正体不明の失われた技術オーパーツ。終しゆう焉えん戦争の災厄に対抗する道具として造られた。

　終焉戦争の災厄──英えい勇ゆうエルラインが終焉戦争で戦った相手。




　この中で唯一、すぐにでも正体が掴めそうなものが虚構精霊エイドスだろう。

　なにしろ人間による製造物だ。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの研究資料さえ手に入れば、その正体はもちろん、そこから派生して精霊や終焉戦争の災厄についても何らかの手がかりを得られるかもしれない。

「……で。こっからがあたしの気になった点なんだけどね」

　背後へと振り返る夏蕾カレイ。

　ぼんやりと届く市街地の灯あかりに照らされる凱がい旋せん門もんと、そしてそこから続く城の敷地を入念に見わたして。

「静かすぎるのよ」

　イスタルシル城の城壁内部は、天使の隠いん蔽ぺい術式さえ無効化する失われた術式エイシエントが張り巡らされている。そしてその警けい戒かいを突破するためだけに編み出された手段が、いま夏蕾が展開している術式だ。

　自分たちの姿や足音を隠す隠蔽術式の上に、さらに別の「隠蔽術式そのものを覆おおい隠す隠蔽術式」を重ねることで覇は都と内部の探索を可能にしている。

　だが。

「嫌な感じよね。肝心のアイツらの姿が、市街地どころかこの敷地の中でも見あたらないっていうのはどういうことかしら」

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが見あたらない。

　市街地や城壁の周囲には、覇は都との防衛を司つかさどる特務騎士たちが常駐していた。

　彼らの監視の目は夏蕾カレイの術式ですり抜けたものの、特務騎士たちを統率する黒衣の騎き士しの姿をまだ一人として見かけていないのだ。

「まさかバレてないわよね。あたしの術式……？」

「珍しく弱気だな」

　軽い口調で相づちを打つガブリエ。そんな彼を横目に、小柄な少女が普段の毅き然ぜんとした様子で肩をすくめてみせた。

「驕おごらない主義なの。前はうまく侵入できたけど、それが今回も通用するとは限らないでしょ。相手が相手なんだから」

　遙かなる古代において未み曾ぞ有うの繁栄を遂とげた神性都市シィエラミリス──

　あらゆる失われた術式エイシエントと。

　あらゆる失われた技術オーパーツとが、そこで生まれたという。

　その知識を有する碑文の三賢者が与くみする世界最大の旅団パーテイが相手なのだ。これが罠わなである可能性を危き惧ぐする夏蕾の言葉はもっともだろう。

　そんな二人の会話を耳にして。

「夏蕾、自分の術式が探知されたような気配はあった？」

「無いわ」

「じゃあ問題ない。見つかってないよ、半分は僕の勘かんだけど」

　臆おくせず進む。

　それがシオンの下した結論だった。

「夏蕾を信じて進もうか」

「……そんなこと言っちゃって。根拠は何なのよ？」

「俺たちをおびき寄せるならこの敷地までだ。城の中まで招くのは奴やつらにとっても危険リスクを伴う行為だからな」

　そう言ったガブリエが先陣を切って歩きだす。

「この城には、奴らが隠し通そうとしている虚構精霊エイドスの研究資料が残っているはず。城の中で俺たちが暴あばれて研究施設が損傷したり、資料を持ち逃げされることは奴らにとっても痛手だろうからな」

「ふーん？　ま、あたしらが不利な場所って言ったら城の中じゃなくて敷地だってあんま大差ないもんね」

「そういうことだ。奴やつらが俺たちの侵入を察知しているならこの敷地で包囲しているはず。それがない時点で、今この状況に臆おくす必要がないと判断できる。つまり俺たちの侵入が見つかっているわけではない」

　ただし──

　数拍の間を隔へだて、片眼鏡モノクルの法術士アリアは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「なぜ王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが見あたらないのか。その理由は気になるな」

　今この状況は、罠わなではないが何かがおかしい。

　黒衣の騎き士したちはなぜ姿を見せないのか。どこに潜ひそんでいるというのか。

「……っていうガブリエの話でいいかしら？」

「うん。まあそうなるね」

　侵入者対策である監視塔の灯ひを避け、暗がりを縫ぬうように歩を進めるシオン。

　自分たちの姿が隠いん蔽ぺい術式によって隠されていようとも油断できない。その心境が、剣聖の歩みからも明確に伝わってくる。

　夏蕾カレイの隠蔽術式は、天使たちのソレをも凌りよう駕がすると信じて疑うたがわない。

　だが相手も全容の知れぬ一大組織なのだ。

「この先だね」

　本城と支城とで構成される古代城イスタルシル。

　五ご芒ぼう星せいの形をした本城に対し、その周囲に建設されたドーナツ型の建物がイスタルシル支城であり、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの拠きよ点てんとなっている。

　芝生に覆おおわれた庭園を進んでいく。そのすぐ先には、巨大な灰色の城じよう塞さいが行く手を遮るかのようにそびえ立っていった。

　城じよう郭かくに続く石造りの扉へ。

「ふーん。流石さすがね、もう完璧に直ってるんだ？」

　触れる指先。

　閉じられた扉を指先で突いて、夏蕾が不敵なまなざしで口笛を吹いてみせた。




〝あ、法ほう術じゆつで閉じられてる。まあ別にいいけどね、アタシが解除──〟

〝壊せばいい〟




　この扉は、かつてエリエスが城に侵入した際、同行していた竜りゆう姫ひめキリシェが木こっ端ぱ微み塵じんに砕いたものだ。しかし修復不能と言えるほどに跡形もなく砕けちっていたはずの扉が、既に傷一つなく補修されている。

　いや、再生した？

　まるで扉を構成する素材そのものが扉の形状を記憶し、再び結合したかのように。

「はてさて、どんな手品を使ったのかしら」

「夏蕾カレイ。この扉は開けられる？」

　背後から尋ねるシオンに、結界士エンチヤンターの少女はたった一言。

「もう開けたわ」

　触れていた指先を離す。

　と同時に、分厚い金属扉が軋きしんだ音を立てて通路側へと開いていく。

「仕掛けられていた術式は二つよ。一つは扉を塞ふさぐ結界術式で、もう一つが、その術式が壊された場合に反応する罠わな系統の術式。どっちも楽勝。ただ……何か変な感触だったのが気がかりだけど」

　扉に触れていた自分の指先を見つめる夏蕾。

「どっちの結界も弄いじられてた」

「というと？」

「あたしたちより先に結界を通過した奴がいるってこと」

　黒髪の少女が扉の先を睨にらみつける。

　夜の城内は、絢けん爛らんなシャンデリアの輝かがやきに彩いろどられていた。ほのかな青みを帯びた大理石の壁に、床に敷かれた心安らぐ象牙色アイボリーの絨じゆう毯たんは一点の汚れもない。数週間前に地盤が崩ほう壊かいし、なかば崩れかけた城の内装とは思えないほどに美しい。

　ただ一つ、この不気味な静せい寂じやくだけが気がかりではあるが……

「シオン？」

「進もう。ただ、やっぱり何かあったのは間違いなさそうだ」

　飄ひよう々ひようとした表情のまま頷うなずき、絨毯の上を歩いていく剣聖。

　無人の十字路をいくつも曲がり、広大な支城を奥へ奥へと進んでいく。その足取りにはわずかな迷いさえ見られない。

　だが。

「これは意外だったね……」

　シオンの足が前触れ無く止まった。

　──床に空いた巨大な陥没孔クレーター。

　敷かれていた絨毯は床もろとも消失し、横壁にも大小無数の亀き裂れつが走り、その痛々しい痕こん跡せきは天井まで届いている。

「竜りゆう姫ひめキリシェが破壊した跡だな。最初にエリエスが、それを追って俺と夏蕾がこの穴を通って地下フロアに潜もぐった時のままだ」

　大穴の下に覗のぞく空洞を見下ろすガブリエ。

「まさか、よりによってこの場所の修復が漏れているとはな。地下フロアへの隠し通路を辿たどる手間が省けたか」

「あたしにしたら、コレを隠そうとしない王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの気が知れないわ。確かにこの大穴は直すの大変だろうけど、せめて何かを詰めて穴を埋うめるとかしなさいっての。部外者に見られたらどう弁解するつもりなのかしら」

「誰だれにも目撃させないっていう自信の表れだろうね」

　空洞の奥に灯ともる人工的な灯あかりを見つめ、シオンは小さく苦笑した。

　わずかに身を屈かがめ、そして跳ちよう躍やく。すり鉢状の陥没孔クレーターに身を投じ、眼下に映る地下フロアまで一直線に滑すべりおちる。

　その先にあった光景は──

「なるほど、まだ後片付けに手間取ってたわけね。床の大穴を塞ふさぐより先にこっちの修復の方が大おお事ごとっちゃ大おお事ごとかしら」

　ぴちゃ、と足下で跳ねる水滴。

　腕組みする夏蕾カレイの前には、瓦が礫れきと土砂がうずたかく積もっていた。

　城の地下にあった研究施設が土台から崩ほう壊かいした時のものだろう。フロアの奥は今も土で塞がれていて通ることさえできず、足下には実験槽ビーカーのガラス片が散乱し、その内部に溜たまっていた溶液が水たまりをそこかしこに形成している。

「好都合だな」

　いまだ崩壊時の様相を残した地下フロアを一いち瞥べつするガブリエ。

「薬剤の格納庫、それに資料棚もすべて土砂の中に埋もれたままだ。俺たちが求めている虚構精霊エイドスの研究資料も、城が崩壊した直後のまま残っているはず」

「そうは言うけど、ここから資料を見つけるのはあたしたちだって一苦労よ」

　こちらは腰に手をあてて重苦しい息をつく夏蕾。

「本当に宝探しみたいに地面を掘らないと……って、シオンどうしたの？　そんな腕組みして考え込んじゃって」

「さっき夏蕾が言った疑問が今さら気になってね」

　簡易な小型照明がいくつも取りつけられた地下施設を入念に見回し、シオンがその双そう眸ぼうをわずかに窄すぼめた。

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの姿がここにもない。この地下フロアが彼らと碑文の三賢者にとって重要な研究拠きよ点てんであったことを考えると、ここに彼らの姿がないなら、もうこれは城のどこかに隠れている可能性は低いんじゃないかってね。覇は都との外に出ている可能性を考えた方がいい」

「？　なら、あたしたちには願ってもない好都合じゃない。資料を掘り出すのに時間かかりそうだけど、その間に邪魔される心配がないってことでしょ」

「僕らにとっては、ね……」

　口元に自分の拳こぶしをあてて、その場でじっと立ちつくす剣聖。

「夏蕾カレイだったら、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクはどこに向かったと思う？」

「奴やつらの行き先？　何よ、謎なぞかけ？」

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクがこの研究拠点の修復さえ放置するほど重要な目的地があるとすれば……」

　自分たちの切り札でもある虚構精霊エイドスの研究よりも優先するもの。

　そんなものがあるとすれば──

　それは、あらゆる旅団パーテイが追い求める栄光。

「まさか世界録アンコール!?」

「終しゆう焉えんの島とやらか。だが法ほう印いんは『再来の騎き士し』が集めているはずでは？　あの地の結界は夏蕾さえ突破できない難度だったはずだが」

「どうだろうね」

　苦々しい笑えみを浮かべ、シオンは顔を上げた。

「ただ、僕らもここで悠長に時間を費ついやすわけにもいかなくなったのは間違いない。そしてソレは────」

　振り返る剣聖。

　背中側の腰に差した二本の精霊剣を引き抜くや、それを交こう叉ささせる形で構える。

「向こうにとっても同じ状況かな」

『──────』

　光が、生まれた。

　太陽の日ひ射ざしさえ届かない地下でありながら、その輝かがやきは見る者すべての瞼まぶたを灼やくほどに強く、神こう々ごうしく、そして威圧的だった。

「こいつ!?　まさか、あたしたちより先に結界を通過した気配ってのは……」

「なるほどな。これが沈黙機関、確かに精霊の輝きによく似ている」

　現れた存在を見上げる夏蕾とガブリエ。

「シオン、ようやく我々の前にも現れたようだ」

「そうだね。ただ、そうか。なにも人型とは限らないわけだ」

　シオンの言葉に応じるがごとく、光の奔ほん流りゆうから現れる巨大な獣の影。

　霊的な美しさと威光とを併せもつ獣。

　その獣を一言で喩たとえるならば「天から墜おちた竜」だろう。

　逞たくましい六本の足で大地を這はい進む四眼の竜。全長は三頭の冥獣ケルベロスにも引けを取らないが、それに比して体高は低く、獅し子しに似た頭部が地面に接するほどだ。

『──────』

　空気を震わせることなく伝わる咆ほう吼こう。

　だが何と言っているのかまではわからない。

「シオン、この獣の言葉は解読可能か？」

「難しいね。古代詠唱士エイシエンターならともかく、精霊の言葉を聞くことのできない身だと、せいぜい『何か喋しやべってる』くらいしか伝わってこない」

　精霊との共鳴には個人差がある。

　聖女エリエスのように、世界中で囁ささやかれる精霊の声を理解できる者。

　偽英勇レンのように、自分に近い精霊の声限定で言葉を理解できる者。

　そしてシオンは精霊の声を理解する力のかわりに、接した精霊の感情を「何となく」感じ取ることができる。

　過去の逸話では──

　あの英えい勇ゆうエルラインもシオンと同様、精霊の声を聞くことはできずとも、その感情を察することができたという。

「怒りに満ちた波動。凄すさまじく怒ってるっていうのは間違いない。ただ……」

　輝かがやく二振りの精霊剣を両手に携たずさえて。

　現代が誇る最高位剣士は、眼前に浮遊する獣を凝ぎよう視しした。

「その怒りの矛ほこ先さきが僕たちか、それとも虚構精霊エイドスの研究施設か。それを突き止めたいね。二つに一つだ。それが、この先を決することになる」
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『Effectis剣』

　決戦は、沈黙機関イシスの宣言によって始まった。

　彼の全身から放たれる粒子状の光が天上へと舞い上がり、凝固。斧おののごとき分厚い刃やいばを持つ光の大剣として顕けん現げんする。

「いけない！　レン、跳びなさい！」

　大天使フイアの叫び。

　レンの足が地から離れた直後、光の大剣が地面を真っ二つに割り砕いた。

　──目の前で輝かがやいていた塔もろとも。

　粉こな微み塵じんとなって塔が消滅し、その大地にあった瓦が礫れきまでもが衝撃によって吹き飛ばされていく。

「ぐっ……キリシェ、エリーゼ、フィア先輩！」

　光の大剣による衝撃波を受けて身体からだが浮く。落ち葉が秋風に攫さらわれるかのように、レンの身体は優に地上数メートルの高さまで舞い上がった。

『何をするつもりだったかは知りませんが』

　光の奔ほん流りゆうの中から降下する沈黙機関ミスティ。

　草原の中央から端にまで吹き飛ばされて──キリシェ、フィア、エリーゼの三人からも隔離され、レンはミスティと二人きりで対たい峙じした。

『神性都市シィエラミリスの失われた技術オーパーツはたったいま消滅しました。残念でしたね』

「失われた技術オーパーツ？　あのでかい塔が神性都市の物だっていうのか!?」

『そう。知らないまま起動させたのですね』

　頭上に浮かぶ白髪の少女。

『忌まわしき神性都市の失われた技術オーパーツ。起動させる者などいないと思っていたのに……そうでした。まだこの時代にも古代詠唱士エイシエンターが残っていたのですね』

　未み曾ぞ有うの栄光を築きずいたとされる古いにしえの都。碑文の三賢者たちも、かつてはそこで古代召喚術の研究に没頭していたという。

『この島そのものが、かつての史上最悪の都市が研究を進めていた跡地。何の失われた技術オーパーツかはわたしも知りませんが、今となっては詮せん索さくの必要もないでしょう』

　光の粒子が舞う空へと手を掲げるミスティ。

『女神法ほう印いんを渡してもらいます』

「……どうしてそう三法ほう印いんに執しゆう着ちやくするんだ？」

『あなたが知る必要のないことです』

「ああ、なら俺だって渡す気はさらさら無い！　法コ印レは、俺を信じて女神レスフレーゼが預けてくれたものなんだよ！」

　いや女神法印だけではない。

　悪魔法印の複製レプリカもキリシェの持つ竜法印も、これは三種族から託された信頼と友好の証あかしそのものだ。裏切ることはできない。

「それに、お前たちがまだ法印で何かを企たくらんでるっていうのもわかったからな」

『だから何だというのです。抵抗したところで結果は変わらない』

「それはどうかな！」

　咄とつ嗟さに後ろへと跳ちよう躍やく。敵意を隠そうともしない彼女に対して身構える。

　だが一度は冥めい界かいで顔なじみになってしまった相手だ。たとえミスティが人間ではないとしても、そこには拭ぬぐいきれない情が残っている。

　……ある意味、最悪の相手だ。

　……これならまだ霊獣デイスカントを相手にした方が良かったかもしれない。

『波エ長マが揺れている。まさか、わたしを相手にすることを躊躇ためらっているのですか？』

「さあね」

『愚おろかな。わたしなんて、人間あなたからすれば災厄でしかないのに』

　自じ嘲ちようにも聞こえる少女の声。その言葉を耳ではなく魂で感知した直後、光り輝かがやく少女の手には歪いびつな大おお鎌がまが生まれていた。

『光こう装そうアスラ』

「光が武器に!?」

『これもわたしの身体からだの一部です』

　反射的に腰の剣へと手を伸ばす。

　鞘さやのかわりに刃やいばに巻いた包帯を解く間もないままに、霊剣ヴィエルジュの刃で、レンはミスティの大鎌を受けとめていた。

　──轟ごうッ！

　金属同士が擦こすれる音とは一線を画した衝突音。

　まるで二つの竜巻が正面からぶつかり合ったかのような、そんな力の渦が霊剣と大鎌の接触点を中心に巻き起こる。

『わたしの光装は精神を切断します。おとなしく斬きられるのなら、痛みもなく気絶させてあげるのに』

「余計なお世話だ」

『そうですか。でも、わたしとあなたでは存在法則が違いますから』

　大おお鎌がまを振るった少女が嗤わらう。

　その繊せん手しゆが動いた。と思った直後には、巨大な槌つちで殴られたと錯覚するほどの衝撃を肘ひじに受け、レンの身体からだは真横に吹き飛んでいた。

「……ぐっ!?」

　これだけ凄すさまじい膂りよ力りよくを隠していた？　いや、それでも異様だ。直前に彼女の大鎌を受けとめた時よりも、いま自分を吹き飛ばした力の方が圧倒的に強かった。

　この一瞬で彼女ミステイの身体が進化を遂とげた……そうとしか思えないほどに、

『わたしに実体は無く、また精霊のような自立意思も無い。他者に依存する防衛反応の具現化だから』

「……どういう意味だ？」

『わたしの個は、あなたに依存する。あなたの波エ長マを読解し、常にそれを上回る力であなたを排除する』

　他者依存の神性。

　相手が赤あか子ごなら、それを僅わずかに上回る強さでしかないかわりに──

　相手が無敵無類の強者の際にも、それを僅かながらも上回る強さへと変化する。つまり、一対一の戦いで彼女を撃破するのは不可能？

「……冗談だろ」

　土つち埃ぼこりをつけたまま起き上がる。

　口のなかに感じる血の味は、地面に倒れた拍子に内頬ほおを切ったせいだろう。

「霊獣デイスカントの無敵の暗示もいい加減にしろって思ったけど、こっちも良い勝負だな……」

『法ほう印いんを渡しますか？』

「ご免だね！」

『では無理やり屈服させましょう』

　少女の背中に浮かぶ機械環リングが、廻まわりだす。

　これもまたミスティという沈黙機関を構成する一部分。人間の手足と同じように、あの機械的な環わもまた彼女の「身体」の一部だ。

『従いなさい』

　服従の光。霊獣デイスカントが翼つばさから撃ち出したものと同じ幻光が、ミスティの背部の機械環リングから何十、何百と放出された。




〝いかん、その光に触れるな！〟




　魔王ヴェルサレムが一目見て危険と断言した閃せん光こうだ。レンもまた、あの光の恐怖を身体で覚えている。

　……浴びた者を強制的に屈服させる光。

　……俺の意思に関係なく法ほう印いんを奪うには最適の能力ってわけか！

　視界を埋うめつくす閃せん光こうを前に、全力で大地を蹴る。

　あの光を浴びればそれまでだ。

「ぐっ！」

『あなたの波エ長マは読解しました。この光の速度と密度は、絶対にかわせない』

「いいや……！」

　押し寄せる閃光。

　無慈悲の圧力を伴った輝かがやきがレンの上着を次々とかすめ、背後の樹林へと突きささるように消えていく。

『かわした？』

　怪け訝げんそうな眼まな差ざしでこちらを睨にらみつける白髪の少女。

『なるほど。やはりわたしの行いを良くは思ってないようですね』

　顕けん現げんした二体の始し原げん精せい霊れいたち。

　土の始原精霊ノームの教示によって大地の脈動を感じ、その両足は強きよう靱じんなる踏みこみと加速を得る。そして、その加速でも避よけきれなかった閃光を遮ったのは火の始原精霊サラマンダーだ。

　光とレンとの間に割って入り、炎の灯ともった翼つばさでミスティの光を撃ち落とした。

『あなた単体の能力を理解した気でも、そこに精霊という強力な支援が控えているかぎり、わたしの閃光も必中ではないと……』

　すっ、と地面に至いたるミスティ。

『土の始原精霊ノームそして火の始原精霊サラマンダー。あなたたちがその人間に情を寄せているのは知っています。冥めい界かいで見ていましたから』

『…………』

『……ダッテ……』

　レンの背中側へと隠れた精霊たちが、ふるふると首を横にふる仕草。

『まあいいでしょう。それが精霊あなたたちの意思であるならば好きにしなさい』

　歪いびつな大おお鎌がまを肩に担ぐように持ち上げるミスティ。

『レン──』

「なんだ？」

『団長を助けてくれたことには感謝しています』

　大鎌で襲おそいかからんとする敵意みなぎる姿勢ながら、そんな彼女の口ぶりには、思わず聞き入ってしまう真しん摯しな感情が込められていた。

『バネッサ湿原でも、獣リ人ンさんと大妖精シルクさんの話を聞いてくれたそうですね。行方不明になったという団長とわたしの遭難報告を聞いて、湿原に飛びだしたと』

「それで？」

『精霊があなたに懐なついていることも知っている。……法ほう印いんだけなのです。法印だけが、わたしがあなたと戦わなくてはならない理由なのです。渡してくれれば、わたしはあなたを傷つけない。無傷でこの島から脱出させることを約束します』

「……あいにく」

　背後に精霊たちの視線を感じながら。

　レンは、握る霊剣の柄えにありったけの力をこめた。

「俺だって法印は渡せない。これは俺だけの物じゃないんだよ」

『これが最終通告であっても？』

「ああ」

『そうですか。ならば……』

　光り輝かがやく少女の瞳ひとみに冷たいものが宿る。

　その全身からあふれる光も、大いなる威い厳げんと神こう々ごうしさを放つ輝きから、肌が痺しびれるほどの怒りを感じさせる冷たい輝きへ。

『やはりあなたは、ここで終わりです』

「終わるかよ！」

　大地を滑かつ走そうする沈黙機関ミスティへ、レンは前へと駆けた。

　彼女自身の光が凝ぎよう縮しゆくした大おお鎌がまの切っ先へと剣を振りあげる。

「法印も世界録アンコールも、お前たちには渡さない！」

『過ぎた事を。その抵抗がどれだけ意味なき行為であるか────』




「どちらも邪魔です」




　虚構精霊エイドス。

　ミスティの背後に突如として顕けん現げんしたのは、彼女と同じく全身から光を放つ巨人だった。

その手に長大な鎗やりを握り、躊躇ためらいなくミスティの頭上へと振り下ろす。

『これは神性都市の!?……この、穢けがらわしき人形がっ！』

　振り下ろした大鎌でもって鎗を弾はじきとばしたミスティが、さらに横薙なぎの一撃でもって虚構精霊エイドスを上下に切断する。

　だが。

「拘束」

『なっ!?』

　草原に響いたのは、まだ若々しい青年の声だった。

　下半身を失った虚構精霊エイドスが、その巨大な腕でミスティにしがみついて拘束。ミスティが振りほどこうとするより先に──

「拘束を継続。さ、今のうちに射い貫ぬけ」

　二体目の怪物。

　直後に出現した虚構精霊エイドスの鎗やりが、拘束したミスティの胸部を貫いた。

『────ッ！』

　声にならない悲鳴を上げるミスティ。

　その全身が瞬時に無数の光の粒子へと変化し、虚構精霊エイドスの腕をすり抜ける。

「あれ？　残念、拘束を抜けられちゃいました」

「虚構精霊エイドスの力の波長は、『光り輝かがやく者』にとっては劇げき薬やくも同然。今の様子を見るに、碑文の三賢者どもの能書きもまんざら嘘うそではなかったか」

　青年の声に続いたのはレンの知る男の声だった。

　続いて、草を踏みつける無数の足音。黒の軽甲かつ冑ちゆうが擦こすれるわずかな気配と、鋭えい利りな剣が次々と鞘さやから抜き放たれる甲高い金属音が草原に鳴りひびく。

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク!?」

　抜刀した黒衣の騎き士したちの数は、六人。

　一切の隙すきを見せない立ち振る舞いと完成された剣の構えだけでも、彼らが世界最強の騎士集団であることを感じさせるには十分だった。

「それに虚構精霊エイドスまで……」

　レンの正面にうかぶ光の怪物。

　凹おう凸とつのない頭部の、その『眼』にあたる部分だけぽっかりと光が抜け落ちた不気味な姿。もう過去に二度も相まみえているはずなのに、この怪物から感じる禍まが々まがしい虚無感は慣れるどころか、むしろより膨ふくれあがっている気さえする。

　それが二体。

　たった今ミスティを鎗で突き刺した個体に、さらにミスティの鎌かまで切断された個体の方も下半身を失ったまま悠然と宙に漂ただよっている。

「天界、覇は都と、そしてこの地で三度目か。貴様と顔をつきあわせるのは、な」

「……カサディン」

「久しぶりだな偽英えい勇ゆう。その蒼あおき剣は、噂うわさに名高い霊剣ヴィエルジュか？」

　片手半剣バスタードソードを引きずるようにして携たずさえる壮年の偉い丈じよう夫ふ。

　外げ法ほう騎士カサディン。

　短く切りそろえた赤しやく銅どう色いろの髪に、冷たい灰色の双そう眸ぼう。戦闘衣から露出する肌は幾年もの修練のなかで灼しやく熱ねつの陽に焼かれ、黒の甲冑と同化する色味になっている。

「終しゆう焉えんの島を覆おおう三種族の結界。噂に違たがわぬ激しき嵐あらしだった。貴様らの法ほう印いんによって嵐が弱体化していなければ我々がたどり着くことは適かなわなかっただろう。もっとも、それでも用意していた失われた術式エイシエントの大半を消費することになったが」

　樹林の奥。

　はるか彼方かなたの雲に見え隠れする黒の雷を顎あごで指ししめし、外げ法ほう騎き士しがゆっくりと草原を振り返った。

「奇妙な島だな。風向きも、海の潮加減もそう。島から遠ざける向きに流れているせいで、船や漂流者が偶然には辿たどりつかないようになっている。あれほど派手な黒雲に覆おおわれながら今まで知られていなかったのも頷うなずける」

「嗅かぎつけてきたってわけか……」

　カサディンと、その背後に控える六人の騎士たち。

　だがこれで全員ではあるまい。世界録アンコールの探索が目的であるならば人員は多ければ多い方がいいからだ。

　……天界を強襲した時は、カサディンのチーム以外にも別働隊がいた。

　……これで全員だと思わない方がいい。

　草原を隔へだてた島の向こう側でイシスと戦っている三さん大だい姫ひたちにも、おそらくは妨害目的で別働隊が向かっているはず。

「あんたが俺の足止めで、別働隊がキリシェたちの妨害。さらに別の部隊がいて、そいつらが世界録アンコールを探すチームってわけか？」

「物わかりがいい。だがお前だけではないな、我々が相手をするのは貴様もだ」

　悪意ある笑えみを浮かべるカサディンが片手半剣バスタードソードを持ち上げる。その切っ先が示す先に立っているのは、光り輝かがやく白髪の少女だった。

「沈黙機関。どんな醜しゆう悪あくな怪物かと思えば意外にも小利口そうな姿ではないか。それとも、その姿も人間われわれの目を欺あざむくための偽装か？」

『…………』

　光の粒子だったものが結合し、再び少女の姿となったミスティ。

　虚構精霊エイドスの鎗やりに貫かれた胸には傷一つなく、出血の痕あとらしきものも見あたらない。だが彼女の全身から放たれる光が、明らかに先さつきよりも弱々しくなっていた。

「人間の姿に戻ったのは強気の表れか？　だが力の消しよう耗もうは隠せないな。虚構精霊エイドスの波長を炎とするならば、お前たちは水だ。虚構精霊エイドスの力は、精霊と沈黙機関にとって最悪の猛毒なのだろう？」

　光こう装そうアスラと呼ぶ大おお鎌がまを再び具現化させるミスティを前に、カサディンの反応は冷ややかな憫びん笑しようだった。

「終しゆう焉えん戦争の災厄も、存外に脆もろいな」

『…………』

「沈黙機関きさまらが覇は都とにあった審門を破壊したのは知っている。我々からすれば、覇都の遺跡を破壊した犯罪者を処罰するための機会というわけだ」

『その口を閉じなさい。罪深き者よ』

　吐き捨てるような口調で返すミスティ。

『あなたたちも神性都市と同じ。虚構精霊エイドスなどという忌まわしき力に魅せられるとは……それが破滅の始まりであるとなぜ気づかないのです』

「語るのであれば私に通じる声で語るのだな」

　古代詠唱士エイシエンターでない人間には精霊の声が届かない。沈黙機関の声も同様であることを知ってのことか、カサディンが興味を失ったとばかりにそっぽを向く。

　その彼が目を向けたのは隣に立つ奇妙な青年剣士だった。

「貴様はどうだ、王蛾オウガ。奴やつの言葉は解読できるか？」

「半分くらい。ただ、とてもとても怒ってる感情がよく伝わってきます。たぶん虚構精霊エイドスについて怒ってるんじゃないかな」

　そう応こたえたのは、刺突剣レイピアを携たずさえた青年剣士だった。

　年齢は、ようやく二十になったかどうかだろう。くすんだ白の長髪を後ろで一つに束たばね、整った白はく皙せきの相そう貌ぼうは美しいと表現しても過言ではないが、奇妙なのはその表情だ。

　空っぽの微び笑しよう。

　感情という感情が、その瞳ひとみから抜け落ちていた。

　嬉うれしいから笑っているのではなく、人形劇に出てくる人形のように笑うことを定められて作られたからソレに従っている……そんな表情。

　だが、レンがもっとも奇怪に感じたのは王蛾と呼ばれた男そのものではなく、彼の両脇に控えている虚構精霊エイドスだ。

「カサディン、その剣士は何者だ」

　虚構精霊エイドスを従えている？

　怖おぞ気けが走るほどの冷気と虚無感をまき散らしながらも、そんな光の怪物が、まるで主人に付きしたがう忠犬であるかのように、王蛾の隣から動こうとしないのだ。

　……王蛾って奴は「近寄れ」なんて命令はしてなかった。

　……虚構精霊エイドスの方から近寄っていった？

　「邪剣士」王蛾。

　エリエスからも、覇は都とで奇妙な剣士と出で会くわしたという話だけは聞いている。虚構精霊エイドスを従えた謎なぞの剣士が、イスタルシル支城の地下に待機していたと。

「この世界には精霊と心を通わす者がいる。聖エリエスやお前のようにな。ならば虚構精霊エイドスと共振する者が存在しても不思議ではなかろう」

　ミスティの動きを凝ぎよう視ししながら、カサディン。

「この男ならば────」

『度が過ぎましたね』

　白の雷撃。

　終しゆう焉えんの島を覆おおい包む黒の雷土と正反対の色に彩いろどられた雷土が、言いかけたカサディンたち王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクへと降りそそいだ。

『あなたたちの罪は「無知」。虚構精霊エイドスの力の源が何なのかも知らない者が、禁忌の力に触れようとする行為……許さない』

「無知？　その何が悪いのかな」

『っ！』

　白の雷撃が真っ二つに裂けるや、そこから王蛾オウガが飛びだした。

「利用できるから利用する。動機なんてソレで十分なのに」

　序列第一位の剣士と、彼の後ろに続く虚構精霊エイドス二体。

『私の光を裂いた……!?』

「虚構精霊エイドスのおかげ。コレは、あなたが思っているよりも遙かに優秀だ」

　王蛾の刺突剣レイピアとミスティの大おお鎌がまが交こう叉さし、鈍い音を発しながら弾はじき合う。

「あなたは虚構精霊エイドスに怒りを抱いている。と同時にそれ以上に虚構精霊エイドスを恐れている。その感情がよく伝わってくる」

『空そら言ごとを！』

　白髪の青年剣士、そして光の怪物二体をミスティが睨にらみつける。

「いい機会だ」

　ミスティと対たい峙じする王蛾の背後から。

　白の雷土による光が収まった後に悠然とカサディンが歩いてくる。

「王蛾、お前はその沈黙機関を排除しろ。虚構精霊エイドスの力を実測する相手としても申し分ないだろう」

「はい」

「そして偽英えい勇ゆう。貴様とは、そろそろ決着をつけるべきだな」

「……ああ」

　沈黙機関など興味もない。そう言いたげに、あまりに無防備にミスティに背を向けるのは王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの最高幹部だった。

「一つ問おう。『天てん鏡きようの間』、貴様がゼルブライトと戦った場所だ。お前とゼルブライトが立ち去った後に、何が残されていたと思う？」

「さあね」

「真っ二つに切断されたゼルブライトの大剣だ。あれを見たときは背筋が凍えた」

　嬉き々きとした口ぶりで語る外げ法ほう騎き士し。

「貴様がやったのか？」

「俺は……一方的に打ちのめされただけだ。勝負にもならなかった」

「だが、それで奴ゼルブライトの剣に届き得たのならば資格としては申し分ない」

　歴戦の剣士がおかしげに肩を揺らしてみせる。

「世界録アンコールを手にする者は至高の強者こそが相応ふさわしい。貴様の資格、私が見み極きわめてやろう」

「上等だ。俺だって退ひく気はない！」

　草原にまき散らされる撒菱カルトロツプ。

　わずかでも足の運びを誤あやまればたやすく靴底を貫く棘いばらを見極め、レンは外げ法ほう騎き士しに向かって大地を駆けた。

「往ゆくぞ」

　枯れ枝のごとく軽々と片手半剣バスタードソードを振りあげるカサディン。一方、その裏手には天界でも目にした円月輪チヤクラムが既に握られている。

　……片方は虚技フエイント？

　……片手半剣バスタードソードと円月輪チヤクラム。最初に攻撃してくる方は間違いなくただの囮おとりだ。構うな！

　レンの肩口へと振り下ろされる片手半剣バスタードソード。

　その刃やいばを受けるのではなく体捌さばきで躱かわしきる覚悟でもって、レンは身を屈かがめてカサディンの懐へと足を踏みだした。

　加速する、と見せかけて大地を蹴りつけて急停止。反動で身体からだを旋回させて片手半剣バスタードソードの軌き道どう上から上半身を反そらす。その間も、視線は常に円月輪チヤクラムを注視。

「暗器への警けい戒かいか」

「当然。あんたは絶対に何かやってくるからな！」

「愉ゆ快かいこの上ない」

　空を切った片手半剣バスタードソードを瞬時に引き戻すカサディン。もう片手の円月輪チヤクラムを握りしめるのを視界の一端で捉え、レンもまた霊剣を振り下ろす。

　同時、その一部始終を監視していたミスティが動いた。

『Phios nuel上天の律』

　レンも王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクも虚構精霊エイドスも、すべての敵対者を無差別に薙なぎ払はらわんとする沈黙機関の少女が、己おのれの背後に浮いていた機械環リングを解きはなつ。

『沈黙機関わたしたちに抗あらがう者たちが一堂に会しているのであれば、それはむしろ好都合。まとめて排除するだけです』

　宙で高速に廻転した機械環リングが大地へと突きささった、その刹せつ那な。

『……ダメッ！』

『コッチ、コッチ！』

　精霊たちの悲鳴に従い、レンはカサディンに背を向けて身を投げ出していた。一歩でも遠く、一瞬でも早く、輝かがやく機械環リングから逃れるために。

　破は裂れつ。

　音や光といった一切の余波を生むことなく、その波動は純粋に周囲の空間を破壊するだけの衝撃波として、ミスティを中心に終しゆう焉えんの島の全域へと拡張した。

「ぐっ……っ……!?」

　知覚も防御もできない波動を浴び、全身の筋肉と骨とが悲鳴を上げた。

　筋繊維がことごとく千切れ、関節が捻ねじれ、全身の骨が粉砕されて粉こな微み塵じんになる──そう錯覚するほどの破壊力の波動に身体からだが宙を舞い、地面に激突し、何度も何度もレンの身体は地表で転げ回った。

「っ！……これ……は……精霊が、警告して……くれるわけだよ」

　土の味。

　気づいた時には、レンは地面にうつぶせに倒れていた。

　……咄とつ嗟さに避よけたはずなのに。

　……それで、こんなボロ雑ぞう巾きんみたいな有様か。

　手元に落ちていた霊剣ヴィエルジュを拾い上げ、剣を支えにかろうじて身を起こす。

　薄暗い樹林。

　ふり向けば、自分が地面を転がってきたものであろう痕あとが、その先の草原から十メートル以上にもわたって残っていた。

「ミスティと王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは？」

　あの衝撃でここまで吹き飛ばされたのは自分だけ。

　となればミスティは確実として、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクたちもまだ草原に残っている可能性が高い。

「……俺を追ってはこないのか？」

　今ので自レ分ンが倒れたものと思い、どちらも残る相手を倒そうと躍やつ起きになっている？

　特に、ミスティは最初から虚構精霊エイドスに対して怒りを露あらわにしていた。

　対する王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクたちも、今の攻撃を見れば沈黙機関ミステイがどれほど強力であるか認識を改めたことだろう。警けい戒かいを強めたはず。

　……ミスティもカサディンも意識が俺から逸それてる。

　……だとすれば、これは逆に好機チヤンスかもしない。

　三つどもえの攻防から離脱できたことで状況を整理する余裕が生まれた。

　周囲を一いち瞥べつ。

　近くにミスティや王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの気配はない。両者に気づかれずに裏をかくとすれば今をおいて他にないだろう。

「キリシェたちの加勢は……いや、駄目か」

　沈黙機関イシスと交戦中であろうキリシェ、フィア、エリーゼの状況は気になるが、彼女たちは草原の奥だ。向かうには沈黙機関ミステイと王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクとが戦っている草原を渡らなくてはならない。そこで見つかってしまっては意味がない。

「……今の俺にできることは？」

　ここしかない。沈黙機関ミステイにも王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクにも見つからずに動ける時間は、今この瞬間しか与えられていないのだ。

「……そうだ」

　一つだけ。

　誰だれの目にも留まっていないこの機を活いかす最善手があった。

「世界録アンコール──」

　この島を訪れたのは誰かと戦うためではない。

　自分たちは英えい勇ゆうの至し宝ほうを求めてここまで来た。そうであるならば、この唯一無二の好機を利用しない手はない。島の各所で戦闘が勃ぼつ発ぱつしているなか動けるのは自分だけだ。

　世界録アンコールを探す時間は今しかない。

「……進まないと……痛つっ……」

　激痛の走る太ふと股ももを叱しつ咤たし、レンは樹林の奥を目指した。

　エルラインが世界録アンコールを島の何ど処こに隠したのかはわからない。だがとにかく一歩でも先に進み、島の奥を目指して────

『コッチ！』

　ぼんやりと灯ともる赤い灯ともし火び。

　レンの横顔を照らすほど間近に浮かんだ火の始原精霊サラマンダーが、袖を引っ張ってきたのはその時だった。

「……火の始原精霊サラマンダー？　どうしたんだよ」

『コッチ、キテ、キテ！』

　顔を上げた先には土の始原精霊ノーム。

　こちらは数メートル先の地面で、木の根っこの上に立ってしきりに手招き。

「向こうに何かあるのか？……奥、だいぶ暗いけど」

　森の奥へと小刻みに跳んでいく土の始原精霊ノーム。

　火の始原精霊サラマンダーも、その後ろを追いかけて樹林の奥へと羽ばたいていく。

『コッチ、ダヨ』

『ダヨ？』

「お、おい！　待ってくれって。どこいくんだってば!?」

　大樹の隙すき間まにできた獣道を小走りに、レンは精霊を追いかけた。

「どこまでいくのさ？」

『コッチダヨ』

『コッチダネ』

「いや、方角じゃなくて……」

　陽が一切ささない夜ふけのような暗さの木陰。

　猛毒の毛虫がびっしりと付いた茂しげみの下を這はうように進み、奇怪な獣の鳴き声が響きわたる小川を渡った先で。

　さっと視界が開けた。

「……石の祭さい壇だん？」

　拓ひらけた空間の先には、ほんの小さな空き地があった。

　苔こけむした大樹に陽よう光こうが遮られるなか、この場所だけは木漏れ日が天上から降りそそぎ、空気も真昼のように暖かい。

　何よりレンの目を惹ひきつけたのは、空き地に規則的に埋うめこまれた七枚の石せき碑ひだった。

環状に石を配置した環状列石ストーンサークルと呼ばれる遺跡は世界各地で散見されるが、問題なのはこの場に設置された石材だろう。

「さっきの塔にあった碑文、ここにもあったのか？」

　磨きあげられた黒の石碑。

　それが全部で七枚。六枚が環状に配置され、最後の一枚は環わのちょうど中心部にあたる位置で、木漏れ日を浴びて光沢を放っている。

「いや、でもさっき見た石より古ぼけてる？」

　濃い緑色に苔むした石碑。

　蔓つるに巻かれ、幾年も風雨に晒さらされることで石の角が削られ、石の表面が傷ついているのが見てとれる。

「俺を連れてきたのは……」

『ココ！』

　火の始原精霊サラマンダーが留まったのは、中央にある七番目の石碑だった。

「そういえば……さっき、石の表面に触れたら塔が光りだしたんだよな。こっちの石碑が同じものだとしたら」

『ハヤク、ハヤク！』

「わ、わかったってば」

　土の始原精霊ノームに急せかされて環状列石ストーンサークルの内部に足を踏み入れようとしたその矢先に、茂みをかきわける気配が鼓こ膜まくに伝わった。

「驚きました。こんな奥地にも失われた技術オーパーツが隠されていたなんて」

「ミスティ!?」

「危なかった。わたしの『Phios nuel上天の律』が破は裂れつする寸前であなたが精霊たちに導みちびかれていた姿を感知していなければ、追ってくることはなかったでしょう」

　険しい表情でこちらと、そして黒の石せき碑ひを順に見やるミスティ。その姿は、冥めい界かいでダンと同行していた人間の少女のものだった。

「これは写像です。分身のようなもの」

　薄い胸元に手をそえる白髪の少女。

「わたしの意識の本体は、今もあの場所で戦闘中です。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク、いえ、あの王蛾オウガという人間。まさか虚構精霊エイドスをああも自在に使し役えきするとは……ですが、あなたの動きを警けい戒かいしておいて良かった」

　冷笑をうかべ、一歩、また一歩と近づいてくる沈黙機関。

「言ったはず。ここであなたの旅はお終いです、と。この島の秘密を知ることはもちろん、世界録アンコールを手に入れることも適かなわない」

「……言ったはずだぜ。そんなのご免だってな」

「強がりを。もう逃げ場はありません。この姿であっても戦闘は可能です。あなた一人に苦戦する道理はない」

　ミスティの頭上で空間が罅ひび入り、そこから光の大おお鎌がまが顕あらわれる。

「わたしの光。虚構精霊エイドスで防御した王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクならばともかく、あなたは全身に受けたはず。激しい損傷を受けたことはわかっています」

　鎌を振りあげる少女を前に、レンは霊剣を低く構えた。

　みしりと悲鳴を上げる上腕。

　地面に激突して全身を打ちつけた衝撃で、今もまだ腕が肩より上に動かない。

　……さっきの激痛で、まだろくに戦える状態じゃないってのに。

　……悟られるな。

　奥歯を噛かみしめて激痛を堪たえ、剣をかろうじて目線の高さまで持ち上げる。

「虚勢ですか。満まん身しん創そう痍いの身で沈黙機関わたしに抗あらがうことなど不可能なのに」

「さあどうかな！」

　地を滑すべるように迫る沈黙機関ミスティ。

　その手にした光の鎌を受けとめようと後方へと足を引き────レンの靴先が環状列石ストーンサークルの内側に触れた瞬間だった。

　──輝かがやく古代文字。

　六枚の石碑に刻まれた解読不能の文字が一斉に瞬またたき、極ごく彩さい色しよくの輝きを放ちだす。

　文字が具象化して宙へと浮かびあがり、さらに隣り合う文字たちが幾いく重えにも連なり、織おりなすように巨大な扉を形成していく。

　その光景とよく似た現象を、レンは過去に目撃していた。

「起動した!?　これ、審門か！」

「そんなっ。こんな場所に沈黙機関わたしさえも知らない審門が……？」

　形成されていく扉を驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見上げるミスティ。

　そう、その光景はまさに、魔ま境きようバネッサ湿原で冥めい界かいの審門が起動した時と酷こく似じしたものだった。あの時は中央部の塔から漆しつ黒こくの霧がわき出して扉を形成したが、今回の現象は違う。つまり別種の審門ということになる。

　……ってことは転移先も違う？

　……どこに転移するための審門なんだ!?

　上空に現れた扉が徐々に地表へと近づいてくる。レンの手に触れるほどの距離まで降下したのを呆ぼう然ぜんと見守っていたミスティが、はたと目をみひらいた。

「っ！　行かせない！」

　決死の表情で跳ちよう躍やくする白髪の少女。

　その場の大気をも歪ゆがませる勢いで振り下ろされた鎌かまの先端が、容よう赦しやなくレンの頭上へと襲おそいかかり、そして空を斬きった。

「逃が────」

　沈黙機関ミスティの怒号が響きわたった時にはもう。

　レンの姿は、審門の創りだした扉の中へと吸いこまれるように消えていた。












　遥はるか彼方かなたから聞こえる波の音。

　魅入られるほどに透きとおった水中は煌きらびやかな緑玉色エメラルドに染まり、海の底には真珠を砕いたような美しい白亜の砂が沈んでいる。

　陽の差しこむ水中はほのかに温かく。

　海流はまるで嵐あらしが過ぎ去った後のように穏おだやかで、心安らぐ律動リズムに満ちている。

　……こんなにも優しく幻想的。

　……こんな海があるなんて。

　輝かがやく海に沈みながら、たゆたいながら、レンはゆっくりと上体を起こした。

　海の中にいるのに息が苦しくない？

　それに、水中で目を開けてるのにちっとも痛くない。

　ここは何ど処こなのか。つい直前まで自分は終しゆう焉えんの島の樹林にいて、沈黙機関ミスティと向かいあっていたはずなのに。

『ここは原初の海』

『もっとも古い精霊わたしたちの住い処え』

　目の前の大きな泡が弾はじけて。

　火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームが、自分と同じように、煌めく海の中をのんびりと漂ただよう姿があった。

「精霊の住い処え？　ここが？」

　審門の繋つながっている先がこんな幻想的な海だということにまず驚いたが、まさか精霊の住い処えだったなんて。

　……それに、火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームの声がはっきり聞こえる？

　……それだけ特別な場所なのか？

　二体の精霊と共に、どこまでも深い海の底へと沈んでいく。

　光の差しこむ海底。白砂が敷きつめられた底にたどりつき、レンは海底から遥か頭上の海面を見上げた。

「ここ、知ってるのか」

『うん』

『大好きな場所』

　こくんと頷うなずきあう二体の精霊たち。

『ここは──』

『ここは──』

『原初の海』

『そして、大いなる創造者からこぼれ落ちた涙』

『これは人ヒ間トの知る「水」や「海」じゃない。命の生まれる心象イメージがカタチになったもの。可能性。奇き蹟せき。未来。理想。すべての原型がこの海に詰まってる』

『此こ処こから何一つ生まれることは無いけれど──』

『此処からすべてを生みだすことができる』

『世界は「有る」か「無い」かの二つじゃない』

『すべては此処で「待っている」。あとは、あなたがそれを導みちびくことができるかどうか。世界があなたを望んだように、あなたもまた世界を望むことができる』

『願いは望みを語り──』

『望みは未来を祈り──』

『未来は願いへと還かえっていく』

『ここは、それを伝える世界の記憶』

『精霊わたしたちが棲すむのは、そうした世界の記憶の断片』

　一つの詩のように。

　流りゆう暢ちように、織おりなすように、奏でられる言葉の響ひびき。

「ここは、最初からこういう場所なのか？」

『うん』

『精霊の住い処えだから』

「そうか……あれ、でもここはお前らの住い処えじゃないよな？」

　精霊は、自分の好ましい環境に空間を作り変える力を持っているという。だが土の始原精霊ノームの世界は広大な砂漠だったはずだ。それに火の始原精霊サラマンダーも、レンが想像するに、灼しやく熱ねつの火山や溶岩のような熱い場所の方が住処すみかとしては似合う気がする。

「ここって別の精霊の住い処え？」

『うん』

『違う精霊の住い処え』

「じゃあ、もともとここに棲んでる精霊は？」

『……もういないの』

『いるけど、いないの……遠い場所に行っちゃった……』

　しょんぼりと落ちこむ様子の精霊たち。

　が、すぐに元気そうに顔を上げて。

『でも知ってるはず！　感じたことあるはず！』

『すぐ近く。ほら！』

「え？」

　土の始原精霊ノームが指さしたのは、レンの携たずさえる剣だった。

　霊剣ヴィエルジュ。

　剣の柄えはすっかり古びて色が抜け落ちているにもかかわらず、刀身だけは今も、まるで澄んだ海面さながらに透明感のある輝かがやきに満ちている。

　原初の海と、そしてその海の色を映しだす精霊具。

　……そういえば、まだ知らなかった。

　……この霊剣に力を与えた精霊が何だったのかっていうことを。

　精霊具には、それに力を授けた精霊が必ずいる。

　だとすればこの霊剣ヴィエルジュにも、力を与えた精霊がいて当然だろう。そしてその精霊こそが──

「ここに棲すんでた精霊、ってことなのか？」

『そう。声、聞こえるはず』

『集中するの』

　頷うなずく火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノーム。

　そして。

『精霊シィエラミリスの声、必ず聞こえるはずだから』

　二体の精霊から伝えられた名前。

　その響きは過去に、レンが幾度となく聞いたものと同一だった。

「シィエラミリスって。え？　ちょっと待った。それどういうことだよ!?」

　初めてその名を聞いたのは覇は都とエルメキア。そしてつい先ほども、沈黙機関ミスティの口から名前が出た。

「あの神性都市と同じ名前の……精霊ってことか？」

　神性都市シィエラミリス。

　古代召喚術の研究によって未み曾ぞ有うの発展を遂とげた古都。

　碑文の三賢者たちの故郷であったが、その地は終しゆう焉えん戦争の災厄から侵攻を受け、衰退し、もはや歴史上にも残っていない。

『同じ名前……違う……』

　首を振ったのは火の始原精霊サラマンダーだった。

「え？」

『神性都市と同じ名前の精霊、ではないの』

『精霊シィエラミリスを慕したう人間が、自分たちの都市をシィエラミリスという名前にしたの。それが神性都市シィエラミリスの誕生』

　火の始原精霊サラマンダーの声に続ける土の始原精霊ノーム。

『それが精霊信仰の発祥はじまりでもある』

『神性都市はシィエラミリスを敬うやまい、シィエラミリスも神性都市を愛していた。その証あかしに、シィエラミリスは一つの贈り物プレゼントを用意したの』

　二体の精霊が見つめる先には。

　今なお、レンの手元で輝かがやく霊剣があった。

『霊剣ヴィエルジュ。もっとも古い、精霊が人間に授けた精霊具おくりもの』

『だけど……』

『神性都市は……変わってしまったの……』

　穏おだやかに響き合う水泡のざわめきへと溶けていく微かすかな声。

　その声は、ふるえていた。悲しみと憤いきどおりと、そしてそれを聞く側であったレンに寒気を感じさせるほどの恐怖によって。

「神性都市が変わったって、それどういうことだよ……？」

　何かが食い違っている。碑文の三賢者からレンが聞いたのは、神性都市シィエラミリスが古代召喚術によって栄えたという過去だ。

　そこには精霊信仰も精霊シィエラミリスの存在も出てこなかった。

『神性都市……』

『あの場所は、とてもとても怖いところ。昔はすべての精霊と仲良しだったのに……』

『精霊シィエラミリスも友達の記しるしとして霊剣おくりものを贈ったのに……』

『神性都市はそのすべてを忘れてしまったの』

「────」

　海のなかを飛行し、肩に留まってくる火の始原精霊サラマンダー。

　足下にいる土の始原精霊ノームもまた、まるで赤あか子ごが母にしがみつくようにぴったりと足首に抱きついて離れようとしない。

「つまり……こういうことか？　神性都市は、精霊シィエラミリスを崇すう拝はいする精霊信仰の発祥地だった。精霊シィエラミリスも親愛の証あかしとして霊剣ヴィエルジュを授けた。だけど何かの理由で変へん貌ぼうした神性都市が精霊信仰をやめて、精霊シィエラミリスと霊剣は忘れられてしまった」

『シィエラミリス、悲しんでた』

『精霊わたしたちも、悲しかった』

「……そういうことだったのか」

　どことも知られずに捨て去られた霊剣ヴィエルジュ。

　何百年と眠り続けたソレを見つけだしたのが、後に英えい勇ゆうとなる男だったのだ。

「だとしたら……」

　精霊信仰を棄すてた神性都市。

　ならばその研究者であった碑文の三賢者たちが縋すがっていたものは何だ？　古代召喚術？　いや違う。あの三人が何よりも自慢げに騙かたっていたものは──

〝お主ぬしに授けよう。我らが悲願を成じよう就じゆする完成体〟

〝すべての失われた技術オーパーツの頂点。我らが智ち慧えの結晶たる虚構精霊エイドスを〟

〝世界を救い、あなたが次代の英えい勇ゆうになるの。素敵でしょう？〟

「……虚構精霊エイドス」




「そう。正確には虚構精霊エイドスの内側に眠るモノですが」




　レンの眼前で、輝かがやく気泡がみるみる巨大化していく。人間大にまで膨ふくらんだ内側には、大おお鎌がまを握りしめる白髪の少女の姿があった。

「……ミスティ」

「ここに導みちびかれているとは思いませんでした」

　気泡が弾はじけてミスティが飛びだす。

　この原初の海の中にあっても、彼女の方はまるで動揺した気配がない。

「先ほどの審門の場所から、土の始原精霊ノームとも火の始原精霊サラマンダーとも異なる精霊の気配を感じました。まさかこの場所に通じているなんて──」

　水中を平然と歩いてくる沈黙機関。

「ここがどんな場所だか、もう知っている様子ですね」

「原初の海だろ」

「ではここに棲すむ精霊の名は？」

「……シィエラミリス」

「そう。ここ原初の海にて『すべての心象イメージ』を司つかさどる始し原げん精せい霊れい。かつて神性都市はそんな彼女を『精霊の女王』と呼んでいました」

　両手を広げた少女が、遥はるか頭上にある海面を仰あおぎ見る。

「そしてこの住処すみかは精霊にとって聖地にも等しい場所。よりによって、精霊の方から人間あなたをここに招くだなんて」

「…………」

「ですが、まあ些さ細さいなことでしょう。あなたがここで如い何かなる知識を得ようとも、もはやわたしたちの計画には些いささかの不具合も生じない」

「計画……？」

「詮せん無なきことです。ここで排除されるあなたには、ね！」

　少女の全身からまばゆい光の粒子が放出された。終しゆう焉えん戦争の災厄である『光り輝く者』の姿となったミスティの波動を受けて、原初の海が大きく波打つ。

　そんな彼女の前に立ちはだかったのは二体の精霊だった。

『待って！』

『やめて！』

『退ひけません。わたしは己おのれの使命を果たすまで』

　ミスティが光の大おお鎌がまを振りあげる。

　が、直後に目をみひらき、彼女は鎌を振りあげた姿勢のまま動きを止めていた。

『……なんですって!?』

　水の障カー幕テン。

　迫るミスティを、原初の海から生まれた波が押し返していたからだ。

『くっ』

　波に攫さらわれていく光の大鎌。

　さらにミスティの身体からだを、海の気泡が包みこんで動きを制止する。

『……そうか。そういうことだったのですね。どうりで見つからなかったわけです』

　泡ごと消えていく彼女の身体。原初の海から強制的に弾はじき出される刹せつ那な、白髪の少女は血を吐くような声で絶叫した。

『精霊シィエラミリス！　エルラインから世界録アンコールを託されていたのは、あなただったというのですか!?　世界録アンコールの隠し場所とはつまり──────』

　泡が弾けた。

　原初の海から沈黙機関の少女が消失し、再び静せい寂じやくで満たされていく。




〝あなたの訪れをずっと待っていた。

　わたしと彼の約束も、これで果たされる……〟




　原初の海に沁しみていく慈愛の声。

　初めて聞く声のはずなのに、まるで何十年と付き添った家族と会話しているような安らぎを感じさせる。

『思念。シィエラミリスが残した記憶と伝言』

『シィエラミリス、ずっと待ってた』




〝さあ、進んで。あなたは彼に会いに来たのでしょう〟




　彼、とは誰だれのことだろう。

　そんな疑問をレンが思い浮かべたのは一瞬だった。

「……海が割れていく」

　原初の海が割れていく。

　あらゆる可能性。奇き蹟せき。未来。理想。すべての心象イメージを内包した潮が引き、レンは、白い砂が絨じゆう毯たんのように敷き詰められた海底に立っていた。

　原初の小こ径みち。

『行くの』

『待ってるから』

「あ、ああ……」

　背を押す精霊たちに促され、レンは潮の引いた小こ径みちを進んでいった。

　距離にして数十歩にも満たないだろう。

　光さす海底へと続く小径の終わりには、長方形に切りだされた石の台座が用意されていた。ぽつんと、まるで其そ処こだけ時の流れから忘れられたように寂さびしげに。

　黒の台座の上に──

　小さな辞書を想おもわせる虹にじ色いろの書物があった。

「これは……」

　書の表紙に刻まれた文字は、わずか一列。

　EleLineエルライン。

　レンの指先が触れるや、そう刻まれた文字が鮮やかな色彩に彩いろどられていく。原初の海に一つの心象イメージが……否、一つの奇き蹟せきが具現化した瞬間だった。

『……これでいいのか？　俺、こういう小難しい仕掛けは苦手なんだけどな』

　そこに再現された人物は、一人の青年だった。

　明るい茶の髪を無造作に切った、まだ二十代前半であろう年頃の剣士。

　旅人らしき衣装に身を包んではいるが、そんな世界を旅する冒険家といった凛り々りしさより、まだ初うい々ういしい素そ朴ぼくさの方が鮮明に感じられる。

　その面立ちを──

　自分に生き写しの面立ちの人物を、レンは知っていた。

『俺はエルライン。エルライン・Ｅ＝マクスウェルっていうんだけどさ……大丈夫かな。俺のこと、わかってもらえるといいんだけど』

　はにかむように、青年。

　照れくさそうに後ろ髪を掻かくその人物に。

「……ああ。よく知ってるよ」

　レンは唇くちびるを噛かみしめながらそう頷うなずいた。

　理由はわからない。けれど、そうしなければ言葉がうわずって、涙さえ堪こらえきれそうになかったから。

「歓迎してくれよ。俺……アンタと出会うためにここまで来たんだから、さ」

　同時に理解した。

　世界録アンコールはエルラインの手記ではなかった。

　それは三百年前の遥はるか時空から、エルライン自身の姿と言葉とを再現アンコールする至し宝ほうであったのだと。













　　　　Record.4　世界録アンコール




　　　　１






『英えい勇ゆう』という言葉がある。

　英雄よりも勇者よりも偉大な功績を残した者。あまりに大それた意味合いゆえ、長らく適格者不在であった世界的称号だ。

　その称号を与えられた唯一の男が、剣帝エルライン。

　世界を統すべる三界の高位存在──地上の竜、天界の天使、冥めい界かいの悪魔たちの抗争を鎮しずめ、竜りゆう姫ひめキリシェ、大天使フィア、魔王エリーゼを率いて終しゆう焉えん戦争を鎮めた剣士だ。

　それから時を経へること三百年。

　彼が一冊の手記を残していたという伝承からすべては始まった。

　英勇の手記を巡り、数多あまたの英雄たちが大地を駆け、秘境をめざす時代。

　彼エルラインの手記が次代の英勇の資格を問う至し宝ほうとして認知され、「世界に英勇の再来アンコールを告つげるもの」、すなわち『世界録アンコール』と呼ばれるようになったという。

「……伝説は間違ってなかったんだ」

　今ここにいる彼を前に、レンは無意識のうちにそう口にしていた。

　世界録アンコールとは、まさしく英えい勇ゆうの再来アンコールそのものだったのだ。

「あ、あの……」

『ここまで来るのは大変だったか？』

　開口一番、旅装束に身を包んだ英勇にそう尋ねられた。静けさの中に力強さを感じさせる口ぶりと、そのまなざし。

　何より目の前にいる彼は、世界中の肖像画や彫刻で見てきたとおり、鏡で映しだしたように自レ分ンと生き写しの容姿だった。聖フィオラ旅学園で「偽英勇」と呼ばれていたことも自おのずと受け入れられるほどに。

　けれど。

「……違う」

　偽英勇と呼ばれ、英勇と比べられ続けたからこそわかる。

　二人じぶんたちは、似て非なるものだ。

　偽英勇レンの辿たど々たどしい姿と対照的に、この英勇の佇たたずまいのなんと勇壮なことだろう。

　──剣聖シオンのように穏おだやかな振る舞いというわけでもなく。

　──騎士王ゼルブライトのような鋼鉄の威光とも違う。

　その立ち振る舞いを喩たとえるならば。

　剣聖シオンは、訪れる者を温かく包みこむ春の草原。

　騎き士し王おうゼルブライトは、触れるものすべてを拒み傷つける氷の山さん嶺れい。

　だがこの英勇は、幾星せい霜そうを経へて天へと届くまでに成長した深緑の大樹。大地に根を張り、小さき者、弱き者を風雨から庇かばい立つ偉大な守護者そのものだ。




〝私やキリシェ、エリーゼにとって、誰だれよりも頼りがいのある兄のような存在でした〟




　天界でフィアから聞かされた英勇の印象。

　彼を前にして、その言葉の意味をようやく理解できた気がする。

「大変だったかって聞かれたら……」

　何と言われるだろう。

　この程度の苦難で音ねを上げるのかと失望されるかもしれないという恐れはあった。だが、それでもレンは素直に首を縦にふってみせた。

「……大変だったさ。本当に」

　こぼれたのは苦笑とも微び笑しようともつかない、湿った吐息。

　そう口にした途端、全身を鈍い痛みが通りすぎていった。まるで今の今まで堪こらえてきた痛みが一気に噴ふきだしたかのようで。

「だけど──」

　見み据すえる。

　まるで鏡の前にいる自分を見ているような気持ちで、レンは口にした。

「アンタもそうだったんじゃないのか」

『…………』

「たった一人で旅に出て、争いあってる天使と竜と悪魔とを鎮しずめるために戦って、それが終わっても終しゆう焉えん戦争に挑んでさ。それなのにまだ……」

　終焉戦争を鎮めた後のこと。英えい勇ゆうと呼ばれた男はたった一人で世界を巡り、どこかに自分の手記を隠したという。

「アンタは一人で、何かと戦い続けてきたんじゃないのか？」

『俺？　俺かー、そうだなー』

　とぼけた口調で相づちを打つ彼。

　腕組みし、何かを考えるように頭上を仰あおぎ見て。

『そうだな。俺もずっと気を張りっぱなしだったかもな。ちっと疲れたかなって思う時もある。だけど……これで最後だからさ。これが、俺の旅の終着点だ』

　彼は澄すみきった笑顔でそう応こたえた。

　地上と天界と冥めい界かいと、そしてあらゆる秘境と精霊の住処すみかとを旅して回った剣士の、その旅の終わりが「今ここ」であると。

『ああ、だから悪わりぃな。この俺はたぶん……お前からすればとにかくずっと昔の人間で、ここに残ってるのは俺の思念を形にした粗そ雑ざつな幻影と、俺が残しておきたい拙つたない伝言ことばくらいだ。特別な財宝とかがあるわけじゃない。期待させたのなら悪いな。まあ、ここまで辿たどりついたくらいだから他の秘境だって簡単に──』

「期待以上だよ。これ以上のものなんてない」

　彼の姿を前に、レンは声を張りあげた。

　世界録アンコールは英勇エルラインの手記で、その書物には彼が旅したすべての冒険と、そして、終焉の島このばしよで起きた真実が記されているのだと。そう思っていた。

　それが──

「俺、知りたかったことがたくさんあるんだ。それを、こうしてアンタと二人きりで向かい合って聞くことができるんだから。これ以上の何を望むっていうのさ」

『……俺に聞きたいこと、か』

　わずかに目を細める彼。

『それはつまり、俺の時代だけじゃ結局、世界を変えるってことができなかったってことなんだろうな。お前の時代にまでやり残した課題を背負わせちまったわけだ』

　唇くちびるを閉じて沈黙する英勇。

　が、レンが二の句を継つぐより先に彼は自ら言葉を発してみせた。

『俺に聞きたいことっていうのは？』

「終しゆう焉えん戦争。アンタが戦ってきた相手のことだ」

『そうか。ってことは、お前の時代でも奴やつらが……』

　乾いた苦笑をこぼす英えい勇ゆうに向けて、レンは無言で首しゆ肯こうした。

「でも俺は沈黙機関あいつらの弱点とか対抗策とか、アンタがどうやって奴らに勝ったのかとか、そういうことが聞きたいんじゃないんだ」

『っていうと？』

「なんで奴らが終焉戦争なんてものを引き起こしたのか、その理由が知りたい」

　この世界に巣くう許されざる者への「秩序」を執行する、と。それはつまり竜と天使と悪魔とを残らず排除することである──と。

　冥めい界かいで、沈黙機関イシスはそう言った。

「俺、奴らと戦って一つだけわかったことがある」

『それは？』

「奴らの目的は人間への攻撃とかじゃなかった。単に眼中にないだけかとも思ったけど、そうじゃないっていうのがここに来る直前にわかったから」




〝……法ほう印いんだけなのです。法印だけが、わたしがあなたと戦わなくてはならない理由なのです。渡してくれれば、わたしはあなたを傷つけない〟




　ミスティとの戦いで確信を得た。

　沈黙機関は、おそらく本当に人間も妖よう精せいも獣人も敵視してはいないのだ。彼らが敵視しているのは高位存在と呼ばれる三種族のみ。

「そして、これが俺の結論だ」

　一歩前に進みでる。

「終焉戦争の災厄は、最初から竜と天使と悪魔の殲せん滅めつが目的だった。アンタはそれを知っていて三種族を守りたかったんだろ。だから災厄に対抗するために、三百年前には抗争中だった竜と天使と悪魔とを仲直りさせたんだ」

『…………』

「だからアンタなら知ってるはずなんだ。終焉戦争の災厄が、なんで三種族をああも敵視してるのか。何か明確な理由があって、だけどアンタはそんな三種族を守りたいと思った。それで終焉戦争に立ち向かった。そうじゃないのか？」

『…………』

　彼が表情を引き締める。

　瞳ひとみの奥にいくつもの感情の混こん色しよくを映しながら、英えい勇ゆうと呼ばれた男が首しゆ肯こうした。

『そうだな。とにかく目の前のことで手一杯で、自分でもどうすればいいのか時々見失いかけたけど……結局、俺は三種族あいつらを見過ごすことができなかったんだろうな』

　彼が背後の石せき碑ひへと振り返る。

　そこに背を預け、エルラインがその場で瞼まぶたを閉じた。

『すべてを話す────俺が神性都市シィエラミリスの遺跡で知ってしまった、隠された世界の真実を』

　一呼吸分の空くう隙げきを隔へだてて。

『古代召喚術っていう失われた術式エイシエントは、お前の時代にも伝わっているか？』

「……一応は」

　古代召喚術という概念は、現在ではほぼ忘れられつつあるものだ。

　レンがその名を知ったのは大天使フィアから聞かされたからであって、そうでなければ聖地カナンを訪れでもしない限り耳にするものではない。

　世界を旅する熟練の旅団パーテイが、かろうじて耳にしたことがある程度だろう。

『古代召喚術は……そうだな、使い手を選ぶ高難度の空間干渉系法ほう術じゆつって扱いだ。精霊を召喚したり、自分に馴な染じみのある物体を召喚したりな。悪魔の法術でコレに近い空間干渉もあるけれど、古代召喚術の方が効果が大きい。そういう意味で、この法術は人間限定の術式と思っていい』

「そこまでは大丈夫。わかるよ」

『なら、その古代召喚術に特定の発動体が必要になることも知ってるな。たとえば天使の羽根、悪魔の宝玉、そして竜の逆げき鱗りんだ』

「竜の逆鱗も!?　あ、いや。問題ないよ。他の二つはよく知ってるから」

　古代召喚術の発動に必要な「神具」と呼ばれる発動体。

　天使の羽根はフィアから、そして悪魔の宝玉もエリーゼから。炎の将魔アシエンデイアとの決戦前夜にそれぞれ譲り受けたものだ。

　……だけど竜の逆鱗もそうだったなんて。

　……もしかして三さん大だい姫ひも知らないことなのか？

　知っていれば教えてくれてもおかしくない知識だ。黙っている理由も考えにくい以上、その知識を単純に持っていないのかもしれない。

「古代召喚術が、やっぱり終しゆう焉えん戦争の災厄と関係してる？」

『ああ。だが俺には、その問題よりも先に気になることがあった』

　背部のポーチから彼が取りだしたのは──

　白く輝かがやく天使の羽根。

　淡い光が封じこめられた紫水晶。

　半透明な極光オーロラ色をしたガラス質の鱗うろこ。

『すべて古代召喚術の発動体だ。七しち陽ようの天使「日」のピィエレの羽根、五ご大だい災さい「呪じゆの将しよう魔ま」バオの宝珠、そして先代竜りゆう姫ひめラースイーエの逆げき鱗りん』

　聞き見知った天使や悪魔の名もあれば、初めて聞く竜の名前もある。

　一つ確実であろうこと。それは、これらの神具を手に入れることが、どれほど至難の業であるかということだ。

　……俺はフィア先輩やエリーゼと知り合いだったから貰もらえただけだ。

　……でもエルラインは違う。

　最初は敵として立ちはだかったであろう相手から神具を得るまでに至いたる。それがどれほどの信頼と実績を必要とすることか。

「凄すごすぎて言葉が出ないよ……」

『だが俺には疑問だった』

　掌てのひらに乗せた神具を見つめる男の目が、鋭するどさを増した瞬間だった。

『そもそもだ。なぜ竜と天使と悪魔の力が、古代召喚術の発動体になると思う？』

「……え？」

　正面から睨にらむように見つめられ、呼吸が一瞬止まった。

「それは、ええと……」

『古代召喚術は人間しか使えない。天使の羽根が古代召喚術の発動体になるのであれば、天使にも古代召喚術が使える素養があるはずなんだ。天使の力が、古代召喚術を発動しやすくするんだからな』

　悪魔の宝玉と竜の逆鱗にも同じことが言える。

　三種族の力が古代召喚術の発動に関わっているのであれば、人間より遙かに強力な法ほう術じゆつを使いこなせる三種族たちがなぜ古代召喚術を使えないのか。

「……だけど、それに答えなんて」

『ある。俺はそれを神性都市で知った。その疑問から導みちびかれた真実は──』

　天使ピィエレの羽根、バオの宝珠、竜姫ラースイーエの逆鱗。

　三つの発動体を握りしめる剣士。

　そして彼は、厳おごそかな口ぶりでこう言った。




　──竜と天使と悪魔。

　──この三種族は遥はるか過去、古代召喚術によって召喚された別世界の精霊だった。




「っ!?　ちょっと待ってくれ！　どういうことさ！」

　まだ彼の言葉は続く。

　そうわかっていてなお、レンは声を発さずにはいられなかった。

『精霊と似た霊的波動体だったものたちが、顕けん現げんする時に三つの種族に分たれて受肉した。そういうことだ。古代召喚術で召喚された存在だからこそ、その力を蓄たくわえた羽や逆げき鱗りんが古代召喚術の発動体になる』

「…………」

『竜と天使と悪魔は、最初は人間たちの抗争の代行者として召喚されたらしい。つまりは戦いの武器としてな。だが何百年あるいは千年という星せい霜そうの中で召喚者がいなくなり、三種族も自分たちが人間に召喚されたことを次第に忘れていった。だが命令だけは──』

「争え、っていうずっと昔の命令だけは覚えていた……？」

『そうだ。三種族たちは、古き祖先たちが召喚された時の使命のままに争い続けていた。それが俺の時代まで三種族が抗争を続けていた理由だ』

「……そんなことが」

　額に手をあてて、レンは大きく息を吐いた。

　古来より人ひ間とは、竜と天使と悪魔を上位存在と呼んで畏おそれていた。

　レンもそれは同じだ。

　三種族は人間より遙かに古くから生きていて、強大で、絶対的な存在という勝手な幻想を抱いていた部分がある。それが実は古来のさらに旧ふるい時代、人間によって召喚された別世界の存在だったなんて。

　……だけど、ちょっと……さすがにこれは。

　……受けとめるのに時間がかかるよ。

「なんだろう。不思議な感覚だよ」

　自分にとって何かが衝撃だったとか、特別な思い入れが砕かれたとか、そういうことではないはずなのに──

　ふっと身体からだから力が抜けて、膝ひざから崩れそうになる自分がいた。




〝正直に言おう。あの島には、人間に知られたくない過去が眠っている〟

〝終しゆう焉えんの島で……あなたは、きっと……たくさんのことを知るでしょう。知りたいことも、もしかしたら知りたくないことも……〟




　女神レスフレーゼ、そして初代魔王ルルフォニカの──

　彼女たちの陰を帯びた表情は、きっとこの瞬間のためだったのだろう。世界録アンコールから語られる真相を、彼女たちは予見していたのだ。

「……いや、違うよ。これは俺のせいだ」

『どうした？』

「俺、もっと早く気づくべきだったんだ。そうすれば、あんな寂さびしそうな表情させなくて済んだのにってさ」




〝自分はレスディン。神性都市シィエラミリス第Ⅰ区く劃かく所属、研究分野は「天使」だ〟

〝儂わしはギスレム。神性都市シィエラミリス第Ⅱ区く劃かく所属、研究分野は「悪魔」じゃ〟

〝私は蜷ニーナ。神性都市シィエラミリス第Ⅲ区く劃かく所属、研究分野は「竜」よ〟




　エルラインが古代召喚術の発動体に違和感を覚えたように。

　レンも、碑文の三賢者の言葉に違和感を覚えた瞬間があった。

　古代召喚術によって栄華を極めた神性都市が、なぜ竜と天使と悪魔とを研究していたのか。より深く考察していれば、両方の関係を結びつけることは可能だったはず。

「だけど、わかった気がするよ」

　顔を上げる。

　頭の中で靄もやがかっていた謎なぞがかつてない速度で澄すんでいき、今までになかった世界の姿が組み上がっていく。

「沈黙機関あいつらは、許されざるものへの秩序を遂行するって言ってた。最初から世界に住んでる立場からすれば、別世界から召喚された三種族は外来種よそものだった。アイツらはそれが許せないんだ。三種族のいない世界が『あるべき姿』だと思ってるんだろ。だから元の世界に追い返そうとして攻撃をしかけた」

『そう。それが終しゆう焉えん戦争の真実だ』

　沈黙機関からすれば、竜も天使も悪魔も別世界から召喚された「外来種よそもの」。

　そして、その三種族を召喚する古代召喚術そのものを害悪と見なし、襲しゆう撃げきを開始した。それが神性都市シィエラミリスの衰退の原因であり、三百年前の終焉戦争でも同じことが起きた。

「……だけど肝心の三種族はソレを？」

　冥めい界かいでキリシェから聞かされた覚えがある。終焉戦争の災厄に襲撃された理由について、キリシェはその心当たりが無いと。

　フィアやエリーゼもそう。

　もしも彼女たちが知っているのなら、この段階になっても自分に秘密のままというのは不自然だろう。

「三種族は、自分たちが襲おそわれる理由を知らない？」

『知らないさ。俺も伝えてない。知ったところで諍いさかいになるだけだ』

　首を横にふる英えい勇ゆう。

『受肉した三種族も、長生ではあるが寿命があるし世代交代って概念がある。お前だって、自分の祖じ父いさんのそのまた祖父さんがどこで何してたかなんて知らないだろ？　三種族も同じだよ。だから、このことを確実に知ってるのは女神レスフレーゼくらいか』

「そっか……」

　目の前の剣士の言葉に黙って頷うなずく。

　おそらくは彼の言うとおりだ。いま聞かされたことは、きっと三大姫かのじよたちが知らないでいいことだから。

「つまり終しゆう焉えん戦争の災厄っていうのは……」

『この世界の原初から存在するもう一つの霊的波動体──俺はそう解釈してる。正確なところはわかっちゃいないけどな』

　滑なめらかに言葉を続ける英えい勇ゆう。

『俺たちが一般的に精霊と呼んでいるものってのは、誰だれよりも古い世界の住人だ。そしてもう一種族、この世界には、そんな精霊たちを守る守護者のような役割をもつ防衛機能が存在したらしい』

「それが、神性都市が「光り輝かがやく者」と呼んでいた種族……」

『ああ。こいつらは精霊とは別に独自の判断で動いていて、精霊の安全や世界の均きん衡こうを脅おびやかすと感じたものを排除する役目を担ってる。そうだとしたら、別世界から召喚された「三種族よそもの」を奴やつらが敵視する理由も理解できないわけじゃない。だけど……』

　再び、はるか上方の海面を見上げる剣帝。

　下唇くちびるを噛かみ、押し殺した声で彼はたった一言口にした。




　……俺は、その戦いを止めたかった。




　それが──

　英勇と呼ばれた彼が、地上と天界と冥めい界かいとを駆け回った理由だった。

　竜の渓けい谷こくでは竜の群れに孤独な戦いを挑み、天界では天使の軍勢に立ち向かい、たった一人で魔王宮に乗りこんでまで、彼は三種族のために三種族と戦いぬいたのだ。

『もう許されたっていいと俺は思う』

　ふっと吐息をこぼす剣士。

『「光り輝く者」が己おのれの使命として、今も天使や悪魔や竜を毛嫌いしてるのはわかる。だけど神性都市の時代は遥はるか昔の話だ……天使も悪魔も竜も、自分たちが別世界から召喚されたことさえ覚えてない遥か神かみ代よの時代のはずだ』

　三種族が精霊を脅かすようなことがあれば、まだ話は違っただろう。

　だが違う。三種族は精霊の住処すみかには入れない。精霊たちを脅かすようなことは一度としてなかったのだ。

　なのに、いまだ自分たちが襲おそわれる理由もわからずに襲しゆう撃げきを受けている。

『誰だれかがこの争乱を止めなきゃだめなんだ。そうしないと世界はいつまで経たっても新しい時代を迎えられない』

　この世界の新しい住人として。

　別世界から召喚されたものたちも、認められていい時が来ている。それがエルラインの夢見る新時代なのだろう。

『幸い、もう古代召喚術は失われた術式エイシエントって認識だ。三種族を新たに召喚するような技術も知識も失われてる。そのうえで竜と天使と悪魔の争いを調停すれば、「光り輝かがやく者」の怒りも鎮しずまらないか。そう思ったんだけどな』

「だめだったのか？」

　無言で首をふるエルライン。

　三種族にそうしたような調停も説得も適かなわなかった。彼の力なき否定の仕草が、悲しいほど明確にそう告つげていた。

『できない理由があった』

「理由？」

『俺には精霊の声が聞こえない。同じように「光り輝く者」の声もな』

「……精霊の声」

『俺は奴やつらと対話ができなかった。それが終しゆう焉えん戦争の勃ぼつ発ぱつを止められなかった理由だ』

　その一言に──

　レンは、自らの足下と、肩に留まる小さきものたちへと振り返った。

　土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダー。

　精霊シィエラミリスの住処すみかである原初の海へと導みちびいてくれて、今も、偽英えい勇ゆうと英勇との会話をじっと見守ってくれている「世界最初の住人」たち。

「でも、あんたはこうして精霊シィエラミリスの住処にいるじゃないか」

『俺にできるのは「何となく」精霊の感情を理解する程度だ。俺にわかったのは終焉戦争で襲ってきた奴らがとてつもない憎しみを三種族に向けているってことだけ。怒りの理由はわかってたけど……俺には、その怒りを静める手段が無かったからな』

　すとん、と彼が背中から下ろした一本の剣。

　霊剣ヴィエルジュではなく、奇妙な紋様が幾いく重えにも描えがかれた布に巻かれた大剣。かつて見たこともない類たぐいの輝きが布の隙すき間まから漏れている。

『俺にできたのは、この島で片っ端ぱしから「光り輝く者」をはね除のけること。けれどそれも、最後に顕れたアイツだけは決着がつかなかった』

「っ!?　決着がつかなかったって……それ、どういうことだよ！」

　剣帝エルラインは最強の存在である。

　彼の時代から三百年が経過した今でもそう歴史に残っている。事実、終しゆう焉えん戦争はエルラインの勝利で終わったはずだ。

　……なのに決着がつかなかったって。

　……まるで、それは……。

　エルラインと互角の強さをもった沈黙機関がいる。そう聞こえるではないか。

　霊獣ディスカントはおそらく違う。

　では沈黙機関イシスか沈黙機関ミスティか？　いや、それも違う。あの二体がそれほどの力を持っていたのなら、自分たちが冥めい界かいで敗北していてもおかしくない。だとすれば、まだ自分の知らない沈黙機関がいるのだろうか。

「まだいるのかよ、そんな怪物の中の怪物みたいな奴やつが……」

『俺とアイツの戦いは、互いが疲ひ弊へいし続けるだけの戦いだった。そして俺が戦っている間も終焉戦争は拡大する一方だった。俺の仲間も、「光り輝かがやく者」たちさえも』

　誰だれも幸せになれない戦い。

　竜も天使も悪魔も、そして沈黙機関もまた同じように傷ついていった。

『まあ、アイツはちょっと特別だったからな』

　歪いびつな苦笑いをうかべる最強の剣士。

　その表情の真意をレンが推おし量はかることもままならないうちに、彼は続けた。

『だが、最終的に戦いは俺たちの勝利だった。決着の見えない戦いのなか、俺との戦いで消しよう耗もうしたアイツを世界の何ど処こでもない空間に隔離することに成功したことで、「光り輝く者」は千ち々ぢに消え去った』

「封印？」

　その単語に、レンは奇妙な既視感を覚えた。

　そうそう聞く言葉ではない。ここのところ聞いた覚えもないはずなのに、身体からだが本能的に強こわばったのはなぜなのか。

『三法ほう印いんを託されたお前なら、当然、俺の仲間だった三人も知っているはず』

「……三さん大だい姫ひのことならよく知ってるよ」

『だったら伝えられるな。……そう。あの決戦を終わらせたのは俺じゃない。キリシェの捨て身の封印だった』

「っ！　そうだ、キリシェの封印！」

　竜りゆう姫ひめキリシェは終焉戦争で死んだ。

　そう思われていた最大の理由が、彼女が終焉戦争後に忽こつ然ぜんと消失したからだ。その理由が三百年にわたる封印であるというのはレンも聞いている。

「ってことはキリシェの封印は誰かにやられたわけじゃなくて……自分で自分を封印したのか!?　アンタが戦ってたそいつを何とかするために」

『……あの馬鹿が勝手に先走った結果だ』

　吐き捨てるように告つげる剣士。

　だが、それ以外で終しゆう焉えん戦争を鎮しずめる手段はなかった。

『いや、無理を承知で戦っていたのはキリシェだけじゃなかったな。フィアもエリーゼも、あいつらが身を盾にして突破口を開かなかったら、俺は奴やつの場所までたどり着くことさえできなかった』

「それ、俺も聞かされたよ」

　大天使フィアは天界で三百年もの月日を治ち癒ゆにあてることになり、当時の魔王エリーゼにいたっては回復さえ不可能な状況に追いこまれたという。

　それほどまでに捨て身の攻防だったのだろう。

『キリシェは奴を巻きこんだ封印で消滅した。フィアは天界で傷を癒いやしている最中。エリーゼは転生の儀を発動させたってことは聞いてるけど成功するかどうかは五分五分ってところか。……そして終焉戦争は終わった。誰だれも勝者なんていなかった。すべてが終わって、俺もしばらくは放心状態だったっけかな』

　弱々しく笑うエルライン。

　無敵無類の英えい勇ゆうと称された剣士の威い厳げんなど見る影もなく、自分の無力さに打うち拉ひしがれた悲壮の表情を浮かべる男がそこにいた。

　……大切な三な大か姫まを犠牲にして自分だけが無事だったのが、辛つらい。

　……そんな感じの心境なんだろうな。

　だが。

『頼みがある』

「……頼み？　アンタが俺に？」

『そうだ。女神レスフレーゼと竜帝カルラと魔王ヴエルサレムとに認められ、精霊シィエラミリスに受け入れられたお前に』

　その伝言ことばとともに、英勇の瞳ひとみにふたたび強い光が灯ともった。

『俺のやり残したことを、頼みたい』





　　　　２






　終焉の島。

　かつてその島に名前はなかった。

　複雑な潮の流れに阻はばまれ、人間の船ではどんな大型帆はん船せんも辿たどりつくことができず、また島の外周を覆おおう樹林によって陸の様子を海上から窺うかがい知しることもできなかった。

　──まるで何者かの策謀によって。

　──島そのものがそう設計されたかのように。

　世界地図に載ることもなく、名を付けられることもなく。その島は何百年と歴史上から忘れ去られていた存在だった。

　今から三百年前。

　エルラインと呼ばれる剣士が島の秘密に気づく、その時までは……

「変わらないな」

　うっすらと棚引く白雲に彩いろどられた蒼そう穹きゆう。そんな天上に浮遊を続ける霊的波動体をキリシェは見上げた。

「その全身から滲にじませる敵意。よくもまあそれだけ派手な存在感を、三百年も隠し通せたものだと逆に感心する」

『────』

「黙だんまりか、無視か。それとも実は雄弁な口ぶりで言い返しているのか？」

　輝かがやく亜あ麻ま色いろの髪をした沈黙機関。

　イシスと名乗ったのをレンは聞いたらしいが、竜種であるキリシェにはわからない。

　わかっているのはただ一つ、この相手が敵であるということだ。

　三百年前に忽こつ然ぜんと顕あらわれて竜の渓けい谷こくを脅おびやかした侵略者。なぜ竜種を狙ねらうのか、それは今も謎なぞに包まれているが、それはキリシェにとっては些さ細さいな疑問だ。

　我が身に降る火の粉は払いのける。自分はただそれだけを考えればいい。

「だがどうした？　わたしが憎いのならばさっさと来い」

　宙に浮かぶ沈黙機関イシスを手招き。

「三百年前はもっと苛か烈れつに攻めたててきた覚えがあるがな。それとも、あの羽根の生えた巨魁おんなのようにわたしに封印されると思って臆おくしたか？」

『────』

　沈黙機関イシスは不動。

　こちらの動きを警けい戒かいしているというのは気配からも伝わってくるが、隠しきれない敵意とは裏腹に、あまりにも戦いが消極的すぎる。

「……癪しやくに障さわりますね、あの白々しい態度」

　拳こぶしを握り固めるのはフィア。

　その隣ではエリーゼも怪け訝げんな表情でイシスを睨にらみ上げている。

「埒らちがあきません。最初は私たちで速すみやかにあの者を倒し、レンと合流という算段でしたが、どうも狙いが同じではと思えてきました」

「あのミスティとかいう沈黙機関がレンから法ほう印いんを奪い、こちらへ向かう……か？」

「レン、きっと彼女には全力で戦えませんから。案外あっさりとやられてしまうかも」

　真顔で頷うなずく大天使。

　冥めい界かいで一度助けてしまったという情がある。心の迷いが剣を鈍らせて、判断を狂わせる。もっともレンらしい弱点だろう。

　さらにいえば、沈黙機関を前にしては精霊も動きが鈍るとレン自身が言っていた。

　……精霊が本領を発揮できない相手で。

　……さらに面識のある相手か。

　目を瞑つぶらずとも、剣を振り切れないレンの姿が思い浮かぶようだ。

「最悪に近い相性だな」

「もっとも、それも計算の上でレンに彼女ミステイをぶつけたのかもしれません。私、やはりレンの下へ急ぎましょうか」

「ちょっと待った」

　後退しかけたフィアを制したのは、無言を貫いていた先代魔王だった。

「レンが消えた」

「は？　どういう意味だエリーゼ、まさか────」

「ううん。レンが死んだとかそういう意味じゃなくて、一瞬で消えちゃったの」

　魔王の霊知。

　今この戦闘中も常にキリシェとフィアの後衛に位置し、レンの状況を見守っていたのがエリーゼだ。そんな彼女が、自分でも理解できないと言わんばかりの面持ちで首を横に振ってみせる。

「あの草原の奥の樹林。そっちにレンが向かって……消えた？　何これ。小さな力の残り香は感じるけど、追跡できない」

「力が弱いのか？」

「レンと一緒に、その力まで消えちゃってる。空間干渉系の法ほう術じゆつにある現象だから、たぶん転移だよ。レン、どこかに飛ばされたんだと思う」

　この戦闘中に転移？

　沈黙機関ミスティの狙ねらいが今も法ほう印いんの奪取ならば、そんな回りくどい真ま似ねはしないはず。だとすればレンの身に何が起きたというのか。

「エリーゼ──」

　お前だけでも先にレンと合流しろ。

　キリシェが言いかけたまさにその矢先、頭上に浮かぶイシスの姿が一瞬揺らぎ、そして蜃しん気き楼ろうのごとく一瞬で消失した。

「逃げた？」

「行き先は……考えるまでもなく仲間ミステイの下でしょうね」

　イシスのいた宙に早々に背を向ける金髪の大天使。

「エリーゼの言うレンの転移と関係しているかはわかりませんが、急ぎましょう。それに、どうも私たち以外にも島に乗りこんだ者たちがいるようですし」

「わかってる、人間の匂においだ」

　風に乗って運ばれてきた匂いから判断するに、その数十四人。

　そしてキリシェの嗅きゆう覚かくは、島に充満しつつある人間の匂いに覚えがあった。

「……王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクとやらか」

「漁夫の利を狙ねらって嗅かぎつけてきたのでしょうね。陰湿というのか小利口というのか。面倒な相手ですよ。あの者たちの失われた技術オーパーツは相当に闇が深そうです」

「承知の上だ。エリーゼ」

「あいよ、レンの気配が消えたのはこっち！」

　ぱっと土煙を上げてエリーゼが身を躍らせる。

　その後ろを追ってフィア、そしてキリシェは大地を駆けた。





　　　　３






　原初の海。

　温かく、そして煌きらめきながら揺れる緑玉色エメラルドの海水に満たされた秘奥領域──

　精霊シィエラミリスはそこを住処すみかとし、そして一人の人間から、後に世界録アンコールと称される至し宝ほうを預かり守っていた。

　三百年もの間。

　彼の意思を託すにふさわしい者が訪れる日を、待ちこがれていた。

『俺からの頼みだ。キリシェを解放してほしい』

　正面に立つ自レ分ンをまっすぐ見つめ、彼はそう口にした。

「……キリシェを？」

『話したとおりだ。終しゆう焉えん戦争に終止符が打たれたのは、キリシェが自分を犠牲にして最後の相手を封印したから。だが、それが最良の結末だったとは俺には到底思えない』

　英えい勇ゆうと呼ばれた男が拳こぶしを握り、その肩を震わせる。

『だから助けたい。そのための方法もいくつかは見つかったが……俺には……あまり時間が残ってなさそうだから』

　そう口にして、乾いた微び笑しようを浮かべる剣士。

　二十六歳という歳で宿の一室で息を引き取ったとされる彼。無敵と呼ばれた剣士にしてはあまりに短い生涯だったことは、三百年後のレンの時代にまで語り継つがれている昔話だ。

　……そうか。

　……アンタは、最初から自分の身体からだのことを知ってたんだな。

「でも安心してくれよ。キリシェは、さ」

　キリシェは無事なのだ。

　封印を自力で脱出して戻ってきた。そう彼に教えてやりたくて──

『だが覚えていてほしい。キリシェを封印から解放する時は、キリシェが封じていた奴やつもまた世界に帰還するおそれがあるということを』

「っ！」

　言いかけた言葉を思わず呑のみこんだ。

『キリシェが相打ち覚悟で発動した封印だ。片方だけがこの世界に帰還できて片方は封印されたままなんて都合のいい話はない』

「……待ってくれ」

　一筋の汗が頬ほおを伝い、地に落ちた。

　エルラインの警鐘から当然のように思い浮かぶ一つの悪寒。三百年後の今、キリシェは自己犠牲の封印から自力で脱出した。

　だとすれば──

『キリシェを救うとすれば、おそらく「光り輝かがやく者」の統率者も現れることになる』

　淡々と先を続ける英えい勇ゆう。

『だからキリシェを解放することとコレは二つで一つ。俺からの頼みだ。キリシェを助けてくれ、そして俺が戦ったアイツがまた現れるようなら』

「……倒せってことか」

『もう一度説得してほしい』

「説得!?　いや、もちろんそれができるなら俺だってそれが一番だよ。けど……」

　自分にできるのだろうか。

　三種族の争いすら鎮しずめた剣帝エルラインが成しえなかったことが。

『まだ可能性はあると思ってる』

「可能性？」

『精霊の声を聞き取れる人間がいれば、奴らと対話できる可能性がある』

「……対話」

『世界中を旅して回った。だけど俺は最後まで、精霊と対話できる者をこの時代に見つけることができなかった。俺の時代に古代詠唱士エイシエンターはいなかったんだ』

　レンは知った。

　エルラインという男がなぜ、自らの生の最後まで世界を旅し続けたのか。

　……そうか。

　……それが、アンタが世界中を旅し続けた本当の理由だったんだな。

　世界中の都市と秘境を旅し続けた英勇。

　漠ばく然ぜんとした冒険心や開拓精神などではなかった。彼にはもっと明確で、そして差し迫った強い願いがあったのだ。

　生の尽きる最後の、その最後の瞬間まで探し続けたのだ。

　古代詠唱士エイシエンターの素養を持つ者を。「光り輝かがやく者」との対話のために。

「やっぱりアンタはすごいよ。話に聞いていた伝説の方が軽く感じるくらい……」

　自分が偽英えい勇ゆうと呼ばれていたことに安あん堵どすら感じる。

　偽英勇で良かった。自分なんか比べられることさえ烏お滸こがましい。

　この男と比べたら、世界中の……否、歴史上の人間も天使も悪魔も竜も、精霊さえも、すべてが霞かすんで見える。

　英勇とは──

　まさしく彼のためにある言葉なのだと心から思う。

『俺たちの決戦では何も変わらなかった。だからこそ、精霊と対話できる者を連れてもう一度話しあってほしい』

「…………」

　肩に留まる火の始原精霊サラマンダーと、足下の土の始原精霊ノーム。

　どちらも自分の視線をじっと受けとめて、無言でじっと見つめ返してくる。

「……なあ。俺、できるかな」

『できる？』

『何が？』

「って、お前ら聞いてなかったのかよ!?……あ。いや、違うか。こんなこと聞いたところで何か変わるわけじゃないもんな」

　かぶりを振って、レンは大きく息を吐きだした。

　英勇が伝言を託している相手は精霊ではなく自分なのだ。精霊に都合のいい返事を期待する方が間違っている。

　……俺が自分で決意しなきゃだめなんだ。

　……これだけは精霊の返事に頼っちゃいけないもんな。

　そして、これは目の前の英勇も知り得ないことなのだろう。この場にいる彼はあくまで彼の言葉を伝えるだけの幻影だ。

　彼の瞳ひとみにレンは映っておらず、レンに従う精霊の姿にも気づかない。

　だからこそ──

　こんなにも真まっ直すぐな瞳でこちらを見つめているのだろう。彼の知らない未来に向けて、彼が唯一残せる伝言ことばを託すために。

『だが心しておけ。この島にはまだ謎なぞがある』

「え？」

『終しゆう焉えん戦争のあいだ、「光り輝く者」たちはなぜかこの島に執しつ拗ように留とどまり続けていた。神性都市の時代から古代召喚術を嫌い、竜と天使と悪魔とを排除しようとしてきた奴やつらにとって、何か特別な事情がある気がする』

　すっ、と指を彼方かなたへと向ける彼。

『この島の奥。凄すさまじい暴風が渦巻いている場所がある。風が何重にも巻き上がって螺ら旋せんを形成しながら、爆発するように際限なく力を放出し続けている奇妙な場所だ』

「暴風？　この島を覆おおってる三種族の結界とは別に？」

『ああ。俺もその暴風の渦を越えることはできなかったが、その暴風に飛ばされる直前、障壁の終わりまでは辿たどりついた。……其ソ処コに、俺の知らない何かがいた』

　押し殺した声で告つげられる伝言。

「……危険なもの、か？」

『わからない。けれど「光り輝かがやく者」がこの島に固執する理由はソレしか考えられない。あの暴風の渦自体、明らかに自然の物じゃなさそうだからな。そして俺が三種族に法ほう印いんを作らせた第二の理由がそこにある』

　終しゆう焉えんの島を三種族の結界によって閉鎖し、沈黙機関の残党が島に戻ってくることを防ぐ。法印はその結界を突破するためのもの。

　そうとばかり思っていたが──

『俺は女神レスフレーゼと竜帝カルラと魔王ヴエルサレムとに交渉し、三つの法印があらゆる結界を突破する究極の法具になるよう作らせた。つまりだ』

「……そうか！　法印さえあればその暴風も突破できる!?」












『だが覚悟しろ。なにしろ奴やつらが死に物狂いで守ってる場所だからな』

　そこへ挑む者は厳げん選せんしなければならない。

　この時代、この世界で、すべての法ほう印いんを集めた者のみが、最後の秘奥領域へと挑戦する権利を与えられる。

　……そうか。ってことは。

　……ミスティが法印を狙ねらってるのもそれが理由か。

　この島の奥にある暴風の渦を突破するために、沈黙機関もまだ法印を必要としている。沈黙機関にとっては世界録アンコール以上に優先すべきものが、島の奥でエルラインの見つけた場所であり、その奥にある「何か」に違いない。

『────』

　口をつぐむ英えい勇ゆう。

『少し、長くなったな。悪かったな精霊シィエラミリス、お前の住処すみかに長居して』

「……シィエラミリスの名前は知ってるんだ？」

『自分の剣に宿ってた精霊だ。言葉がわからなくたって、時間をかければ理解できるものもある』

　寂さびしげな微び笑しよう。

　つまりそれは、「光り輝かがやく者」たちとはソレが適かなわなかったという意味も込められての自じ嘲ちようまじりの返事なのだろう。

『そうだ。精霊といえば』

「何か？」

『終しゆう焉えん戦争とは関係ないことで一つ気になってるのが────』

　直後。

　目の前に立っていたエルラインの姿が揺らぎ、そして消滅した。

「エルライン!?」

　なぜ消えたのか。

　その理由を推測するよりも先に、左右に分かれていた原初の海の水があふれ、潮が満ちるように虹にじ色いろの書物とレンとを呑のみこんだ。

「なっ、なんだよこれ!?」

　海水のようで海水ではないため溺れるということはないが、あっという間に視界が海の水で覆おおいつくされた。

　……何かが起きてるのは間違いない。

　……だけど何だっていうんだ。

　これも世界録アンコールの引き起こした事象なのか、それともこの原初の海で何かが起きたのか。原因を追究するための要素があまりに少なすぎる。

『外の世界……』

『フィオラ、怒ってる……ここまで届いてる……』

「何だって!?」

　身を強こわばらせた土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーが掴つかまってきた。

『早く、早く！』

『行かないと！』

　エルラインが消えた時と同じように、今度は原初の海そのものが大きく揺らいだ。鮮明な緑玉色エメラルドだった海が一瞬で灰色の海へと塗り替えられる。

　色を失った世界。

　何が起きているかもわからないままに──




　レンは、終しゆう焉えんの島へと帰還した。
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　鬱うつ蒼そうと茂しげる樹林。

　レンが降りたった地は、精霊の住処すみかへと転移する直前の環状列石ストーンサークルだった。反射的に振り返っても、自分を追いかけてきていたミスティの姿は見あたらない。

　別の場所に戻されたのか、あるいは一旦は諦あきらめたのか。

「なんか怖いくらい静かだな……」

　鳥の声も虫の音も聞こえない。それはまだ偶然にありえるとしても、木の葉が風に揺れる微かすかなざわめきさえも皆無などということがあるだろうか。

　完全なる無風。完全なる無音。

　樹林そのものが、底知れぬ静せい寂じやくに呑のみこまれていた。それはここに来る前とは明らかに違う様相だ。

　……さっきまでと森の雰囲気が違う。いや。それとも島全体なのか。

　……俺が精霊の住処から弾はじかれたことにも関係してる？

　自分が英えい勇ゆうと接していたわずかな時間に、何が起きた？　そして何かが起きるとすれば考えられるのは二つだ。

　キリシェ、フィア、エリーゼと沈黙機関イシスとの戦い。

　そして沈黙機関ミスティと王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクとの戦い。

「…………」

　その光景を脳のう裏りに描えがき、レンは下唇くちびるを噛かみしめた。

「結局、エルラインの危き惧ぐしたとおりってことか」

　天使、悪魔、竜そして人間が「光り輝かがやく者」と争いあう図式は三百年後の今も何一つ変わってはいないのだ。




〝精霊の声を聞き取れる人間がいれば、奴やつらと対話できる可能性がある〟




「それがどれだけ難しいかって、冥めい界かいでもココでも嫌になるほど思い知らされた。そんな気でいたんだけどな……」

　霊獣ディスカントも沈黙機関ミスティもそう。

　執しつ拗ように法ほう印いんを求めるあの恐るべき執しゆ念うねんを前にしては、たとえ精霊の声を聞く者であっても対話など無意味。それを我が身をもって思い知らされた。

　それはわかっているはずなのに。

「……やってみるよ」

　現こ代こにはいない彼へと向けて、レンは応こたえた。

　それが世界録アンコールに託された彼の伝言ことばであるならば、

「もう一回だけ足あ掻がいてみるさ。俺にできるかわからないけど、アンタがやり残した事、やるだけやってみる。挑む前に諦あきらめることはしたくないから」

『行ク？』

『走ル？』

「ああ、間に合わせる！」

　ぴょんと大地を蹴って走りだす土の始原精霊ノーム。その上空を火の始原精霊サラマンダーが飛んでいく。そんな精霊たちを追いかけて、レンは戦地を目指した。





　　　　　






　黒の雷撃。

　終しゆう焉えんの島を封鎖するために、かつて三種族は一つの合成法ほう術じゆつを考案した。

　三種族の力を整然と織おりなすのではなく、あえて歪いびつに融合させることで術式の組成は混こん沌とんとなり、極めて分析困難な波長を作りだす。

　これは「光り輝かがやく者」であっても容易に防御できず、この雷撃は実に三百年もの間、終しゆう焉えんの島を守り抜いていた。

　それを──

「しょせんは三百年前の技法だ。それ以上何一つ変わらない。変えようとしない。それが高位三種族、そして貴様ら沈黙機関の不完全な強さというわけだ」

　己おのれの片手半剣バスタードソードに紫色の雷撃を纏まとわせたカサディンが、瓦が礫れきだらけの草原を一歩、また一歩と進んでいく。

　その先の宙に浮かぶ沈黙機関の少女に向けて。

「島を覆おおっていた黒の雷撃は、三種族が沈黙機関きさまらとの戦いで培つちかった法ほう術じゆつを元にしたと聞く。それから三百年。人間がソレを真ま似ねる時間は十分にあった」

　黒の雷撃ならぬ紫電。

　色こそ違うが、蛇のように蠢うごめきながら片手半剣バスタードソードの刃やいばを伝う様は、まさしく終焉の島を覆おおい包んでいた稲いな妻づまに酷こく似じしていると言えるだろう。

「紫電の刃に刻まれた感想はどうだ？　とはいえ、悲鳴を上げようとその声が聞こえぬのでは些いささか面白みに欠けるな」

『変わらない？　人間のその過剰な自負心こそ変わらないのですね』

　右腕の肘ひじを裂かれた白髪の少女。

　カサディンの刃によってなかば肘が切断されるほどの傷を負いながらも、腕の切断面には血の一滴も滲にじんではいない。

　骨も筋肉も血液も存在しない霊的波動体。その腕にあたる部位もまた、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの騎き士したちの目の前で修復されていく。

『三種族の強大な法力で発動するからこそ黒の雷撃はわたしにも通用しうる。組成と技法だけを真似たところで意味もない』

「そのとおり。だから──」

　ミスティの背後で燃えさかっていた白の炎が弾はじけとぶ。完全な黒の雷撃が、沈黙機関の発動させた法術をかき消した。

「その法力の発動体として虚構精霊エイドスがいるというのに、ね」

『貴様!?』

　振り返る白髪の少女。そのすぐ眼前へと迫るのは、光り輝く怪物二体を引き連れた白髪の剣士だった。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク、現序列一位。

　騎き士し王おうゼルブライトの大きすぎる威光に隠されていた覇は都との闇──『邪剣士』王蛾オウガは、ミスティの炎を浴びてなお、その歪ゆがんだ微び笑しようを崩してはいなかった。

『虚構精霊エイドスとの共振……人間、自ら破滅を選ぶと!?』

「そんなの気にしたこともない」

　刺突剣レイピアに黒の雷撃をまとわせた王蛾オウガが、身体からだを大きく前傾させてミスティの振るう大おお鎌がまを躱かわす。が、その寸前にミスティは鎌の軌き道どうを虚こ空くうで変えていた。

　回避の先読みではない。

　王蛾の回避を見た後に、それ以上の速さでもって鎌を翻ひるがえして対応したのだ。

『人間、あなたの力は解読した』

　他者依存の神性。

　世界の調和という役目に生きるミスティには、己おのれを定める「個」と呼べるものがない。ゆえに彼女の強さも決まっていない。彼女の強さは他者次第なのだ。相手の強さを解読し、それを上回る力で排除する。

　鳴りひびく金属音。

　躱せないと悟った王蛾が刺突剣レイピアで鎌を受けとめるものの、その膂りよ力りよくをも上回る力でミスティが王蛾の剣を押し返す。

『個を持つ者がわたしに勝てる道理は────ぐっ!?』

　弾はじかれたのはミスティの鎌。

　王蛾の額に触れるほどに迫った鎌の先端が、虚構精霊エイドスの放った鎗やりに押し返されたのだ。

「嘘うそつき」

　冷笑を帯びた声で王蛾はたった一言。

「僕に勝てないとわかってるくせに」

『戯たわ言ごとを！』

　空中へと飛ひ翔しようするミスティの頭上へ先回りする虚構精霊エイドス。それを避よけて後方へと跳んだ彼女を、さらにもう一体の虚構精霊エイドスが放った鎗が追い詰める。

『……余計な邪魔を！』

　ならば真横へ。

　瞬時にそう選んだミスティの肩を、黒の雷撃を纏まとう刺突剣レイピアが捉えた。

「落胆。沈黙機関ってこの程度か」

『────────っっ！』

　あらゆる言語とも違う悲鳴を上げる沈黙機関の少女。肩を貫く剣を抜こうとした矢先、さらに後方から虚構精霊エイドスの放った光刃が背中へと突き刺さる。

「逃がすな」

「逃げられませんよ。虚構精霊エイドスの力場で覆おおってます」

　部下とともに包囲を固めるカサディンに応じ、白髪の剣士が退屈そうに振り返る。

「確かもう一体くらい沈黙機関がいましたよね。コレはカサディンさんに任せて、僕はそっち行っていいですか」

『……わたしを愚ぐ弄ろうする気！』

　あまりにも堂々と背を向ける人間。手を伸ばせば触れられるであろう距離から、無防備な背中に向けてミスティが放つ「否定の光」。

　浴びた者を強制的に屈服させ、三種族であれば消滅に至いたる光が──

『veiz爪』

　虚構精霊エイドスの放った対の光。

　かつて聖地カナンでエリエスを襲おそった波動が、ミスティの放った波動と衝突。空中に光のさざ波を生みながらも互いに互いを消滅させた。

　王蛾オウガは無傷どころか無挙動。

　自らが動かずとも虚構精霊エイドスが動いて我が身を護まもる。それを確信しきった様だった。

『……なんて忌まわしき才覚ちから』

　激げつ昂こうを湛たたえたまなざしで白髪の騎き士しを見上げる沈黙機関の少女。

『こうも完全に虚構精霊エイドスを掌握する古代詠唱士エイシエンター……神性都市にも存在しなかった才が、まさかこの時代に現れるなんて……』

　古代詠唱士エイシエンターとして精霊に指示する聖エリエス。

　騎士として精霊に師事し、精霊から戦いを見守られるレン。

　だが、王蛾はどちらとも違う。

　虚構精霊エイドスを完全に掌握した上での連携。

　言うなれば、互いの力を最大限に共鳴させた「共闘」だ。そこには一切の指示も師事もない。完全なる統制で虚構精霊エイドスと繋つながっている。

　──ゆえに最悪の相性。

　ミスティの特性によって王蛾単体の力や速度を上回っても意味がない。

　なぜなら王蛾の真骨頂は虚構精霊エイドスとの連携コンビネーシヨンにあるからだ。王蛾という人間一人の強さをどれだけ推おし量はかっても意味がない。

『……虚構精霊エイドスを受け入れる行為の意味が、どれほど愚おろかなことか』

「ええ、とても使い勝手がいい」

『人間っ！』

　王蛾を狙ねらった鎌かまは弾はじかれ、光もまた相そう殺さいされる。

　そう悟ったミスティが背後の虚構精霊エイドスへと鎌の切っ先を向けた刹せつ那な、その鎌を握る腕を王蛾の刺突剣レイピアが抉えぐっていた。集団包囲。王蛾と二体の虚構精霊エイドスとの連携で単身のミスティを嬲なぶるように攻め続ける。

『……卑劣な』

　ミスティの身体からだから放たれる光が薄らいだ。

　彼女にとっては猛毒にも等しい虚構精霊エイドスの波動を立て続けに浴び、さらに王蛾の太た刀ちで黒の雷撃を受けた反動だ。

『それが騎き士しだと……！』

「うん？」

『王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは誇り高き最強の騎士団だと団長あのひとは信じてた。……同じ騎士としての憧れだって。獣リ人ンさん、大妖精シルクさんにあんなにも嬉うれしそうに語っていた。……なのに、その正体は虚構の力に魅せられた外げ道どうの衆だなんて』

「ん？　いま、僕が聞き取れない名前があったけれど。沈黙機関の仲間かな」

『…………』

「答えない？」

『お前たちに答える義理は、ない！』

　鬼気迫る形ぎよう相そうでミスティが叫ぶ。刺突剣レイピアの刃やいばで肩を貫かれたまま王蛾オウガへと振り返り、華きや奢しやな手を掌しよう打だのかたちへ。それを、王蛾の顔面めがけて突きだした。

　刺突剣レイピアの剣がさらに肩深く突きささるのも構わずに。

「おや、剣が動かない？」

『もう剣は引き抜けません。わたしの波動体で覆おおってるんですから』

「そう。それで僕の動きを止めたと」

　変わらぬ微び笑しようで応じる序列一位。

　捨て身にも近いミスティの反撃を前に、あくまで淡々とした声こわ音ねで応じ、自ら刺突剣レイピアを手放した。

「最悪な選択をしたものだね」

『──なにっ!?』

「まき散らせ」

　ミスティの肩に突きささった刀身に、奇怪な文字が浮かびあがる。

　虚無の言こと霊だま。

　刺突剣レイピアの内部から浮かびあがった読解不能の言語が、そのまま『言葉の姿をした何か』へと変へん貌ぼう。周囲の空間──すなわち突きささったミスティの肩を浸食するように破壊し、そのまま全身へと絡みつく。

『これ……は……まさか!?』

「精霊具だ。ただし精霊ではなく虚構精霊エイドスの力を付与したものだがな。虚構精霊エイドス本体に気を取られて気づかなかったか、あるいは気づいていても侮あなどっていたか」

　答えたのは外げ法ほう騎士カサディン。

「効果の程は上々だな」

『…………』

「地に膝ひざをつく。まるで人間のような仕草ではないか」

　弱々しい光だけを纏まとって大地に落ちる沈黙機関の少女。

　精霊具の爆発的な力の解放を受けた肩には巨大な穴があき、さらにその周囲の腕や腋わき、言こと霊だまの『文字』が触れた箇所まで侵食されていく。

『……お前、た……ち……許されると思うな……』

「へえ。今のを至近距離から受けて消滅しないのは驚いた」

　地に落ちた刺突剣レイピアを拾いなおす王蛾オウガ。

「今も急速に組成が回復しつつあるみたい。その自己維持力の限界は確かめてみたい気がするけどな。どうしましょうカサディンさん」

「我々の目的は世界録アンコールだ。沈黙機関はただの障害物に過ぎん」

　早々に片手半剣バスタードソードを鞘さやに収めて背を向ける、壮年の騎き士し。

「排除し、島の奥へ向かう」

「わかりました」

　刺突剣レイピアのかたちをした精霊具を振りあげる王蛾。その切っ先が、今も動けずにいるミスティへと襲おそいかかって──

　硬い音。

　キンッと耳みみ障ざわりな金属音が草原にこだまして、弾はじかれたのは王蛾の剣だった。

「っと？」

「貴様か。あまりに復帰が鈍いので逃げ帰ったかと思っていたぞ」

　刺突剣レイピアを引いて後退する王蛾。

　振り返ったカサディンが、獲物を見つけた肉食獣のごとき眼がん光こうで前に出た。

『…………レン？』

　眼前に立つ少年を呆ぼう然ぜんと見上げるミスティ。

　それも当然だろう。法ほう印いんを奪うために追跡していた標的が自ら姿を現しただけでなく、ミスティへと振り下ろされた剣から庇かばったのだから。

『……なんのつもりですか』

「見たままさ」

　背後の少女にそう応じ、レンは霊剣を水平に構えた。

　虚構精霊エイドスを従えた王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの騎士たちを牽けん制せいしながら、荒くなった息を整える。

『見たまま？　わたしには理解不能です。見たままとは……』

「退ひけ」

　その問いに答えるより先、目の前の騎士たちを睨にらみつけた。

「世界録アンコールは、お前たちの求めてるような代しろ物ものじゃない」

『えっ!?』

「なんだとっ……!?」

　ミスティ、そして王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの騎き士したちが一斉に目をみひらいた。

『レン、なぜ今ここでそれを言うのですか！』

　黒衣の騎士たちが驚きよう愕がくに圧倒された一瞬の虚きよを突き、叫んだのはミスティだ。

『世界録アンコールを語るのは、あなたが世界録アンコールを見つけたことを教えてしまう行為。この者たちはあなたの敵ではなかったのですか！』

「ミスティは俺を追いかけてきただろ。最初からバレてる」

『そうではなく！　わたしが言いたいのは……彼らはもう、世界録アンコールの場所を知るあなたを絶対に見逃さないということです』

　今までも覇は都とを襲しゆう撃げきした一旅団ライバルとして報復対象であったことは事実だが、今の戦いで王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクがレンよりも沈黙機関ミステイとの戦いを優先したことを踏まえれば、標的として絶対視しているわけではなかったのだろう。

　そんななか、あえて狙ねらわれるような宣言を口にしたのがレンだ。

『……そして、それは沈黙機関わたしも同じ立場なのですよ。世界録アンコールを見つけたと言うならば、いよいよあなたを見逃がすわけにはいかない』

「それでいい」

『なっ!?』

　世界録アンコールを見つけた者が目の前にいる。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクからすれば世界録アンコールを奪取する機会であり、沈黙機関からすれば世界録アンコールを消滅させるための機会となる。

　……だけど、これでいいんだ。

　……これで奴やつらの目がミスティから外れた。

　狙いは自レ分ン一人になり、もはや王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクも沈黙機関も、互いに互いを標的とさえ認識しなくなっただろう。

　あとは自分の度ど量りよう次第。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクを島から退け、沈黙機関に対話を促す器があるのかどうか。英えい勇ゆうの言葉をどれだけ正確に伝えられるかどうか。

「興味深いな」

　地に深々と突きささる片手半剣バスタードソード。

　大剣を杖代わりに立てたカサディンが、歓喜の口ぶりでもって天を仰あおいだ。

「まるで世界録アンコールをその目にしてきたような物言いではないか」

「そうだって言ってるんだよ」

「どこでだ？」

「この島以外にないだろ」

「そうか。この短時間で……だとすれば、この地点からそう離れた距離ではないということだな。王蛾オウガ、虚構精霊エイドスを一体、捜索に向かわせろ」

「無駄だ」

　カサディン、そして横に佇たたずむ白髪の剣士を先んじて制す。

「お前たちに見つかる場所じゃない」

「ならば案内してもらおう。世界録アンコールの場所へ。それともお前が持っているのか？」

「教えてやってもいい。だけどそれは、お前たちがこの島から去った後でだ」

「……なに？」

「お前たちのことだ、ここで話した後に何をするかわからない。この島と覇は都と以外の場所でならどこでもいい。そこで全部教えてやる。世界録アンコールの中身も丸ごとな」

「世界録アンコールについて教えるかわりに撤退しろと？　くだらん。そんな不確かな情報で交渉のつもりか？」

　怒気を孕はらんだ表情で目を細める外げ法ほう騎き士し。

「そもそもだ、その言葉が真であるという証拠は？」

「信じないなら構わない。だけど世界録アンコールは絶対に手に入らないと思え」

「…………」

　片手半剣バスタードソードの柄えを握る腕に力がこもる。

　カサディンが剣を大地から引き抜こうとして。

「本当かもしれませんよ」

「王蛾、なぜそう思う？」

「虚構精霊エイドスがざわついている」

　隣に立つ白髪の序列一位。今の今まで我関せずといった風を徹底していた剣士が、奇怪な笑えみをこちらに向けてきた。

「その剣士から不思議な精霊の残ざん滓しを感じます。火の始原精霊サラマンダーでも土の始原精霊ノームでもない。とても微弱な気配なのに、波長そのものは異様に強い。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが知るどんな精霊たちよりも強大です」

「……それで？」

「完全な嘘うそではないのかなと。少なくとも、この短時間に何かがあったことは間違いないというのが序列一位ぼくの感想」

「なるほどな」

　口の端を吊つり上あげるカサディンが片手半剣バスタードソードを地から引き抜いた。虚こ空くうの一薙なぎで刃やいばに付着する土を払い、輝かがやく銀色の切っ先をこちらに突きつける。

「だがその信しん憑ぴよう性せいと、お前の要求を呑のむことは別問題だ。この地で『再来の騎士』にむざむざ主導権を与える必要はない」

『────同感だ』

　忽こつ然ぜんと天上から降りそそぐ声。

『イシス！』

　落下する光の大剣が、レンとミスティとを隔へだてる壁として草原に突き立った。

『お前らしくもないなミスティ、人間を相手に遅れを取ったか』

『…………はい』

　無言で宙へと浮上していく白髪の少女。

　彼女が飛ひ翔しようする上空には、亜あ麻ま色いろの髪をした厳いかめしい面立ちの偉い丈じよう夫ふが待っていた。

『ごめんなさいイシス、あなたの手を煩わずらわせてしまって』

　弱々しい仕草でミスティが首しゆ肯こう。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクから受けた傷きず痕あとそのものは既に修復しているが、弱まった力までは回復しきっていない。

　そんな彼女が、弱々しく横顔を向けた。

『多少、想定よりも厳しい情勢になりました』

　見下ろす先。

　樹林の陰から草原へと現れた三人の少女たち。

「ようやく追いついた。どこに逃げていったのかと思えば、やはり仲間と合流だったか」

「焦りましたわ。一時はレンがどうなったのかと……」

「ってかレンも元気そうだし、焦る必要なかったんじゃない？」

　沈黙機関イシスと戦っていたはずの三さん大だい姫ひが余裕の表情で顔を現したことに、レンは内心で胸をなで下ろした。

「キリシェ、フィア先輩、エリーゼも！　無事だったのか……！」

「それはこちらの言葉だ。お前こそ、よくわからない場所に転移していたな？　エリーゼがちゃんと見ていたんだから」

　当然とばかりに頷うなずくキリシェ。

　一方で、地上の様子を無言で見下ろすイシスもまた動いていた。

『私が三大姫を足止めする。その間にミスティ、お前がそこの人間から法ほう印いんを奪い、その後は私に加勢して三大姫を排除する。その手て筈はずだったな？』

『……ええ』

『なるほど、それを妨害したのが黒衣の者たちというわけか』

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクを見やる沈黙機関イシス。

　忌々しげな眼まな差ざしと共に、それまで胸元に組んでいた腕を悠然とほどいていく。

『まあいい。この場ですべて排除する』

『異存ありません』

「──だめだ、待てミスティ！」

　手元に光の大おお鎌がまを引き寄せる少女を見て、レンは咄とつ嗟さに叫んでいた。

　この場で戦ってはいけない。

　今ここにはキリシェ、フィア、エリーゼという三種族の代表者がいる。ここで争ってしまえば三種族と「光り輝かがやく者」との激突は止められないものになるだろう。

「キリシェ、フィア先輩、エリーゼも待ってくれ。頼む！」

「なに？」

「どういう意味ですの」

「沈黙機関は後回しで、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクを先に片付けちゃえってこと？」

　怪け訝げんそうな表情で声を上げる三さん大だい姫ひたち。

　彼女たちの困惑も当然だ。終しゆう焉えん戦争からの仇きゆう敵てきを前に「待て」と言われ、素直に引き下がれるわけがない。だから──

「世界録アンコールを見つけた」

　たった一言。

　その場の全すべてにいる者に伝わるよう、レンは声を振りしぼった。

「世界録アンコールの正体は、三百年前の英勇エルライン本人だった」

「……エルライン!?」

　それは誰だれが発した驚きよう愕がくだっただろう。

　否、誰がと特定することさえ必要なかった。なぜならその驚愕は、この草原に立つ者すべてが等しく発したものだったからだ。

　キリシェ、フィア、エリーゼ。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク。そして沈黙機関。

　誰もが言葉を忘れて呆ぼう然ぜんとする間に。

「エルラインが俺に言ったんだ。もう一度奴やつらと話し合ってくれって。三百年前の戦いじゃ何も解決しなかったって。なぜならエルラインは精霊の声が聞こえなかったから。でも俺なら……」

『それで何になる？』

　太陽を背にした沈黙機関イシス。

　その声から伝わる彼の表情は、見下げきった嘲笑だった。

『無為。それが本当に奴の言葉であるのなら、あの剣士もつまらぬモノを託したものだな。我々が欲するものは言葉ではない』

「…………」

『秩序だ。我々がなぜ三種族を忌み嫌うのか。そこに避けられぬ隔へだたりがあると知れ』

「お前は黙ってろ」

『……なに？』

「エルラインは知ってたぜ。なんでお前らが終しゆう焉えん戦争を起こしたのか。知ってたから止めたかったんだ。てめぇこそエルラインの何を知ってるっていうんだよ、そんなのもわからない奴やつこそ黙ってろ！」

　霊剣の切っ先を天上へ。

　沈黙機関イシスの動きを制しつつ、レンが見上げたのはその隣にいる白髪の少女だった。

「俺が話したいのはミスティ、お前の方だ」

　びくっと肩をふるわせる少女。

　何かを察したように全身を戦おののかせる彼女を、瞬まばたきも惜おしんでじっと見つめる。




〝バネッサ湿原でも、獣リ人ンさんと大妖精シルクさんの話を聞いてくれたそうですね〟




「お前、本当はまだ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』に未練があるんじゃないのか？」

『っ……何を……こんな時に何を言っているのです』

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめる少女。

「団長と一緒に旅してた時のお前は、まんざらでもなかったんじゃないのか」

『その口を閉じなさい！』

　ミスティが大おお鎌がまを振りかぶる。その刃先から放たれた幾つもの衝撃波が大地を穿うがつ──が、レンはそれを避よけようとはしなかった。

　当たらない。

　もとより彼女の振るった攻撃の軌き道どうは、レンから逸それたものだった。

『……わたしは、あなたのくだらない話にウンザリしています』

「いいや。そのくだらない話でさえ三百年前の英勇エルラインにはできなかったんだ。それができることにどれだけ意味があるのか考えてみろよ！」

　自分には確固たる「個」が無いと彼女ミステイは言った。

　だが、それは違う。

　少なくとも彼女には、旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』内でそうしていたように、他者に触れ、共感しあう部分があるはずなのだ。

　──「光り輝かがやく者」が精霊に近い存在なのだとしたら。

　──精霊と似た感情を持ち合わせている個体がいてもおかしくない。

　精霊と同じように。

　自らの声の届く人も間のに対し、自分からも接しようとする個体が。

「俺は話をしたいと言ってるだけだ。話すだけ話した後にやっぱり分かり合えないっていうなら諦あきらめる。その時にはその時で何か考えるさ。だけどな、何一つ聞き入れずに戦って、それで互いが傷つくのが本当にお前の理想だっていうのかよ！」

『…………』

「俺の言いたいことは一つだけだ。このまま終しゆう焉えん戦争の繰り返しなんて絶対に認めない。エルラインが言ってたぜ、あの戦争は誰だれも勝者がいなかったって。いいか、ここで終焉戦争の再現なんてことになれば世界中が巻きこまれる。『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』のメンバーだってどうなるかわからないんだ。お前が望む未来はそんな傷だらけの世界なのかよ！」

『…………』

「答えろミスティ！」

『──────うるさいっ！』

　白髪の少女が叫んだ。

『あなたに……あなたに何がわかるというのです！　神性都市のことも三百年前のことも、自分の目で見ていないあなたが………』

　うわずる声。

　肉声のように嗚咽おえつがまじった感情の波長は、紛まぎれもなく、彼女に彼女だけの主観が存在することを明確に伝えていた。

『レン。なぜあの時と代き、あなたは生まれていなかったのですか』

　消え入りそうな声で、白髪の少女はそう口にした。

「……なんだって？」

『あなたは生まれてくるのが遅すぎた』

　光の大おお鎌がまが消失する。

『神性都市の時と代きでもいい。三百年前の時と代きでもいい。あなたという人間が生まれていれば……わたしだってイシスだって、こんな……後戻りのできないところまで来ることは無かったかもしれないのに』

「待てよ」

　やり直すことができないと誰が決めたのか。

　そう続けようとしたレンより先に、ミスティが横顔を向けた。

『もう遅いのです。遙かなる時空より彼女が帰還する』

「え？」

『彼女は太陽でわたしは月。わたしの存在など、しょせんは彼女の大いなる威光ひかりの一端を映して輝かがやいているだけなのだから』

　何を言っているのだろう。手元の鎌さえ収めてしまった様子を察するに、もはや彼女には戦意が無いようにも思える。

　……だけど、何だ？

　……異様な悪寒がする。

　こちらを見下ろすミスティの表情には、もはや先さつきのような激げつ昂こうは浮かんでいなかった。あるのは諦てい念ねん。

　ただただ穏おだやかに、地上の者すべてを憐あわれむような眼まな差ざしだけ。

　──もはや全すべてが終わったと。

　すべてを受け入れ、そして諦あきらめた者の表情だった。それが何を意味するのか想像さえつかずにレンが上空を見上げる一方で、ざわめきだつのは黒衣の騎き士したちだった。

「カサディンさん、沈黙機関の様子がおかしいです」

　顔を上げた王蛾オウガの一言。

「面白いことが起こるかも」

「どういう意味だ？」

　一部始終を遠巻きに観察していた王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが、ざわめきだつ。

「頭上の二体から感じられる敵意が消えました」

「降伏とでも？」

「いいえ」

　カサディンの言葉に、虚構精霊エイドスを従える序列一位は愉ゆ快かいげに首を横に振ってみせた。

「むしろ勝利を悟ったがゆえの放心。そんな感じ」

「何だと？」

「とてつもない気配」

　そう王蛾が目を細めたと同時。

　レンの背中に、土の始原精霊ノームが慌てて飛びついてきた。

『来ル！』

「え？」

『フィオラ……怒ッテル……！』

『大事ナ精霊シイエラミリス、イナイ……スゴク、怒ッテル……悲シンデル』

　背中に隠れながらも、たどたどしい言葉遣いで必死に何かを伝えようと手を振ってくる。肩に留まった火の始原精霊サラマンダーもそうだ。

　こちらの注意を引くために、その小さな手足で衣服をしきりに引っ張ってくる。

「……どういうことだミスティ」

『終しゆう焉えんだ。我々はただ、彼女の帰還を待つだけで良かった』

　応じたのは沈黙機関イシス。

『レン、あなたは何もかもが遅かったのです』

　そして沈黙機関ミスティが弱々しく首しゆ肯こう。

　二人が浮かぶ虚こ空くうを中心に「何か」が破は裂れつしたのはその時だった。

　──大いなる神性の再来。

　ただただ真白き光がそこから生まれ、拡張し、世界の隅々までを照らしだす。海を越え、大陸を渡り、天界を照らして冥めい界かいをも輝かがやかしき閃せん光こうで包みこむ。




　C / wi phenoria xes Selah Uls xephさあ起きて、約束の庭の子供たち.




　X sis elmei Zelah,わたしは全ての母で ende Mil nes Xe phenoriaあり、あなたたちはその子供.




　r-lihit sephat願いし軌跡の, sitras tia dett miel may奏鳴満たす数多の相よ.　noa cornis xin,孵るべき時のなか ilmei Zelah evhe ele kiss大いなる旋律が共にある.




「……歌？」

　レンがその歌声を聴いたのは、その時だった。

　終しゆう焉えんの島から拡ひろがって世界の果てまでも浸しん透とうしていく少女の歌声。美しく、愛らしさと透明感にあふれた慈愛ある詠うた。

　古来より「福ふく音いん」と呼ばれるもの。

　それは美しく、喜ばしく、待ち望まれし報しらせを意味する。

　──だがレンは同時に悟った。

　──身震いするほどに美しいこの歌は、それは沈黙機関のための歌であると。

　だとすれば。

　この歌は自分たちにとって何を意味するか。




　ubinis yahe cia melt kyel I織りなす言の葉は世界を伝い、, bel hiz ole xes dett ubin roosis kamyu-旧き記憶に重ねた夢だけが




　Xe Ilis clar ele. Nel kis錆びついた世界の扉を開ける tis kyel hiz bios-I-omieたつた一つの鍵となる.




　ソレは、あまりにも悠然と現れた。

　宙を浮遊する沈黙機関イシスと沈黙機関ミスティの、その中心に。瞼まぶたを焼きつくすほどの光と、地上の者すべての背筋を凍らせるほどの畏い怖ふを従えて。

『イシス、ミスティ。永らく待たせてしまったな』

　ゆっくりと「彼女」が顔を上げると共に、その両脇に控える二人が宙で傅かしずく。

『一瞬の事だ。フィオラ、貴女あなたとともに過ごした時間と比べれば』

『あなたが帰還したことが全すべてです。これ以上に喜ばしき報せがあるでしょうか』

『……そうか。ならば良かった』

　フィオラ、と呼ばれた沈黙機関が透ける翼つばさを羽ばたかせる。

　──幻想的な造形の少女だった。

　儚はかなげな面立ちのなかに湛たたえた愛らしさ。ほのかな色味の白銀めいた黄金プラチナブロンドは、彼女自身の放つ光と同化して輝かがやき、鮮やかな緋ひ色いろには絶対的な存在感が宿っている。

　そんな彼女が身にまとうのは、純白を基調とした上下一体の天衣。細身の体型に合わせ、流れるように裾が風になびいている。

　だが何よりの特徴は、背中に生えた六枚の翼つばさだろう。

　翼の形状こそ鳥の羽に似ているが、その鮮やかな蒼あおがかった色味と美しさはむしろ蝶ちよう。大いなる天上も厳おごそかなる大海も及ばないほど透きとおった蒼そう碧へき色の翼だ。

　寒気がするほどに──

　美しい翼をもつ少女がそこにいた。

『始めよう』

　その彼女が口にした。

　英勇エルラインが、偽英勇レンが、もっとも恐れた宣言を。

『終焉戦争あのときの続きを』

　光り輝く絶望。

　あなたは遅すぎたというミスティの言葉の真意を、レンは理解した。

　かつて英勇エルラインの前に立ちはだかった真の『終しゆう焉えん戦争の災厄』が、今この場に顕けん現げんしたことを。













　　　　Record.6　レン






　聖地カナン。

　そう呼ばれる精霊信仰の地で、レンは、聖エリエスに連れられて古い礼拝堂を訪れた時のことを覚えている。

　時の経過の中で風化した机に椅い子すに祭さい壇だん。

　埃ほこりだけが分厚く積もる礼拝堂で、たった一つ残っていたものが人間大の石像だった。

　翼つばさの生えた少女の像。




〝精霊の姫。そう呼ばれて奉たてまつられていた精霊の像よ〟




　エリエスはそう教えてくれた。

　すべての精霊を従える姫であると。

　少女に羽が生えた外見は一見すれば天界の天使のよう。そんな天使と区別をつけるため、こちらを『真天使』と呼ぶ説もある。精霊信仰でも一番古い聖典に記されており、世界の均きん衡こうを掌握する存在であるという説を唱となえる学者もいると、そう教えてくれた。




〝レンも知ってる名前よ〟

〝俺が？〟

〝昔は世界中に精霊信仰の礼拝堂があったの。その教義の名残は今も各地の都市にあるわ。そもそもレンの通ってた旅団パーテイ養成機関が──〟




　聖フィオラ旅学園。

　その名は決して珍しいものではない。レンの知るかぎり二つの姉妹校が古くから存在し、別大陸を探せば同じ名を冠する施設は他にも見つかることだろう。

　それほどまでに広く知られた名前。人間にとってはそれだけ親しみのある名の起源。人類が遙か古代から崇あがめている伝説の存在こそが────

「本当の相手。そういうことなのかよ……」

　頭上に顕けん現げんしたソレの存在感はあまりにも圧倒的だった。もはや目の前にいるソレから感じるものを存在感と呼んでいいのかすらわからない。

　寒気や怖おぞ気けとは次元の違う神性。左右に控える沈黙機関イシス、ミスティの両者すら霞かすむ絶対的な神性を前に、畏い敬けいにも似た感情すら覚える。

　──沈黙機関フィオラ。

　言い伝えに一つ誤あやまりがあったとすれば、フィオラが精霊の姫ではなかったことだろう。この光り輝かがやく絶望は、精霊によく似た沈黙機関の姫だったのだ。

「…………」

　言葉が出ない。

　霊剣ヴィエルジュを握る手が小刻みに震えているのがわかるのに、レンは、その震えを止めることさえできずにいた。

「大層な登場だな？」

　草を踏む足音。いつの間にここまで歩いてきたのか。レンがふり向いた目の前に、銀色の髪をなびかせる竜の少女が立っていた。

「封印の隙すき間まから這はい上あがってきたか。そのまま永遠に時空の狭間はざまを彷徨さまよっていればいいものを」

『お前は……』

　沈黙機関フィオラが顔を傾ける。

　その緋ひ色いろのまなざしで草原に立つ者すべてを見回し、その視線がキリシェと自レ分ンのちょうど中間で止まった。

『竜りゆう姫ひめキリシェ、三百年前には多少驚かされた』

　精霊の声。

　キリシェに届かないことなど承知の上だろうが、それも構わずに沈黙機関の姫は言葉を続けた。

『天てん銀ぎん竜りゆうの息吹。まさか世界の境界を貫いて私を異空間まで吹き飛ばすとは。すべての竜因子ちからを消費した上とはいえ、あの一瞬、あの息吹が、竜という種族の限界を超えた一撃であったことは認めよう。だが──』

　そして。

『無駄だったな』

　何一つ感情らしきものをまじえることなく、フィオラはそう断言した。

『私もお前も、この地へと帰還した。だがどうだ？　お前は竜因子ちからの多くを失い、私は何一つ失っていない。その小さき身で何ができる』

「ふん、何か言ってるのか？　たまには私に聞こえる声で喋しやべったらどうだ」

「そうして無駄に挑発するのもどうかと思いますが」

「ねー。どうせアイツだってロクなこと言ってないだろうし。口くち喧げん嘩かでもするの？」

　キリシェの両隣に並び立つ大天使フイアと先代魔王エリーゼ。

「レン」

　視線は頭上の沈黙機関へと向けながら。

　キリシェが、ぎりぎりまで絞った声量で言葉を続けた。

「世界録アンコールのことだ。さっきの話……あれは、沈黙機関やつらへの虚言ではないのだな？」

「ああ」

　精霊シィエラミリスに託された世界録アンコールを見つけたこと。

　世界録アンコールの正体が、三法ほう印いんを集めて終しゆう焉えんの島を訪れた者に対する、エルライン本人からの伝言ことばであったこと。

　その内容が、「光り輝かがやく者」との、いま一度の対話を求めるものであったこと。

「嘘うそなんかじゃない。俺は、本当にエルラインと会ってきた」

「そうか……」

　掠かすれた声を漏らすキリシェ。

「お前が沈黙機関やつらに声を向けた理由は理解した。だが忘れろ」

「……忘れる？」

「話にならない。奴やつは精霊でも沈黙機関でもない、具現化した絶望そのものだ。仮にお前の言葉が届いたとしても、それが奴に響くことなどありえない」

　偶然だろうか。

　それは、この直前に沈黙機関ミスティが自分に向けて放った言葉とどこか似ていた。

　──あなたは遅すぎた。

　──遙かなる時空から彼女が帰還してしまったから、と。

　それが意味するところは。

「レンは左右の二体を食い止めろ。あの翼つばさの生えた奴は三大姫わたしたちが対応する」

「で、でも待ってくれよキリシェ！　フィア先輩もエリーゼも！　アイツだってまだ何もしてないじゃないか」

　翼を持つ沈黙機関を仰あおぎ見て。

「フィオラ！　おまえは…………」

　彼女へ呼びかけようとした、まさにその時。

『────』

　沈黙機関の姫である少女の手元に、何かが顕あらわれた。

　光り輝く円形の紋様は一見すれば法ほう術じゆつ円えん環かんにも似ていたが、円環の内側を流れる符ふ丁ちようの規則性と整然とした並びは、まるで。

　楽譜フルスコア。

　それは古いにしえの楽曲を視覚化して記録した書だ。

　演奏者によって奏でられることで、太古の音色が現代へと甦よみがえる。

「レン退さがれ！」

　叫んだ者がキリシェかフィアかエリーゼかの判断さえ許さない刹せつ那なの事象。

　かつて英えい勇ゆうが「戦うほかに無い」と断念せざるをえなかった理由を、レンは我が身をもって思い知った。




　──詩し篇へん『世界創世の残り火』。




　光は、闇よりも強く視界を奪う。

　諸人の視界が真白い光の奔ほん流りゆうに呑のみこまれ、世界が光に閉ざされた。

　それは──

　レンの知る「炎」の姿をしていなかった。

　光の速さで押し寄せてくる波動であり、太陽さえ灼やき焦こがす熱であり、聞く者の鼓こ膜まくを劈つんざく轟ごう音おんであり、それらが等しく混ざりあった破壊の閃せん光こうだった。

『原初の火だ。すべての炎は此こ処こより生まれ、数多あまたに分裂し、姿を変えて現在へと至いたる。この世界の原型を知らぬ三種族ものに防ぐ手だてはない』

　一陣の風とともに消えていく炎。

　沈黙機関フィオラの言葉が涼やかに虚こ空くうへと溶けていったその後に、地上に、己おのれの足で立っている者はいなかった。

　ある者は彼方かなたまで吹き飛ばされ。

　ある者は焦土に倒れ。

　ある者は吹き上がった土砂に呑みこまれて動きを封じられていた。

　その中で、わずかに意識をつなぎ止めた者たちは理解した。これは「戦う」や「抗あらがう」といった言葉が意味を為さない相手であると。

　──これが沈黙機関の統率者。

　世界の不均きん衡こうを正す裁断者、その姿であり強さであるのだと。

『もっとも……』

　感情を感じさせない声でフィオラが続ける。

『これがあるべき結果だと思え。あの戦いこそが例外だった』

　そう。本来ならば終しゆう焉えん戦争で敗北していたのは三種族の方だった。

　それが結果的に勝利へと繋つながったのは、三百年前、たった一人の剣士が沈黙機関フィオラと互角に戦い、退けたという例外中の例外があったからだ。あのような規格外イレギユラーが存在しなければ、終焉戦争は沈黙機関の勝利で終わっていたはずだった。

『イシス』

　地上の状況には早々に興味を失った。

　そんな様子で、沈黙機関の姫フイオラが隣に控えた仲間に顔を向ける。

『あの場所は？』

『まだ確認ができていない。島そのものが三種族の結界に覆おおわれ、私たちもこの場に突入できたのも先ほどのことだ』

『それで、私の帰還までこの法ほう印いんとやらを集めていたというわけか』

　フィオラの手に握られた極小の紫水晶アメジスト。冥めい界かいでイシスが魔王ヴェルサレムから奪取したものだが、既にフィオラへの譲渡は完了している。

『あの「風」を突破するために三種族の力を利用する、か。忌々しいが……それ以外に手段がない以上、やむをえないな』

　翼つばさをもつ少女が溜ため息いき。

　と、その掌てのひらに置かれた紫水晶アメジストを見つめて。

『竜と天使と悪魔がそれぞれ法印を生成し、三つで一つ。障壁突破のための究極の力を持つ発動体となる。そういうことだなミスティ』

『はい……』

『ならば残りは竜帝カルラと女神レスフレーゼの法印か』

『わたしが回収してきます』

　頷うなずく白髪の少女。

『竜りゆう姫ひめキリシェの気配をまだ感じます。かろうじて意識を繋つなぎとめているようですから。……そしてレン、わかったでしょう。あなたの旅は終わりだと言った意味』

『レン？』

『い、いえ！　何でもありませんフィオラ』

　あわてて頭を振って地上へと降下していくミスティ。

　それを──

『待て』

　その手を握って制止したのは他ならぬフィオラ本人だった。

『フィオラ？　どうしました？』

『どういうことだ』

　片目を細め、もう片目をみひらく左右非対称の驚きよう愕がくをうかべたフィオラ。その視線は両隣の仲間に向けられたものではなかった。

『なぜ人間のお前が、私の言こと霊だまを浴びて無事でいる？』

　地上を見下ろす沈黙機関の姫。

　そこに──




　一人の少年が、自らの足で立ち上がっていた。




　蒼あおく輝かがやく霊剣を支えに。

　全身の疲労と激痛とに奥歯を噛かみしめながらも、背後の精霊二体に見守られ、世界の均きん衡こうを司つかさどる者たちをまっすぐ見つめていた。

『馬鹿な……！』

『レン!?』

　イシス、ミスティの驚きよう愕がくの声が重なる。

　そのなかで、翼つばさを持つ沈黙機関だけは淡々とレンの姿を見下ろして。

『精霊シイエラミリスの波長？　なぜ精霊シイエラミリスの力を人間から感じる？』

『……そうか、原初の海ですフィオラ！　シィエラミリスの住処すみかにいたから、レンは……あの波長を浴び続けていたはず』

『なるほどな。原初の海の波長で、原初の火を中和して──』

「違う」

　沈黙機関の姫フイオラが言い終えるのを待たずして。

　レンは、己おのれの言葉でもって彼女の言葉を薙なぎ払はらった。

「そうじゃない。お前ら何もわかってないんだな」

『何も、とは？』

「教えてやるさ」

　大地から引き抜いた霊剣の切っ先を、絶対なる神性の少女へと突きつける。

「原初の海の力のおかげで原初の火にも耐えられたとか、そんな事自体はどうでもいい。大事なのは過程だろ。なぜ精霊シイエラミリスが俺を精霊の住処に招いたのか。そっちの方が遙かに大きな意味を持ってるはずなんだ」

『何が言いたい？』

「俺とお前、精霊シイエラミリスがどっちの味方をしたのかってことだよ」

　今も自分を見守ってくれている土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダー。

　世界録アンコールを、自分の住処で守り続けてきた精霊の女王シイエラミリス。

　なぜ精霊が偽英勇レンに、そして英勇エルラインに力を貸してくれていたのか──

　その理由が今ならわかる。

　沈黙機関とは戦えない身である精霊が、本当に望んでいる未来の姿を。

「はるか古代のことだ。別世界の霊的波動体が古代召喚術で招かれて、竜と天使と悪魔として具現化した……それがお前らは気にくわなかった。別世界のヨソ者で、こっちの世界に存在しないはずのものだったから排除しようとした」

『────』

「させねぇよ。法ほう印いんだって渡しはしない」

『理解してないな』

　蒼そう碧へき色の翼を大きく羽ばたかせるフィオラ。沈黙機関の統率者である彼女が、ゆっくりと地上へと降りてくる。

『お前の意思が関与する余地などない』

　衝撃。

　見えない何かに弾はじかれ、レンは大地に叩たたきつけられた。

「……っ……ぁ……!?」

　聳そびえ立たつ大気の壁？

　否。地上に降りそそぐ重力の方向線ベクトルが突如として折れ曲がり、すべてレンに向かって襲おそってきたのだ。息すら詰まる衝撃を全身に受け、意識が一瞬断ち切られた。

　真に恐ろしいことは──

　沈黙機関フィオラが何一つしていないということだ。

　強大な悪魔が発する言こと霊だまが人間よりはるかに大規模な法ほう術じゆつを発動させることは知られているが、フィオラはその言霊さえ発していない。

　天から降りて地面に足をついた。

　それだけで、大地へ向かう重力の方向線ベクトルが折れ曲がる超常現象が起きてしまった。

　……正真正銘の化け物だ。

　……三百年前、エルラインはこんなのと戦ってたっていうのか。

　むしろこの怪物と互角に渡りあったという剣士の方が想像つかない。どうすればこんな理不尽な相手を食い止めることができたのか。

　どれほどの力と──

　どれほどの信念があれば──

「……ああ、よくわかったよ」

　地面の土ごと拳こぶしを握りしめる。

　背中にのしかかってくる重力に息を詰まらせながらも、地に片かた膝ひざを立て、身を起こす。

「こんな奴やつに立ち向かっていくのが、どれだけ大変なことか」

　それはつまり。

　それだけ強い気持ちがあったということなのだろう。

　……そうだろエルライン。

　……それくらい、アンタは終しゆう焉えん戦争を止めたかったんだな。

　守りたかったのだ。

　天使も悪魔も竜も、もう立派なこの世界の住人だから。

「────」

『なぜ笑う？　己おのれの非力を知った上での自じ嘲ちようか？』

「……少し……昔のこと、思いだしてただけさ」

　再び立ち上がる。

　これが初めての絶望で、初めての窮きゆう地ちであったのならば自分はここで倒れていたかもしれない。起き上がる気力など枯れ果てていたに違いない。

　だが、これ以上に無謀な戦いが無かったかと問われれば、それは違う。

「……懐なつかしいな。俺が霊剣を持ってなかった時で……古代召喚術なんて知らなくて……精霊の声もはっきり聞こえない時さ」

　自分が一番弱かった頃のこと。

　何一つ頼るものがない状況で、目の前の絶望に挑んだことがあった。

　……あの時、俺は勝てなかった。

　……だけどソレが現い在まに繋つながった。

　それが「彼女」に認められるキッカケで、すべての出会いに繋がった。

〝わたしを庇かばって疾竜ワイバーンへ挑んだ気概を忘れるな〟

〝それが、わたしたちが旅団パーテイを組むたった一つの条件だ〟

「忘れてなんかない……」

『何を言っている？』

「俺の言いたいことはたった一つだよ。フィオラ、お前の描えがく理想が三種族のいない世界だっていうのなら、俺はそんなの絶対ごめんだ。だから──」

　満まん身しん創そう痍いの少年が、大きく息を吐く。

　霊剣を握る手に力をこめて。

「まずはお前の要望どおり徹底的に戦って戦って戦って……抗あらがいつくしてやる！　三百年前のエルラインがそうしたように。お前が疲れきって戦えなくなって、まともに話を聞くしかないって諦あきらめるまでな！」

『戦う？　お前が私と？』

「そうさ。そして、そうやって傲ごう慢まんに人間を見下すから、お前は英勇エルラインに負けたんだ」

『……負けただと？』

　何を馬鹿げたことを。

　そう言いたげな沈黙機関の姫フイオラめがけ、レンは大地を蹴った。

「わからないならもう一度教えてやる。俺が、あの日の英えい勇ゆうに代わってな！」

　大地の疾走。

　土の始原精霊ノームに師事することで感じる大地の息吹を受けて。

「だから──」

　火の始原精霊サラマンダーに見守られ。

　精霊の女王の力を宿した霊剣を振りかぶる。

「来いよ沈黙機関の姫フイオラ。お前がどれだけ理想を語ろうと、俺はその未来を越えていく！」

『戯たわ言ごとを！』

　透きとおる翼つばさを広げるフィオラ。

　その羽ばたきで空間が強引にねじ曲げられ、大気の摩擦と断裂による極大の鎌かま鼬いたちとなって地上のすべてを切りきざむ。

　不可視の大気の破は裂れつ。

　それを目前にしてレンが聴いていたものは──

〝感じ取れるはず。風がふるえる様。水面こころに映るままに避よけなさい〟

　……聞こえる。

　……本当に小さく、微弱な声だけど。

　ぽちゃんと跳ねる水飛沫しぶき。

　大地の脈動に力を与えられるままに、レンは疾は走しりながら身を反そらした。

　──頬ほおを掠かすめていく不可視の刃やいば。

　反応不可能の攻撃。その轟ごう音おんが鼓こ膜まくに伝わった時には、もはや全身が風の刃に刻まれて倒れているはずの攻撃。

　だが今は。

　怖くない。当たらない。沈黙機関の光も波動も、終しゆう焉えんの島に渦巻く大気の流れさえ、すべてを映しだす水の始原精霊ウンデイーネの『水鏡おしえ』。

〝そう。その境地を忘れずに〟

「……この声、水の始原精霊ウンデイーネ？」

　それに応こたえたのは。

　水の始原精霊ウンデイーネとは違う声だった。

〝もう、急になにするの。エリエスとお話してたのに！〟

　姿は見えない。

　だけど感じる。遙か彼方かなたの地から届く精霊たちの声を。

「風の始原精霊シルフ？」

〝前に教えたはず。風を切るのではなく、風と一つになる境み地ち。そのための理想の軌き跡せきを理解した時、貴方あなたの剣は何より迅はやい風となる──臆おくせず疾は走しりなさい！〟

　渦巻く大気の断裂へと身を投じる。

　そして視みた。

　荒れ狂う暴風の渦のなか、たった一つ、沈黙機関フィオラへと通じる風の通り道を。

『人間、何を聴いている？』

　力の暴風のなかをまっすぐに走る少年の姿を前に、フィオラが一歩後退した。

　沈黙機関の姫フイオラが不穏を感じて後ずさる。

　実に三百年ぶり。歴史上二度目となる信じがたき出来事だった。

『精霊の声を聴き、それに倣っているのはわかる。だが精霊は何ど処こにいる？　気配がない。それなのに精霊の声だけが在あることなど……いや、違う？　人間こいつに精霊の声を届けているものがいる』

　沈黙機関の姫フイオラが凝ぎよう視ししたのは、かつて英えい勇ゆうが神性都市の遺跡で見つけた剣。

　蒼あおく煌きらめく霊剣ヴィエルジュだった。

『シィエラミリス!?　お前なのか、それがお前の意思であると？』

　それが、フィオラが見せた一度きりの隙すきだった。

　暴風を突破。

　翼つばさを広げたフィオラへとレンが肉薄する。

『人間、貴様は────』

「人間なんて名前じゃねえよ。俺は」

　無防備な沈黙機関の姫フイオラへと剣を振りかぶり、レンは応じた。

「レン、だ」

『なるほど。あの男と似ているのは、外見だけというわけでもないらしい』

　沈黙機関の姫フイオラの滲にじませた不敵な笑えみ。

　と同時に、蒼そう碧へきの翼が大きく打ち下ろされ、彼女を覆おおい守る盾としてレンの前に立ちはだかった。

「……ぐっ!?」

『惜おしかったな』

　ふわりと包みこまれるような手て応ごたえ。蝶ちようを想おもわせる透きとおった薄い羽根が、ぶあつい羽毛のように霊剣の切っ先を受け止めていた。

『イシス、ミスティ』

『フィオラに剣を向けた気迫は評価する。だが終いだ』

『あなたの女神法ほう印いん、渡してもらいます』

　立ちはだかる二つの影。

　フィオラを庇かばうように急降下してくる沈黙機関イシスとミスティ、その両手に眩まばゆい光が宿った瞬間を横目に捉え────

　レンの瞳ひとみに映ったのは、その光のなかで舞う無数の白い羽根だった。

「あら、総力戦なら先にそうと言ってくださいな」

　イシスの手首が何者かに掴つかみとられる。

　さらにその背後でも、ミスティの拳こぶしがレンに触れる寸前で受けとめられていた。

「いやぁギリギリ間に合ったね。魔王の禁きん呪じゆを使うヒマもなかったよ」

　白の翼を顕けん現げんさせた大天使フイア。

　全身に黒の障しよう気きをまとった先代魔王エリーゼ。

　そして──

「早々にやってくれたじゃないか。わたしでさえ意識が遠のきかけたぞ」

『……竜りゆう姫ひめキリシェ！』

「冥めい府ふの底まで堕おちていけ」

　ずんっ、と鈍い音がこだまする。

　至近距離からキリシェの突きだした拳こぶしと、咄とつ嗟さにそれを受けとめた沈黙機関の姫フイオラの翼つばさ。強大無比の法力が接触し、せめぎ合い、猛烈な熱波が大地に吹き荒れた。

「お待たせしましたわレン」

　イシスの腕を猛烈な握力で握りながら、フィア。

「フィア先輩!?　さっきの炎は……」

「危うく蒸発しかけました。が、何とか防御が間に合いましたわ。三百年、天界に引きこもって自分に加護を重ね続けた甲か斐いがありました」

「アタシも、三百年前に浴びて転生した身だし。さすがに二度目はね」

　ミスティの拳を払いのけるエリーゼ。

「レン──」

　そして無傷の沈黙機関の姫フイオラと睨にらみあうキリシェ。

　こちらも全身に痛々しい火傷やけどの痕あとが残っているものの、緑玉色エメラルドの瞳ひとみに映る戦意は衰えるどころか一層強い輝かがやきを放っている。

「よく吼ほえた。そして、あの時とは少し変わったな」












　学生街ミスティエで疾竜ワイバーンからキリシェを庇かばった時の出会いを、レンは今でも鮮やかな記憶として留とどめている。

　──来いよヘボ竜。

　威い嚇かくの姿勢をとる疾竜ワイバーンに対し、自分はそう啖たん呵かを切った。

　勝てない相手だと知りながら。

「あの時のお前は気迫だけが一人歩きして、自身の気迫に応こたえるための土台が欠けていた。だが今はどうだ」

「レン、あなた自身の精神と、それを強がりで終わらせない力」

「どちらにも偏かたよりすぎてない。いい具合に噛かみあってきたじゃない」

　背中を向けたままの三人の少女たち。

　そして気づいた。

　思えば、彼女たちが自分に背を向ける姿を見るのが初めてであったことに。

　……ずっと後ろから見られてた。

　……いや、見守られてた。

　剣を握る手が独りでに震えだすのを止められなかった。恐怖でも痛みのせいでもない。嬉うれしかったからだ。

　ようやく背中を預けてもらえた。それに気づいたから、まだ何度でも戦える。

　傷だらけの身体からだに気力が巡っていくのがわかる。

「さて再開だ」

『強がるな。たかだか一度、かろうじて我が「詩し篇へん」から免れただけで』

　キリシェの言葉に首をふる沈黙機関の姫フイオラ。

　その掲げた手元に、再び円環の楽譜が浮かびあがった。

『結末は変わらない』

　フィオラの指先が楽譜をなぞる。

　先さつきの原初の火？　あるいは別の効果を持つ法ほう術じゆつか？　発動するまでその力はわからないが、発動させてしまえば、今度こそ旅団パーテイが全滅することだけは明らかだった。

「……させるかよ！」

　ならば霊剣ヴィエルジュで楽譜を切り裂く。

　沈黙機関の姫フイオラめがけてレンが足を一歩踏みだした時点で、真っ先にその狙ねらいを看破したのは沈黙機関イシスとミスティだった。レンと沈黙機関の姫フイオラとを結ぶ軌き道どう上へと瞬時に転移し、立ちはだかる。

　それを──

「行きな」

「行きなさい」

　先代魔王エリーゼと大天使フイアとが、レンに迫る沈黙機関二体の前へ。さらにフィオラが放った別の法ほう術じゆつを竜姫キリシエが撃ち返すことで迎撃。

「行け」

　沈黙機関の姫フイオラへと至いたる道が、生まれた。

　それは紛まぎれもなく終しゆう焉えん戦争の再現だった。三さん大だい姫ひが拓ひらいた道を──三百年前に剣帝エルラインが走った道を、ただひたすらにレンは走った。

　数秒にも満たないはずの時間が永えい劫ごうにも感じられる精神の昇華。フィオラの手元に輝かがやく楽譜だけを見み据すえた。

　……これが最後の勝負だ。

　……俺が辿たどりつくのが早いか、あいつが術式を発動させるのが先か。

　二つに一つ。

　そのはずだった。




〝だめ、逃げて！〟

〝……■■■■が、■■する……もう……■■できな……い……！〟




　嘆きと悲壮に打うち拉ひしがれた悲鳴。

　その声はレンのすぐ近く。

　右手に握りしめた霊剣ヴィエルジュから伝わった声だった。

『……具象化した。侵食が進んでいる。やはり私の帰還が遅すぎたか』

　沈黙機関の姫フイオラが、苦々しい顔つきでこちらを睨にらんだ。

『レン、これが貴様の選んだ結末だ』

「なに!?」

『今ここで世界は終わる。私の使命を阻害したことでな』

　それは何を意味した言葉だったのか。

　レンが発しかけた声が、目の前に生まれた気流にかき消された。

「風？　いや、違う!?　これは──」

　咽むせび泣なくような風の声。

　そうレンが錯覚したものの正体は、レンと沈黙機関の姫フイオラとの間に顕けん現げんした奇怪な渦が、周囲の空間を侵食し、破壊し始めた音だった。

『ダメ！』

『ニゲテ！』

　背中に飛び乗って悲鳴を上げる土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダー。

　と同時に、レンの目の前で渦が弾はじけた。

　──破壊の波動の噴出。

　かつて体験したことのない奇怪な力が渦の中心から一気に噴出し、拡ひろがった。

　終しゆう焉えんの島の岩盤が根元からめくれあがり、その力に煽あおられて空へと吹き上がり、雲を突きぬけてもまだ止まらない勢いで上昇を続けていく。

　海の水が一瞬で蒸発。

　さらに島を覆おおっていた三種族の結界さえも、黒の雷撃ごと消し飛んでいく。

「……そんなっ!?」




〝この島にはまだ謎なぞがある〟

〝風が何重にも巻き上がって螺ら旋せんを形成しながら、爆発するように際限なく力を放出し続けている奇妙な場所だ〟




　英えい勇ゆうから伝えられた島の秘密。

「コレがそうなのか!?」

　エルラインでさえ到達できなかった謎の力の噴出地。

　その奥に、彼は何かを見たと言っていた。

　……だけど、エルラインはそれが島の奥にあると言ってた。

　……ここはまだ島の中心部なのに。

　奇怪な力を噴出し続ける「渦だったもの」が、レンの目の前でみるみる肥大化していく。

力の放出が際限なく強まっていく光景を前にして。

「まさか……三百年の間に、エルラインの言った場所そのものが膨ふくれあがってここまで到達してたっていうのかよ!?」

　レンは事象の真相へと至いたった。

　自分たちは、よりによってその力の中心部で戦闘を繰り広げていたのだ。

『フィオラ、予定変更だ！』

　奇怪な力の噴出地点にいるフィオラへと駆けよるイシス。沈黙機関の姫フイオラである少女に手を伸ばそうとして──

　光り輝く偉丈夫の姿をした沈黙機関が、消し飛んだ。

　力の放出を浴びて吹き飛ばされた。レンがそう理解したのは、後ろからやってきたミスティが苦く悶もんの表情で悲鳴を上げたからだ。

『フィオラ、だめです……わたしの力では、堪たえきれ……ない……！』

　白髪の少女が虚こ空くうに留とどまっていたのは一瞬。

　次の瞬間には、突風に攫さらわれる砂のごとく軽々と吹き飛ばされる。かと思った先には、空に舞った直後、吹き飛ばされたその場で姿が掻かき消えた。

　そして。

　その未知の力の噴出が襲おそいかかった先は沈黙機関だけではなかった。

「レンいけません。そこから離れ…………ぁ……！」

　悲鳴を上げる大天使。

　翼つばさの浮力でソレに抗あらがうことができたのは一瞬だった。謎なぞの風に煽あおられて吹き飛ばされ、その姿が何ど処こへということもなく消えてしまう。

　吹き飛ばされたものが直後に強制転移させられていく？

　だが、そうだとしてもこの風の正体はいったい何だというのか。

「フィア先輩！」

「レン逃げて……この風、何かやばい！　絡みついてくる!?」

「エリーゼ!?」

　見えない縄に縛いましめられたように膝ひざをつく先代魔王。その彼女にレンが駆けよろうとするのを嘲あざ笑わらうかのように、その小柄な身体からだが掻かき消える。

　……これは、なんの冗談だよ。

　……何が起きてるっていうんだ。

　沈黙機関イシスと沈黙機関ミスティ。

　それに大天使フィアと先代魔王エリーゼ。

　世界の頂点に立つであろう実力者たちが、この場に一歩とて踏みとどまることができずに消し飛んだ。

　それは、あまりにも理解しがたい光景だった。

「くそ！　この風は何だっていうんだよ！」

　火山の噴火さながらに、螺ら旋せんの中心から放出しつづける力の気流。

　さらに島の大地を根元から掘り起こし、その土砂も樹じゆ木もくも生物たちも関係なくすべてを島の外へと押し流していく。

　まるで、そこからまったく別の何かが這はい上あがってくる前兆のように────

「レン！」

　力の気流を突きやぶって届いた声。

「キリシェ！」

「手を────」

　力の奔ほん流りゆうに押し流されながらも、それに抗いながら必死に手を伸ばす竜の少女。

　触れあう指先。

　その感触から、彼女の体温を確かに感じた直後。

「…………っ」

「キリシェ!?　おい、キリシェ！」

「レン──」

　キリシェが何かを伝えようと歯を食いしばる。

　それが、レンの見た最後の光景だった。

　……そんな、俺とキリシェで三法ほう印いんが集まってるっていうのに。

　……これでも耐えられないっていうのか!?

　三法印の所持者でさえ、この暴風の前には無力だというのか。

『抗あらがえるわけもない。三法印の加護とはいえ悪魔法印が複製レプリカではな』

　遙か彼方かなたの水平線まで吹き飛ばされて掻かき消えたキリシェを横目に、ただ一人その場に踏みとどまっていたのは沈黙機関の姫フイオラだった。

「フィオラ、お前の仕業か！」

『勘かん違いするな。この力の爆発はすべての者に平等だ。お前にも私にもな。言ったはず、今日ここで世界は終わると』

「……終わる？」

『この島は消滅する。そして、その余波は世界の隅々までも浸食する』

　ごくごく当たり前のように口にするフィオラ。

『世界の均きん衡こうは崩れ────すべての大地が崩ほう壊かいし、海は乾き、空が堕おちてくる。古き大陸が浮上するとともに、あの忌まわしき神性都市までもが姿を現すだろう。……すべては古いにしえの歪ゆがんだ野望ゆえに』

　気流に覆おおい隠されていく沈黙機関の姫フイオラ。

　今までの者たちのように力の渦に押し流されこそしないが、彼女もまた、視界を覆いつくすまでに膨ふくれあがった奔ほん流りゆうの中へと沈むように消えていく。

「待てフィオラ！」

『女神法印、ゆめゆめ手放すな。私と貴様どちらにとっても、法ソ印レこそが世界を新生する鍵かぎになる』

　視界が気流に覆われる。

　エリーゼと同じく全身に奇怪な力が絡みついてきた。それに気づいて抗おうとする意思も虚むなしく、レンは、終しゆう焉えんの島からあふれ出す力の渦に押し流された。

　途切れる意識。

　終焉の島の外へ。

　大海の、さらに先の水平線までも吹き飛ばされて────




　終焉の島と呼ばれた地は、消滅した。






　　　　Record.7　世界の終わりの再来アンコール






　遠い、遠い、意識の最奥で──

　どれだけの時間。

　押し寄せる潮しお騒さいの鼓動を、全身で聴いていただろう。







「…………」

「…………っ、……兄……」

　頭と肩に誰だれかが触れる。

　耳元に感じる小さな息づかいと、懐なつかしい声。

「お兄…………今日も……やっぱり…………」

「……早く、元気に……」

　ふっと遠ざかる声に呼応するように、意識と思考とがゆっくりと戻っていく。

　瞼まぶたを開ける。窓から差しこむ夕日の眩まぶしさに痛覚を刺激され、それが結果としてレンの意識の覚かく醒せいを促した。

　仰あお向むけに寝た状態で、視線を部屋の中へ。

　背を向けて部屋を出ようとする小柄な少女。自分と同じ色味の茶髪を後ろで三つ編みにして、素そ朴ぼくなシャツとスカートの上に炊事用のエプロンをつけている。

　その後ろ姿に、レンは見覚えがあった。

「……リンカ？」

「っ!?」

　ビクッとその場で立ち止まる少女。

　それから一拍おいて、おそるおそるふり向いて。

「っひゃぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような叫び声を上げるとともに、その場にぺたんと尻しり餅もちをついてしまった。

「お兄ちゃん？　え、うそ。目が覚めたの!?」

　リンカ・Ｅ＝マクスウェル。

　二歳違いの妹──聖フィオラ旅学園とは別の学校に通っているはずの彼女が、呆あつ気けに取られた表情でこちらを見つめてきた。

「……なにその表か情お」

「そ、そそ、それはあたしが言いたいもん！　だ、だって、お兄ちゃんぼろぼろになって海辺に打ち寄せられてたんだよ！　しかも……ずっと目を覚まさないし」

「俺が？　海辺に？」

　あらためてベッドから辺りを窺うかがう。

　レンの寝かされていた場所は、リビングの中央にあるソファーだった。

　丸太をふんだんに使用して建てられたコテージ調の家屋。床には年代物の絨じゆう毯たんが敷かれ、リビングの奥にはパチパチと火の粉の爆はぜる暖だん炉ろ。そして壁には、自分とリンカが子供の頃に描えがいた絵日記が額縁に飾られている。

　……俺の実い家え？

　……どういうことだ。俺は、終しゆう焉えんの島で沈黙機関の姫フイオラと戦ってたはずなのに。

　だが決着はつかなかった。突如として吹き荒れた奇怪な「渦」が、島にいる者すべてを押し流していったからだ。

「そうだ、みんなは!?　キリシェにフィア先輩にエリーゼ…………痛つっ！」

　全身に走った激痛に苦く悶もんの息がもれる。

　起き上がった拍子にソファーから崩れ落ち、レンはそのまま床へと転がった。

「お兄ちゃん!?　だめ、本当に大ケガだったんだから！」

「……俺だけじゃない」

「え？」

「戦ってた……のは、俺だけじゃ……ないから」

　妹の手を借りながらソファーへと這はい上あがる。

「……なのに俺、どうして実い家えにいるんだ」

「お兄ちゃん、ルーナス海岸に倒れてたの。覚えてないの？」

　エプロンの端をぎゅっと握って、リンカが視線を宙へ。

「通りがかりの旅団パーテイの人たちが見つけて介護してくれたんだよ。海水で身体からだが濡ぬれてて、それに傷だらけで。治癒士ヒーラーの人が旅団パーテイにいなかったらどうなってたかわからなかったんだから」

「倒れてたのは俺だけか？　他に、女の子が倒れてたって話は？」

「……ごめんね。お兄ちゃん一人だったって」

「あ、いや、俺こそ。リンカの謝ることじゃないから」

　うつむく妹にあわてて返事。

「だけど、よく俺の身元がわかったな……」

　ルーナス海岸は、ここイシュ大陸の南方だ。

　学生街ミスティエや聖フィオラ旅学園からもかなり距離がある。知人がいる覚えもないから、誰だれがどうやって身元を特定し、家族リンカに連絡を取ったのか。

「リンカは、どうやって俺のことを？」

「その旅団パーテイの人が教えてくれたの。あ、ちょっと待ってて」

　リンカが、リビングの食卓に載せていた一枚の情報誌をさっと手に取った。

「これお兄ちゃんでしょ！　あたし、友達からコレ見せられてびっくりしたんだから！」

「あ……そうか。炎の将魔アシエンデイアと戦った時の」

　再来の騎き士し、と見出しのついた情報誌。

　その裏面にはレンの似顔絵が大きく掲載されている。炎えん崖がい都市ジオで炎の将魔アシエンデイアを討伐した時に配られたものだ。

　……そういや覇は都との時も「再来の騎士」の情報誌が出回ってたっけ。

　……情報通の旅団パーテイなら目を通してるはずだし、それで俺のことがわかったのか。

　家族リンカも、その遭難者がレンとわかってすぐに駆けつけてくれたのだろう。

「ね！　ねね、お兄ちゃん、この情報誌に書いてあるのってホントなの!?」

「それは……話すと長いんだけどな」

　大きく息を吐いてソファーから身を起こす。

　全身の倦けん怠たい感かんと筋肉痛、そして腕や首筋に巻かれた包帯の下で擦り傷が開きかける痛み。立ち上がるので精一杯だった。

「俺、どれくらい意識を失ってたんだ？」

「……三週間くらい」

「そんなに!?」

　自分が目を覚ましたことにリンカが驚くわけだ。それだけ長い間意識を失っていた……いや、生死の狭間はざまを彷徨さまよっていたというのか。

「家にはリンカだけ？」

「お父さんもお母さんも隣町だよ。こんな異常気象だもん、村の薪まきもなくなっちゃって、隣町の倉庫にある予備をもらいにいってるの」

「暖だん炉ろ？　そういえば……」

　リビングの暖炉に火が入っている。その不自然さにようやく意識が巡った。

　……そうだよ。なんでこの季節に暖炉の火を熾おこしてるんだ？

　……冬なんて当分先のはずなのに。

　異常気象。

　そういえば、暖炉にあれほど火が燃えているのに肌寒い。

「冷え込むのは夜だけか？」

「……ううん」

「ってことは、昼間もこの寒さか。確かにこの冷気はちょっと異様だな」

　窓ガラスの先に映る真っ赤な夕日。

　だが妹の答えは、レンの想像の範はん疇ちゆうを越えたものだった。

「夜じゃないの。今が昼間なの」

「昼間？　どういうことさ、だってこんなに夕日が強く……」

　真っ赤な夕空。

　疲労の残る足に鞭むちを打って窓ガラスまで辿たどりつく。窓の先を凝ぎよう視ししたレンが見たものは、いまだかつて見たことのない空模様だった。

　轟ごう々ごうと猛たける炎の色をした空。

　そこに棚引く雲は灰色で、不気味なほどの速度で風に流されながら台風状の大きな渦を形成している。

「俺が夕日だと思ったのは、あの赤い空だったのかよ……」

「……ね？　怖いでしょ。もう三週間こんな天気が続いてて、村長さんもこんな空は見たことないって言うし」

　暖だん炉ろの傍そばで温めていたポットを持ち上げる妹。

「それに、村の外に出るのも馬車がないと危ないの。見たこともない大きな徊かい獣じゆうが、すぐ村のはずれの森に出てくるし」

「徊獣が!?　だって森って言っても、あんなのただの雑ぞう木き林ばやしだろ？」

「うん。でも隣町もだよ、あたしの学校の近くもみんなそう。急に……本当に、空の色も気候もおかしいし、見たことない徊獣が街道に出てくるし。だからあたしの学校も休学になっちゃって……お兄ちゃんを看みる分にはよかったけど……」

「リンカ、それって」

　燃え上がるような空に、凍えるような異常気象。

　そして突然現れた徊獣たち。




〝今日ここで世界は終わる〟

〝すべての大地が崩ほう壊かいし、海は乾き、空が堕おちてくる〟




「……これがソレだっていうのかよ沈黙機関の姫フイオラ」

「お兄ちゃん？」

「リンカ、俺が寝ている間に起きたことを片っ端ぱしから教えてくれ。たとえば……変なこと言うかもしれないけど、空が堕ちてくるとか地面が壊れたとか、そういう話はなかったか？」

「っ！」

　はっと目をみひらく妹。

「なんで……ずっと寝てたお兄ちゃんが知ってるの!?」

「あるんだな」

「天界が落ちてきたっていう噂うわさがあるの。たくさんの天使が地上に降りてきて、それを見た人が沢山いるの。それに別の大陸でも、地面が割れて冥めい界かいと繋つながった場所があるって噂うわさがあるの。そこから魔獣たちが這はい上あがってきたって」

「……冗談だろ」

　天界が落ち、冥界が浮上した。

　すなわち地上を含めた三界がすべて繋がったということになる。

「わ、わかんないよ？　根も葉もない噂かもしれないし……いま世界中の旅団パーテイの人が調べてるんだけど、獰どう猛もうな徊かい獣じゆうがそこら中にいるから迂う闊かつに調査もできないって」

　湯気の立つティーカップを差しだしてくる妹。

　受け取ったカップの白さ湯ゆに口をつける間も、レンはじっと窓の外を見つめていた。

「お兄ちゃん？」

「外、見てきていいかな」

「……うん。お兄ちゃんの身体からだが辛つらくないなら」

「身体のこと言ってられる状況じゃなさそうだしな。でもすぐ戻るよ」

　壁に手をついて身体を支え、一歩、また一歩と歩を進めた。

　錆さびついたように重い全身。

　包帯の巻かれた手足を動かすごとに、太ふと股ももや肩の関節部に激痛が走る。沈黙機関の姫フイオラとの戦いか、それともあの正体不明の渦に吹き飛ばされた衝撃か。

　いずれにせよ、こうも自分の身体が思うように動かないのは初めての感覚だ。

「笑えないよな。三週間寝てて、このザマかよ……っ、痛つぅ！」

　身体が休息を欲している。そうわかっていて、なおレンは外へと続く玄関を目指した。このまま寝ているわけにはいかなかった。

「外は？　俺の記憶がない間にどうなったっていうんだ」

　沈黙機関の姫フイオラが残した不吉な言葉。

　そして妹から知らされた事実。それらを嘘うそだと言う気はないが、どうしても自分の目で確かめたかった。

「キリシェ、フィア先輩、エリーゼ…………」

　散り散りとなった旅団パーテイ。

　無事だろうか。いま世界のどこにいるだろうか。彼女たちの顔を一人一人頭に思い浮かべながら、レンは外界へ通じる扉を開けた。

　その先に。




　自分の知らない世界が、広がっていた。




　赤く染まった天上。

　大地は灰色に染まり、その土壌は荒野のように乾いて無数の亀き裂れつが生じている。さらに、平へい坦たんな地面であったはずの場所が盛り上がって丘きゆう陵りようへ。

「空の鳥は……あれは魔獣!?」

　空の一角を埋うめつくすのは、蛇のように細い胴体をした鳥群だった。だが翼つばさが四枚あって嘴くちばしの先から火の粉を噴ふきだす鳥など、地上にいるわけがない。

　大地が崩ほう壊かいしたことで冥めい界かいが浮上。

　そこにいた魔獣たちが地上へと這はい上あがってきた。そうとしか考えられない。

「それに雹ひようまで……」

　雨雲もないのに降り始める氷の粒。

　爪つめ先さきほどの雹から、レンの拳こぶしほどのものまであるだろう。それが家の屋根や窓ガラスを傷つけるだけではなく、村の畑まで埋めつくす勢いで降ってくるのだ。

　……土壌が荒れたら農作物だって採れない。

　……こんな異常気象が続くだけでも大混乱になる。

　こんな小さな村でこの有様だ。大きな街や都会ではさらに大きな災厄に襲おそわれているかもしれない。

「風が、砂漠みたいに乾いてる……」

　喉のどを涸からす大気。

　凍えるほどの気温で空からは氷の粒が降っているのに、吹く風は呼吸が苦しくなるほどに薄く、そして乾いている。

　あまりにも過か酷こくで異常に満ちた世界が、そこにはあった。

　そう。

　この世界はもはや、人間が知る現代では無かった。

　これこそが──





　　　　　






「世界の終わりの始まり、か？」

　アルカナ大陸南端。

　不帰かえらずの砂漠と呼ばれる熱砂の最奥で──

「海が乾いたことで旧大陸が浮上した。大地が割れ砕けたことで、大昔の地殻変動で埋うもれた秘境が浮上した。それに伴うように徊かい獣じゆうたちが凶暴化しつつある。……この世界はもう、人間ぼくらが知る世界じゃないのかもしれない」

　両手に輝かがやきの精霊剣を携たずさえて。

　現代が誇る最高位剣士、剣聖シオンは眼前の鍾しよう乳にゆう洞どうを見やった。

　──地殻変動で砂漠が割れて。

　──砂の下に隠れていた未知の秘境が顕あらわれたのだ。

　ここだけではない。

　シオンの知るかぎり、聖地カナンや覇は都とエルメキアの周辺においても未知の遺跡が次々と発見されつつある。正確には地の底から浮かびあがってきたという。

「シオン」

　そんな彼の背に声をかけたのは、片眼鏡モノクルが印象的な男の法術士アリアだった。

　その手に握られているのは一枚の情報誌ゴシツプ。

「大まかな状況は確認できた。あくまで噂うわさだがな」

「うん」

「まず東のイシュ大陸だ。自分を女神と自称する金髪の幼女が空から落ちてきて、人間の街に居座っているらしい。それと北のアルカナ大陸。こちらは一体の悪魔が人間の村に迷いこんできた挙げ句、自分を魔王だと名乗っているとか」

「……なるほど」

　いつにない真剣な眼まな差ざしで頷うなずく剣聖。

「やっぱりそうか。天界と冥めい界かい、どちらも地上と繋つながってしまったと」

「そのようだな。あともう一つ」

「うん？」

「世にも美しい銀色の竜が、南の大空を飛んでいたという目撃情報がある。この荒こう廃はいした世界に似つかわしくない幻想的な姿だったそうだ」

「へえ。それは見てみたかったな」

「あとは夏蕾カレイが調査を続けてる。三日後に例の場所で、ということだ」

「了解。ただ、あまり無理はしないでほしいね。なにせ……」

　太古の鍾しよう乳にゆう洞どう。何百年という時を経へて浮上した新たな秘境を前に、シオンとガブリエとが同時にふり返る。

　砂漠の地平線へ。

　陽炎かげろうの昇る砂丘が、突如として爆炎に呑のみこまれた。

「既にこの世界の王は、天使でも悪魔でも竜でもない。より危険な旧世界の支配者たちに乗っ取られてしまったんだから」

　巨大な陥没孔クレーターから地響きを立てて這はい上あがってくる巨大質量。

　頭部のない人間のような上半身には骨格だけの歪いびつな翼つばさが生えており、下半身は蛇の胴体のようになっている奇怪な獣。

　胸部に空いた大穴からは、腐臭のする粘液が常にしたたり落ちている。

　この大穴だけで疾竜ワイバーンの成体を上回る大きさなのだから、怪物の全長がどれほどのものかというのは想像するも恐ろしい。

　──神話の怪物。

　これに比べれば、冥めい界かいの魔獣たちさえ可愛かわいらしく思える。

「神かみ代よの獣。旧大陸が沈むとともに深き眠りについていた古いにしえの最強生物たちか」

　片眼鏡モノクルを押し上げて、遙か彼方かなたの怪物を見上げる法術士アリア。

「一体一体が竜より巨大で、悪魔より凶暴。さらに天使よりも狡こう猾かつだったという怪物たち。空も海も地上もだ。あのような怪物たちに跋ばつ扈こされては、もはや海を越えるどころか都市から都市へと移動するのも躊躇ためらわれるな」

「そうだね。だけど……」

　ガブリエの言葉に首しゆ肯こうしながらも、シオンはゆっくりと言葉を続けた。

「危険なのは神代の獣だけじゃない」





　　　　　






「機き皇こう兵へい。その神代の獣と戦うために神性都市で生みだされた古代兵器までもが反応し、動きだしたか」

　雷雲立ちこめる北の大地。

　空に雹ひようが舞う大地で、極寒の風にあてられながら、黒衣の男は過か酷こくな自然など意にも介さず威風堂々と立っていた。

　──騎き士し王おうゼルブライト。

　かつて世界最大の騎き士し集団『王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク』七十二人の頂点に君臨し、その圧倒的な威光でもって覇は都とエルメキアの象徴となっていた剣士だ。

　短く刈り上げた灰色の髪に、冷たく輝かがやく黒の双そう眸ぼう。並の成人男性より頭一つ抜きんでた長身に、黒の戦闘衣の上からでもわかる筋骨逞たくましい肉体は、それ自体が鍛きたえ上げられた鋼こう刃じんを想おもわせる。

　その男が──

「壮観だな」

　感情を感じさせない口調で、そう呟つぶやいた。

　その視線の先には小山ほどもある神代の獣……それが、全身から真っ黒い血液をまき散らして動かなくなっていた。

　その二の腕が引きちぎられ、上半身もなかば真っ二つに引き裂かれている。

『────』

　神代の獣と睨にらみあう、もう一体の鈍にび色いろの巨人。

　それは全身が鋼鉄色に輝く超ちよう弩ど級きゆうの大型機械兵だ。全身の装甲には法ほう術じゆつの紋様が光り輝き、両腕は鋭するどい剣となっている。

　古代兵器『機皇兵』。

　神性都市で生まれたとされるが、その詳細の一切が謎なぞである機械生物だ。

　誰だれが創りだしたのかもわかっておらず、神性都市で生まれたという記録さえ不確かなまま現代まで伝わっているに過ぎない。

『────』

　機き皇こう兵へいもまた動かない。

　刃やいばとなっている腕の片方が腐り落ち、その全身には無数の穴が空いている。

　相打ちだったのだ。

　神かみ代よの獣と機皇兵。二体の周囲には無数の法ほう術じゆつが展開された痕あとが残っており、激戦のすさまじさを物語っている。

　そんな凄せい惨さんとも言うべき光景を前に、再びゼルブライトは口にした。

「壮観だな」

　相打ちとなって動かない二体の超巨大怪物。

　その二体の傷が脈打ち、動いていることをゼルブライトは知っていた。

　──生きている。

　──そして復活しつつある。

　神代の獣も、機皇兵も、互いに活動を停止しながら組織の回復を謀はかっているのだ。そして全快するや再び戦闘を始めるだろう。

　既に、この地の徊かい獣じゆうたちはことごとく逃げだした。本能が理解したのだ。近づくもの、そこに在あるものすべてを灰かい燼じんと化す異い形ぎようの王が闊かつ歩ぽする時代。

　いずれ、この荒野と同じような戦闘が世界の至いたるところで勃ぼつ発ぱつするだろう。

「世界の終わりか？　それとも……」

　鉄の表情を保つ騎き士し王おうが、わずかに唇くちびるの端を吊つり上あげた。

　嗤わらっていた。眼前に聳そびえ立たつ神代の獣と機皇兵を前にしてなお、黒衣の騎き士しはそれを歓迎するように謳うたい上げた。

「英雄たちの狂きよう騒そう。その真の幕開けか」

　その手に握られているのは、鈍い輝かがやきを放つ両手剣ツーハンデツド。

　偽英勇レンに切断された鋼はがねの剣ではない。さらに一回り巨大で、分厚く、雄々しき赤しやつ鋼こうの刃だった。

「歴史上に存在する数々の英雄たち。現代にて勇者と呼ばれていた者。英雄と呼ばれていた者。それが、この荒こう廃はいした世界で容よう赦しやなく振るいにかけられるわけだ」

　名声を騙かたるだけの臆おく病びよう者ものは去り──

　真の資質を有する英雄のみが、この地平を征いくことになるだろう。

　覇は都との王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクや沈黙機関も、ゼルブライトには知り得ないが、おそらく既に世界のどこかでさらなる戦略を描えがいているに違いない。

　ゆえに狂きよう騒そう。

　この世界すべての旅団パーテイと、英雄と、覇を狙ねらう者とが、新たな地平を目指して苛か烈れつな競争を繰り広げるだろう。

「世界録アンコールを見つけた者を次代の英えい勇ゆうとする？……無価値。そんな都市同盟の決めた仮かり初そめの英勇に意味などない」

　赤しやつ鋼こうの大剣を己おのが腕のごとく軽々と振りあげる。

　雄々しきうなり声を上げる大気を従えて、騎き士し王おうゼルブライトは吼ほえた。

「世界の終焉おわりを越えずして、何が英勇か！」

　騎士王の宣言。

　そして、その男の眼まな差ざしは遙か東の地へと向いていた。

「いま一度問う。お前はこの苛烈なる時代の先に何を見る？　竜と悪魔と天使と、精霊をも引き連れて、お前はいったい何ど処こへ行こうというのだ？」













　　　　Continued　世界の終わりから始まる物語






　世界の終わりの、始まり。

　それは誰だれが言ったというわけでもなく、誰が広めたというわけでもなく、ぽつりぽつりと自然に呟つぶやかれ、そして連鎖的に世界各地の都市に浸しん透とうしていった。

　空がどす黒い血色に染まり、身を焦こがす熱波が吹ふき荒すさぶ天変地異──

　大地が割れ砕けて大河となり、山脈となり、底の見えない大亀裂クレバスと化した。

　海が乾き、歴史に無い旧世界の大陸が浮かびあがる。

　天界が落ちて地上と連結。

　冥めい界かいが浮上して地上と連結。

　旧大陸に隠れていた秘境が現れるとともに徊かい獣じゆうたちの凶暴化。さらには地の底で眠りについていた神かみ代よの獣たちが目覚めた。

　竜より強大で、悪魔より凶暴で、天使よりも狡こう猾かつな、最悪の獣たち。

　また、その神代の獣と戦うための古代兵器までもが活動を再開。既に世界の至いたるところで死闘が繰り広げられている。

　隠されていた秘境が次々と発見される。

　そして古いにしえの伝説──

　すべての発端たる神性都市シィエラミリスまでもが世界に顕けん現げんした。

　これが世界の終わりの始まりか。

　人々の多くが不安に怯おびえ、息を潜ひそめあうなかで。




「……俺がやるよ」




　雹ひようの舞う夜風をその身に受けながら。

　瞼まぶたを閉じ、レンは、己おのれの右手をまっすぐ前へと構えていた。

　握りしめるもの。それは先代魔王エリーゼから預かった琥こ珀はくだった。

　古代召喚術を発動するための神具であり、その効果は物体召喚。自らの思い描えがくものを、自らの下へと転移させる。

「俺が、アンタの残したものをやり遂とげるから」

　輝かがやく発動体。

　その直後、レンが握っていたものは、透きとおった蒼あお色に輝く一本の剣だった。

　霊剣ヴィエルジュ。

　かつて英えい勇ゆうが見いだした史上最初の精霊具。精霊の女王シイエラミリスが人類に授けた親愛の証あかしは、この絶望的な世界でも煌こう々こうと輝かがやきを放っている。

　そしてもう一つ──

　虹色に輝く小さな書を左手に握りしめ、レンは唇くちびるを噛かみしめた。

　世界録アンコール。

　原初の海で発動していた古代文字も今は力を失い、英えい勇ゆうの姿も現れることはない。だが、この書も霊剣と同じく、いまだその輝きを失っていない。

　果たすべき役目が残っていると、そう語りかけるように淡く光り続けている。

「行こう。まずは、みんなを見つけるところから……」

　竜りゆう姫ひめキリシェ、大天使フィア、先代魔王エリーゼ。彼女たちはきっと無事だと信じよう。世界のどこかにいるであろう彼女たちを見つけだす。

　そして神性都市。

　精霊シィエラミリスの名を冠していた都市は、霊剣ヴィエルジュを与えられるほど精霊と親しい関係を育んでいながら、突如として信仰のすべてを忘れ去ったという。

　あの都市にはまだ何か隠された事実がある。それを解き明かす。

　最後に──

　すべての旅の終わりに待ち受けているであろう相手。

「待ってろ沈黙機関の姫フイオラ。悪魔法ほう印いんは返してもらう。あれはエルラインが三種族に頼んで創らせた大切な宝だ。沈黙機関おまえたちのものじゃない」

　揃そろえることであらゆる結界を突破する究極の法具となる。それがあれば、必ず、終しゆう焉えんの島で見た奇怪な渦をも突破できる。

　……その先にあるもの。

　……沈黙機関が隠し続けてる、最後の秘密を解き明かす。

　沈黙機関の姫フイオラと自レ分ン、どちらが三法印を揃え、最後の秘奥に辿たどりつくか──




〝これで最後だからさ。これが、俺の旅の終着点だ〟




　そう。

　これが、かつて英勇と呼ばれた男の旅の終わり。

　だが彼は残した。

　自分の旅の「続き」を担う者へ。

　彼が旅した目的と意思と、そして……彼の夢見た未来とを託す伝言ことばを。

　世界録アンコール。

　そう呼ばれる至し宝ほうを。

「こんな荒こう廃はいした世界のままで終わらせない。俺が絶対、アンタの目指した未来まで辿りつくから」

　英えい勇ゆうが旅した過去に別わかれを告つげて、少年は現い在まを歩き始める。

　彼の足そく跡せきを辿たどる旅から。

　英勇さえもたどり着けなかった未来の地平を目指す旅へ。

「だから見ててくれ」

『……イクノ？』

『……イク？』

「ああ、行こう」

　自分を慕したってくれる土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーを連れて。

　その右手に、かつての英勇の剣を携たずさえて。

　その左手に、世界録アンコールと呼ばれし虹にじ色いろの書を携えて。

「英勇の旅の続きをね」

　レンは、夜の地平を歩きだした。














　現い在まを生きる英雄たちの狂きよう騒そうが──




　偽英勇と呼ばれた少年の本当の物語が、始まった。













　あとがき









　世界の終しゆう焉えんを越えずして、何が英えい勇ゆうか──




　この物語を始めるにあたり「描えがきたい」と誓った光景シーンが二つあります。

　その一つ目がまさに今回の第６巻・最終章でした。古いにしえの英勇と出会った少年が仲間を求め、終焉の世界をたった一人で再び歩きだす……いかがでしたでしょうか。

　偽英勇と呼ばれた少年の、本当の物語の始まり。それにふさわしいエピソードになるよう第７巻も全力で執筆中です。（刊行は５月予定！）。

　そしてさらに、月刊コミックアライブ連載のコミック版『世界の終わりの世界録アンコール』も来月３月23日頃に刊行予定です。雨う水すい龍りゆう先生の作画によってとても綺き麗れいで迫力あるお話になっていますので、ぜひ読んでもらえると嬉うれしいです。細さざ音ねもあとがき・お祝いイラストを載せてもらっています。

　コミック第１巻も原作小説第７巻も今まさに準備中なので、ご期待ください！

　それでは、また近いうちにお会いできますように。


一月十八日　雪の降る朝に
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